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大濠公園の花火大会　黒田長政が福岡城築城の際、博多湾の入江を埋立て外濠としました。昭和初期から数回にわたり現在の公園に整備されました

稀代の名参謀、最後の使命。
父は子に何を残せるか

寄稿

トップに聞く！
河邉　哲司 氏　株式会社 久原本家食品　代表取締役社長
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熊本銀行
植木支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g

今回は、熊本銀行 植木支店からの
夏の便りです。

季節の便り❻

熊本銀行植木支店がある植木町（熊本市北区）は、昔から交通の
要衝で、江戸時代は豊前街道の宿場町として栄えました。町内
には、西南戦争の激戦地“

たばるさか
田原坂”があります。

植木町はスイカの名産地で、“植木のスイカ”は糖度が高く、美味
しいスイカの代名詞となっています。植木町に牽引され、熊本県
のスイカの出荷量は全国一を誇っています。
地元の自慢の逸品です。ぜひ一度ご賞味ください。

田原坂

植木

鹿南中
●

北熊本SA鹿
児
島
本
線

九州新幹線

植木青果市場

熊本銀行
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グッデイ●
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●

国
道
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号
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　黒
田
の
姓
を
持
つ
戦
国
武
将
の
生
涯
を
描
い
た
司

馬
遼
太
郎
氏
の『
播
磨
灘
物
語
』は
、ヒ
ー
ロ
ー
の
通
称

名
の
官
兵
衛
が「
く
ゎ
ん
ひ
ょ
う
え
」と
発
音
さ
れ
た

う
ん
ち
く

蘊
蓄
で
始
ま
り
、「
名
前
は
よ
し
た
か

孝
高
、洗
礼
名
が
シ
メ
オ
ン

で
入
道
し
て
か
ら
は
じ
ょ
す
い

如
水
。〝
水
の
如
し
〞と
い
う
称
を

彼
は
好
ん
だ
」と
続
く
。黒
田
如
水
。秀
吉
の
天
下
取
り

を
演
出
し
た
名
参
謀
に
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
、福
岡

藩
の
藩
祖
と
さ
れ
る
そ
の
人
で
あ
る
。

　宇
多
源
氏
に
連
な
る
。室
町
末
期
の
乱
世
に
発
祥
の

近
江
を
追
わ
れ
、備
前
福
岡（
岡
山
県
）、播
磨
姫
路

（
兵
庫
県
）を
流
浪
、目
薬
の
新
商
法（
行
商
）で
一
族
の

物
語
は
幕
が
開
く
。財
で
人
を
養
い
、豪
族
と
な
る
の

も
時
代
で
あ
っ
た
が
、嫡
男
・
官
兵
衛
の
器
量
が
命
運

を
担
っ
た
。風
雲
を
予
見
し
て
西
国
の
毛
利
よ
り
も
新

興
の
信
長
に
つ
き
、秀
吉
の
懐
で
智
将
た
り
得
た
の
は

卓
越
し
た
資
質
に
よ
る
。本
能
寺
の
変
は
毛
利
陣
営
の

備
中
高
松
城
を
攻
め
る
最
中
に
起
き
た
。

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
27

Monthly
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黒
田 

如
水

人
ニ

こ媚
ビ
ズ

ふ
　 う
　 き

富
貴
ヲ
望
マ
ズ
。

黒田如水公
おたかやしき
御鷹屋敷跡…晩年を過ごした城内の屋敷跡の碑

大濠公園
●

護国神社
●

唐人町 大濠公園

赤坂

桜坂
六本松

国道202号

地下鉄七隈線

地下鉄空港線

福岡市美術館
●

舞鶴公園
平和台陸上競技場●御鷹屋敷跡

福岡
●

所在地：福岡県福岡市中央区城内

　茫
然
自
失
の
秀
吉
を
励
ま
し
、京
ま
で
の
二
百
キ
ロ

を
強
行
軍
し
て
明
智
光
秀
を
討
つ「
中
国
大
返
し
」の

奇
策
は
、主
君
さ
え
恐
れ
さ
せ
た
。城
攻
め
の
妙
、戦
わ

ず
し
て
敵
を
味
方
に
し
て
し
ま
う
知
略
。重
ね
た
手
柄

の
論
功
が
豊
前
十
二
万
石
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、官
兵

衛
の
才
智
器
量
に
お
び怯
え
た
秀
吉
の
さ
い
ぎ
し
ん

猜
疑
心
に
よ
る
と

言
わ
れ
る
。戦
闘
を
好
ま
な
か
っ
た

い
く
さ戦
の
天
才
、隠
居

の
身
で
一
度
だ
け
天
下
を
う
か
が
っ
た
。

　東
西
決
戦
の
前
夜
、大
名
の
大
半
が
出
陣
し
た
あ

と
の
九
州・豊
前
に
あ
っ
て
九
千
の
兵
で
近
隣
を
席
巻

し
た
。一
日
で
決
着
し
た
関
ヶ
原
の
誤
算
が
な
け
れ

ば・・・筑
前
に
得
た
五
十
二
万
石
は
息
子
長
政
の
戦
功
、

「
福
岡
藩
」は
父
子
の
望
郷
で
あ
っ
た
。四
年
後
の
慶
長

九
年（
一
六
〇
四
）の
弥
生
二
十
日
の
朝
、五
十
八
歳
で

没
。司
馬
氏
は
、「
お
か
し
な
ほ
ど
私
心
の
薄
か
っ
た
男

は
自
分
の
最
期
ま
で
予
見
し
、そ
の
日
時
に
溶
け
る
よ

う
に
死
ん
だ
」と
長
編
を
結
ん
で
い
る
。
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2 九州を知る！ マンスリーコラム
人ニ媚ビズ富貴ヲ望マズ。  黒田如水
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今
月
の
一
枚  

「
博
多
　
園
山
笠
」

　
今
月
の
一
枚
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
行
員

（
福
岡
銀
行
博
多
支
店
）が
参
加
し

た「
博
多
　
園
山
笠
」（
７
月
１
日
〜

１５ 

日
）の
様
子
で
す
。博
多
　
園
山

笠
は
７
７
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
、博
多
を
代
表
す
る
伝
統
あ
る
祭

り
で
す
。

　
博
多
　
園
山
笠
の
様
々
な
行
事

に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、脈
々

と
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域

行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、各
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を

学
ぶ
と
と
も
に
、皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
た
活
動
を
続
け
て

参
り
ま
す
。

「博多　園山笠」に参加したFFG行員

1

昭和2年の東亜勧業博覧
会を機に、大規模な造園工
事が行われ大濠公園として
開園しました。1周約2㎞の
大きな池を持つ水景公園
で、現在周囲には福岡市美
術館・武道館、アメリカ領事
館、能楽堂などがあり、散
歩を楽しむ市民の憩いの
場となっています。また、8月
の西日本大濠花火大会は、
福岡市最大級の花火大会
で約6,000発の花火が打
ち上げられます。

トップに聞く！

「モノ言わぬモノに モノ言わす
 モノづくり」の信念のもと、
食の感動を届ける200年企業へ。

株式会社 久原本家食品　河邉 哲司 氏

“よし！大丈夫”の理念を具現化する
運転免許の
ワンストップサービスを提供。
有限会社 八代ドライビングスクール　要名本 義博 氏

6

12

18 業界の社会的な地位を向上させ、
環境にやさしい
100％リサイクル社会の実現を。

株式会社 𠮷川金属商事　吉川 茂 氏

福岡市中央区

大濠公園
［ おおほりこうえん ］

今月の表紙

50 DATA in 九州

今月の注目データ
経済動向・経済指標
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稀代の名参謀、最後の使命。
父は子に何を残せるか

福岡を創った男・黒田官兵衛

夏の甲子園の成績 Ｊリーグ（九州）

Ｊリー
グ（九

州）

夏の甲子園の成績

今月の注目データ

DATA in 九州
夏の甲子園の成績

今月は「夏の甲子園の成績」と「Ｊリーグ（九州）」です。

　今年も「夏の甲子園」（第95回全国高校野球選手権大会）が始まります。
　気になる九州勢の活躍ですが（下図）、過去７回の優勝を果たしています（福岡県４回、
佐賀県2回、大分県1回）。最近では、2007年に“がばい旋風”で一世を風靡した佐賀北高校
の逆転優勝が鮮明な記憶として蘇ります。
　地域別の優勝回数を調べてみると、近畿（32回）、関東（20回）に続き、中部（11回）、
四国（11回）の順で多いことが分かります。
　ただし、ここ10年では、過去に優勝がなかった北海道・沖縄勢が優勝するなど、まさに群
雄割拠の様相を呈しています。
　今年の夏も九州勢の活躍に期待が集まります。

九州のＪリーグ所属チーム

九州のＪリーグ所属チーム

　今年６月、サッカーの日本代表が、2014年に開催されるブラジルワールドカップへの出場を決
め、日本中が盛り上がりを見せました。1993年に発足した国内のプロサッカーリーグ（Ｊリーグ）
に目を向けると、開幕３年後にアビスパ福岡が九州で初めてJリーグに加盟し、現在では６チームと
なっています（Ｊリーグに所属するプロサッカーチームは全部で40チーム）。
　過去、九州のチームによる優勝はなく（J１リーグ）、大分トリニータの４位（2008年）が最高位
となっています。地元が一丸となった盛り上がりと、今後の躍進が期待されます。

大分トリニータ（Ｊ１）
1999年

ロアッソ熊本（Ｊ２）
2008年

Ｖ・ファーレン長崎（Ｊ２）
2013年

サガン鳥栖（Ｊ１）
1999年

アビスパ福岡（Ｊ２）
1996年

（出所：各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※（）は７月１日現在の所属リーグ
　チーム名の下の年数はＪリーグへの加盟年度

ギラヴァンツ北九州（Ｊ２）
2010年

（出所：公益財団法人日本高等学校野球連盟ホームページを基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

1934年
1937年
1947年
1948年
1962年
1965年
1972年
1988年
1992年
1994年
1996年
2007年

熊本工 
熊本工 
岐阜商 
桐蔭 
久留米商
銚子商
柳井
福岡第一
拓大紅陵
樟南
熊本工
広陵

20回
23回
29回
30回
44回
47回
54回
70回
74回
76回
78回
89回

（熊本県）
（熊本県）
（岐阜県）
（和歌山県）
（福岡県）
（千葉県）
（山口県）
（福岡県）
（千葉県）
（鹿児島県）
（熊本県）
（広島県）

準優勝 地方別優勝回数優勝大会開催年
呉港中
中京商
小倉中
小倉
作新学院
三池工
津久見
広島商
西日本短大付
佐賀商
松山商
佐賀北

近畿 
関東 
中部 
四国 
中国
九州
 　 福岡
 　 佐賀
 　 大分
北海道 
沖縄 
東北  

32回
20回
11回
11回
  8回
  7回
  4回
  2回
  1回
  2回
  1回
  0回

（広島県）
（愛知県）
（福岡県）
（福岡県）
（栃木県）
（福岡県）
（大分県）
（広島県）
（福岡県）
（佐賀県）
（愛媛県）
（佐賀県）

夏の甲子園の成績

ふう び

4FFG MONTHLY SURVEY Vol.62



2 九州を知る！ マンスリーコラム
人ニ媚ビズ富貴ヲ望マズ。  黒田如水

27

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/
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今
月
の
一
枚  

「
博
多
　
園
山
笠
」

　
今
月
の
一
枚
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
行
員

（
福
岡
銀
行
博
多
支
店
）が
参
加
し

た「
博
多
　
園
山
笠
」（
７
月
１
日
〜

１５ 

日
）の
様
子
で
す
。博
多
　
園
山

笠
は
７
７
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
、博
多
を
代
表
す
る
伝
統
あ
る
祭

り
で
す
。

　
博
多
　
園
山
笠
の
様
々
な
行
事

に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、脈
々

と
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域

行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、各
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を

学
ぶ
と
と
も
に
、皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
た
活
動
を
続
け
て

参
り
ま
す
。

「博多　園山笠」に参加したFFG行員

1

昭和2年の東亜勧業博覧
会を機に、大規模な造園工
事が行われ大濠公園として
開園しました。1周約2㎞の
大きな池を持つ水景公園
で、現在周囲には福岡市美
術館・武道館、アメリカ領事
館、能楽堂などがあり、散
歩を楽しむ市民の憩いの
場となっています。また、8月
の西日本大濠花火大会は、
福岡市最大級の花火大会
で約6,000発の花火が打
ち上げられます。

トップに聞く！

「モノ言わぬモノに モノ言わす
 モノづくり」の信念のもと、
食の感動を届ける200年企業へ。

株式会社 久原本家食品　河邉 哲司 氏

“よし！大丈夫”の理念を具現化する
運転免許の
ワンストップサービスを提供。
有限会社 八代ドライビングスクール　要名本 義博 氏

6

12

18 業界の社会的な地位を向上させ、
環境にやさしい
100％リサイクル社会の実現を。

株式会社 𠮷川金属商事　吉川 茂 氏

福岡市中央区

大濠公園
［ おおほりこうえん ］

今月の表紙

50 DATA in 九州

今月の注目データ
経済動向・経済指標

36

26 寄 稿

稀代の名参謀、最後の使命。
父は子に何を残せるか

福岡を創った男・黒田官兵衛

夏の甲子園の成績 Ｊリーグ（九州）

Ｊリー
グ（九

州）

夏の甲子園の成績

今月の注目データ

DATA in 九州
夏の甲子園の成績

今月は「夏の甲子園の成績」と「Ｊリーグ（九州）」です。

　今年も「夏の甲子園」（第95回全国高校野球選手権大会）が始まります。
　気になる九州勢の活躍ですが（下図）、過去７回の優勝を果たしています（福岡県４回、
佐賀県2回、大分県1回）。最近では、2007年に“がばい旋風”で一世を風靡した佐賀北高校
の逆転優勝が鮮明な記憶として蘇ります。
　地域別の優勝回数を調べてみると、近畿（32回）、関東（20回）に続き、中部（11回）、
四国（11回）の順で多いことが分かります。
　ただし、ここ10年では、過去に優勝がなかった北海道・沖縄勢が優勝するなど、まさに群
雄割拠の様相を呈しています。
　今年の夏も九州勢の活躍に期待が集まります。

九州のＪリーグ所属チーム

九州のＪリーグ所属チーム

　今年６月、サッカーの日本代表が、2014年に開催されるブラジルワールドカップへの出場を決
め、日本中が盛り上がりを見せました。1993年に発足した国内のプロサッカーリーグ（Ｊリーグ）
に目を向けると、開幕３年後にアビスパ福岡が九州で初めてJリーグに加盟し、現在では６チームと
なっています（Ｊリーグに所属するプロサッカーチームは全部で40チーム）。
　過去、九州のチームによる優勝はなく（J１リーグ）、大分トリニータの４位（2008年）が最高位
となっています。地元が一丸となった盛り上がりと、今後の躍進が期待されます。

大分トリニータ（Ｊ１）
1999年

ロアッソ熊本（Ｊ２）
2008年

Ｖ・ファーレン長崎（Ｊ２）
2013年

サガン鳥栖（Ｊ１）
1999年

アビスパ福岡（Ｊ２）
1996年

（出所：各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※（）は７月１日現在の所属リーグ
　チーム名の下の年数はＪリーグへの加盟年度

ギラヴァンツ北九州（Ｊ２）
2010年

（出所：公益財団法人日本高等学校野球連盟ホームページを基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

1934年
1937年
1947年
1948年
1962年
1965年
1972年
1988年
1992年
1994年
1996年
2007年

熊本工 
熊本工 
岐阜商 
桐蔭 
久留米商
銚子商
柳井
福岡第一
拓大紅陵
樟南
熊本工
広陵

20回
23回
29回
30回
44回
47回
54回
70回
74回
76回
78回
89回

（熊本県）
（熊本県）
（岐阜県）
（和歌山県）
（福岡県）
（千葉県）
（山口県）
（福岡県）
（千葉県）
（鹿児島県）
（熊本県）
（広島県）

準優勝 地方別優勝回数優勝大会開催年
呉港中
中京商
小倉中
小倉
作新学院
三池工
津久見
広島商
西日本短大付
佐賀商
松山商
佐賀北

近畿 
関東 
中部 
四国 
中国
九州
 　 福岡
 　 佐賀
 　 大分
北海道 
沖縄 
東北  

32回
20回
11回
11回
  8回
  7回
  4回
  2回
  1回
  2回
  1回
  0回

（広島県）
（愛知県）
（福岡県）
（福岡県）
（栃木県）
（福岡県）
（大分県）
（広島県）
（福岡県）
（佐賀県）
（愛媛県）
（佐賀県）

夏の甲子園の成績

ふう び
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▲左から河邉社長、谷頭取

株式会社 久原本家食品

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

箱
崎
支
店

株
式
会
社 

久
原
本
家
食
品

代
表
取
締
役
社
長

河
邉 

哲
司
氏

「
モ
ノ
言
わ
ぬ
モ
ノ
に 

モ
ノ
言
わ
す

 

モ
ノ
づ
く
り
」の
信
念
の
も
と
、

食
の
感
動
を
届
け
る
2
0
0
年
企
業
へ
。
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司
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言
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感
動
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0
0
年
企
業
へ
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株式会社 久原本家食品

ば
せ
な
い
」と
考
え
、他
の
拡
販
方
法

を
思
案
し
ま
し
た
。そ
こ
で
思
い
つ
い

た
の
が
、「
た
れ
」を
O
E
M（
※
１
）で

製
造
す
る
こ
と
で
し
た
。当
時
か
ら
お

付
き
合
い
が
あ
り
、業
績
を
拡
大
さ
せ

て
い
た
餃
子
メ
ー
カ
ー
の
八
洋
食
品

株
式
会
社
様
に
、「
餃
子
の
た
れ
を
作

ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」と
お
願
い
に

伺
い
ま
し
た
。私
は
、営
業
の「
え
」の

字
も
分
か
ら
な
い
人
間
で
し
た
が
意

気
込
み
だ
け
は
持
っ
て
お
り
、同
社
の

先
代
の
川
添
社
長
の「
お
前
、や
る
気

は
あ
る
の
か
」と
の
問
い
か
け
に
、威

勢
良
く「
や
る
気
は
あ
り
ま
す
！
」と

答
え
ま
し
た
。そ
の
覚
悟
が
通
じ
た
の

か
、「
た
れ
」の
製
造
を
我
が
社
に
任

せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今

考
え
る
と
、こ
の
時
が
我
が
社
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
下
さ
っ

た
川
添
社
長
に
は
、心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

（
※
１
）他
社
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
製
造
す
る
こ
と

　
我
が
社
は
、福
岡
県
く
ば
ら
む
ら

久
原
村（
現

ひ
さ
や
ま
ま
ち

久
山
町
）の
初
代
村
長
で
あ
っ
た
私
の

曽
祖
父・河
邉
と
う
す
け

東
介
が
、1
8
9
3
年

（
明
治
26
年
）、醤
油
を
製
造
す
る「
久

原
醤
油
」を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。私
は
醤
油
屋
の
未
来
を
悲
観

的
に
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、事
業
を

継
ぐ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、３
代
目
で
あ
る
父
・
龍
二
は
私
に
、

「
事
業
を
継
ぐ
よ
う
に
」と
言
っ
て
譲

ら
ず
、最
後
に
は
私
が
折
れ
、４
代
目

と
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。私
が

事
業
を
継
い
だ
時
は
、従
業
員
６
名
、

年
商
6
，3
0
0
万
円
ほ
ど
の
小
さ
な

醤
油
屋
で
し
た
。

　
私
は
、「
事
業
を
継
い
だ
か
ら
に
は
、

何
と
か
会
社
を
大
き
く
し
た
い
」と

思
い
、精
力
的
に
営
業
に
出
向
い
て
醤

油
の
拡
販
を
試
み
ま
し
た
。し
か
し
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
低
価
格
路
線
に
対

抗
す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
普
通
に
醤

油
を
売
り
歩
い
て
い
て
も
業
績
は
伸

が
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、売
上
を
一
気

に
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な
急
成
長
よ
り

も
、堅
実
な
成
長
の
方
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
、障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
募
集
し

た
絵
画
を
デ
ザ
イ
ン
し
た「
や
さ
し
さ

を
運
ぶ
段
ボ
ー
ル
箱
」に
商
品
を
詰
め

て
お
客
様
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
元
久
山
町
と
の
協
力
に
よ
り
、子
供

達
の
海
外
留
学
支
援
の
他
、だ
し
講
座

や
野
菜
収
穫
と
い
っ
た
体
験
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

く
一
方
で
、事
業
活
動
に
お
い
て
も
着

実
な
成
長
を
目
指
し
て
お
り
、現
在
は

調
味
料
販
売
店「
茅
乃
舎
」の
店
舗

展
開
に
注
力
し
て
い
ま
す
。2
0
1
0

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
茅
乃
舎 

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
店
」（
東
京
都
港

　
更
に
、安
心・
安
全
な
無
添
加
食
品

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
手
掛
け
ま
し

た
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
べ
く
、

蛍
の
飛
び
交
う
地
元
久
山
の
山
間
で
、

自
然
食
品
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
か
や
の
や

茅
乃
舎
」を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、グ
ル
ー
プ
の
農
業
生
産
法
人

「
有
限
会
社 

び
で
ん
美
田
」の
農
園
で
栽
培
し

た
旬
の
食
材
を
用
い
る
等
、徹
底
的
に

質
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、今
や
週
末
の

予
約
は
１
ヵ
月
待
ち
の
人
気
店
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
現
在
は
、そ
の「
茅
乃

舎
」の
味
を
ご
家
庭
で
も
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、と
の
思
い
を
込
め

て「
茅
乃
舎
だ
し
」等
の
調
味
料
販
売

に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、「
モ
ノ
言
わ
ぬ
モ
ノ
に 

モ
ノ
言
わ
す 

モ
ノ
づ
く
り
」と
い
う
信

念
の
下
、本
当
に
美
味
し
い
モ
ノ（
商

品
）を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
信
念
は
、

本
物
の
良
い
モ
ノ
は
自
ず
と
口
コ
ミ
で

広
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、我
が
社

で
は
作
り
手
の
顔
と
心
が
見
え
る
素

材
を
使
い
、優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
信

頼
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
、と
い

う
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。た
と
え
作

る
の
に
手
間
が
か
か
っ
て
も
、人
の
心

と
手
間
を
か
け
た
、本
当
に
美
味
し
い

も
の
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
。ま
た
、そ

の
商
品
に
よ
っ
て
感
動
し
て
頂
け
た
と

し
た
ら
、こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
創
業
1
2
0
年
を
迎
え
た
我
が
社

で
は
、創
業
2
0
0
年
に
向
け
て
、会

社
を「
永
続
」さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
為
、私
が
経

営
判
断
を
す
る
上
で
最
も
大
事
に
し
て

い
る
基
準
は
、安
定
し
た
成
長
に
つ
な

「
し
ょ
ぼ
う
あ
ん

椒
房
庵
」と
い
う
特
徴
の
あ
る
も
の

に
し
ま
し
た
。当
初
は
知
名
度
不
足
や

原
材
料
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
苦
戦

し
、９
年
間
赤
字
が
続
き
ま
し
た
が
、

素
材
の
良
さ
と
、利
益
率
が
高
い「
直

販
」に
こ
だ
わ
る
販
売
戦
略
が
奏
功

し
、10
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
黒
字
と

な
り
、現
在
で
は
我
が
社
の
事
業
の
柱

に
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
開
発
し
た
の
が
、ス
ー

パ
ー
を
経
営
す
る
友
人
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た「
久
原
醤
油（
旧
く
ば

ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」の「
キ
ャ
ベ
ツ

の
う
ま
た
れ
」で
す
。福
岡
の
焼
鳥
屋

で
は
、そ
の
店
独
自
の「
た
れ
」が
か

か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
お
皿
に
盛
ら
れ
、そ

の
上
に
焼
鳥
が
提
供
さ
れ
る
の
が
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。一
般
家
庭
で
も
、そ
の

「
た
れ
」が
か
か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
楽
し

め
た
ら
、と
い
う
発
想
が
こ
の
商
品
の

出
発
点
で
す
。私
自
身
、本
当
に
売
れ

る
の
か
首
を
傾
げ
な
が
ら
作
っ
た
の
で

す
が
、販
売
当
初
か
ら
予
想
以
上
の

ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
、こ
ち
ら
も
現
在
で

は
主
力
商
品
の
１
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　
前
述
の「
餃
子
の
た
れ
」の
O
E
M

受
注
を
き
っ
か
け
に
、我
が
社
の
業
績

も
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
他
社
食
品

メ
ー
カ
ー
の「
た
れ
」も
O
E
M
で
引

き
受
け
る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
の
成

長
の
土
台
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
し
、成
長
の
一
方
で
、危
機
感

も
感
じ
て
い
ま
し
た
。O
E
M
は
、受

注
先
と
の
契
約
が
途
切
れ
て
し
ま
え

ば
売
上
は
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
れ
を

補
う
の
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に

着
手
し
、た
れ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開

発
等
、様
々
な
商
品
で
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
、辿
り
着
い
た
の
が「
辛
子
明
太

子
」で
し
た
。我
が
社
は
辛
子
明
太
子

業
界
で
は
最
後
発
で
し
た
の
で
、事
業

を
立
ち
上
げ
る
際
に
、先
行
企
業
と
の

差
別
化
を
図
る
為
に
、北
海
道
産
の
高

品
質
な
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
卵
を
使
用
す

る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、ブ
ラ
ン
ド
名
を

餃
子
の
た
れ
づ
く
り
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
進
化

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
の

商
品
開
発
が
次
々
に
成
功

▲人気商品「茅乃舎だし」「煮干しだし」「野菜だし」▲主力商品「椒房庵」の辛子明太子▲ヒット商品「キャベツのうまたれ」 ▲十穀鍋▲十穀土鍋▲レストラン「茅乃舎」ホール

▲椒房庵久山本店　見学風景 ▲レストラン「茅乃舎」▲ごはん家 椒房庵 ▲調味料販売店「茅乃舎 東京ミッドタウン店」

区
六
本
木
）は
、お
か
げ
様
で
大
変
好

調
で
す
。今
年
は
既
に
名
古
屋
、大

阪
、札
幌
、横
浜
に
新
規
出
店
い
た
し

ま
し
た
。

 

ま
た
、将
来
的
に
は
海
外
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
、世
界
中
で

日
本
食
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

そ
の
味
を
支
え
る
調
味
料
は
ま
だ
ま

だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。日
本
の
食

文
化
が
も
た
ら
す
感
動
を
世
界
の

人
々
に
伝
え
る
為
、我
が
社
の
強
み
で

あ
る
調
味
料
の
直
売
店「
茅
乃
舎
」を

世
界
中
に
展
開
し
た
い
、と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
ま
す
。
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ば
せ
な
い
」と
考
え
、他
の
拡
販
方
法

を
思
案
し
ま
し
た
。そ
こ
で
思
い
つ
い

た
の
が
、「
た
れ
」を
O
E
M（
※
１
）で

製
造
す
る
こ
と
で
し
た
。当
時
か
ら
お

付
き
合
い
が
あ
り
、業
績
を
拡
大
さ
せ

て
い
た
餃
子
メ
ー
カ
ー
の
八
洋
食
品

株
式
会
社
様
に
、「
餃
子
の
た
れ
を
作

ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」と
お
願
い
に

伺
い
ま
し
た
。私
は
、営
業
の「
え
」の

字
も
分
か
ら
な
い
人
間
で
し
た
が
意

気
込
み
だ
け
は
持
っ
て
お
り
、同
社
の

先
代
の
川
添
社
長
の「
お
前
、や
る
気

は
あ
る
の
か
」と
の
問
い
か
け
に
、威

勢
良
く「
や
る
気
は
あ
り
ま
す
！
」と

答
え
ま
し
た
。そ
の
覚
悟
が
通
じ
た
の

か
、「
た
れ
」の
製
造
を
我
が
社
に
任

せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今

考
え
る
と
、こ
の
時
が
我
が
社
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
下
さ
っ

た
川
添
社
長
に
は
、心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

（
※
１
）他
社
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
製
造
す
る
こ
と

　
我
が
社
は
、福
岡
県
く
ば
ら
む
ら

久
原
村（
現

ひ
さ
や
ま
ま
ち

久
山
町
）の
初
代
村
長
で
あ
っ
た
私
の

曽
祖
父・河
邉
と
う
す
け

東
介
が
、1
8
9
3
年

（
明
治
26
年
）、醤
油
を
製
造
す
る「
久

原
醤
油
」を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。私
は
醤
油
屋
の
未
来
を
悲
観

的
に
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、事
業
を

継
ぐ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、３
代
目
で
あ
る
父
・
龍
二
は
私
に
、

「
事
業
を
継
ぐ
よ
う
に
」と
言
っ
て
譲

ら
ず
、最
後
に
は
私
が
折
れ
、４
代
目

と
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。私
が

事
業
を
継
い
だ
時
は
、従
業
員
６
名
、

年
商
6
，3
0
0
万
円
ほ
ど
の
小
さ
な

醤
油
屋
で
し
た
。

　
私
は
、「
事
業
を
継
い
だ
か
ら
に
は
、

何
と
か
会
社
を
大
き
く
し
た
い
」と

思
い
、精
力
的
に
営
業
に
出
向
い
て
醤

油
の
拡
販
を
試
み
ま
し
た
。し
か
し
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
低
価
格
路
線
に
対

抗
す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
普
通
に
醤

油
を
売
り
歩
い
て
い
て
も
業
績
は
伸

が
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、売
上
を
一
気

に
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な
急
成
長
よ
り

も
、堅
実
な
成
長
の
方
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
、障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
募
集
し

た
絵
画
を
デ
ザ
イ
ン
し
た「
や
さ
し
さ

を
運
ぶ
段
ボ
ー
ル
箱
」に
商
品
を
詰
め

て
お
客
様
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
元
久
山
町
と
の
協
力
に
よ
り
、子
供

達
の
海
外
留
学
支
援
の
他
、だ
し
講
座

や
野
菜
収
穫
と
い
っ
た
体
験
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

く
一
方
で
、事
業
活
動
に
お
い
て
も
着

実
な
成
長
を
目
指
し
て
お
り
、現
在
は

調
味
料
販
売
店「
茅
乃
舎
」の
店
舗

展
開
に
注
力
し
て
い
ま
す
。2
0
1
0

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
茅
乃
舎 

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
店
」（
東
京
都
港

　
更
に
、安
心・
安
全
な
無
添
加
食
品

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
手
掛
け
ま
し

た
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
べ
く
、

蛍
の
飛
び
交
う
地
元
久
山
の
山
間
で
、

自
然
食
品
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
か
や
の
や

茅
乃
舎
」を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、グ
ル
ー
プ
の
農
業
生
産
法
人

「
有
限
会
社 

び
で
ん
美
田
」の
農
園
で
栽
培
し

た
旬
の
食
材
を
用
い
る
等
、徹
底
的
に

質
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、今
や
週
末
の

予
約
は
１
ヵ
月
待
ち
の
人
気
店
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
現
在
は
、そ
の「
茅
乃

舎
」の
味
を
ご
家
庭
で
も
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、と
の
思
い
を
込
め

て「
茅
乃
舎
だ
し
」等
の
調
味
料
販
売

に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、「
モ
ノ
言
わ
ぬ
モ
ノ
に 

モ
ノ
言
わ
す 

モ
ノ
づ
く
り
」と
い
う
信

念
の
下
、本
当
に
美
味
し
い
モ
ノ（
商

品
）を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
信
念
は
、

本
物
の
良
い
モ
ノ
は
自
ず
と
口
コ
ミ
で

広
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、我
が
社

で
は
作
り
手
の
顔
と
心
が
見
え
る
素

材
を
使
い
、優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
信

頼
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
、と
い

う
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。た
と
え
作

る
の
に
手
間
が
か
か
っ
て
も
、人
の
心

と
手
間
を
か
け
た
、本
当
に
美
味
し
い

も
の
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
。ま
た
、そ

の
商
品
に
よ
っ
て
感
動
し
て
頂
け
た
と

し
た
ら
、こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
創
業
1
2
0
年
を
迎
え
た
我
が
社

で
は
、創
業
2
0
0
年
に
向
け
て
、会

社
を「
永
続
」さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
為
、私
が
経

営
判
断
を
す
る
上
で
最
も
大
事
に
し
て

い
る
基
準
は
、安
定
し
た
成
長
に
つ
な

「
し
ょ
ぼ
う
あ
ん

椒
房
庵
」と
い
う
特
徴
の
あ
る
も
の

に
し
ま
し
た
。当
初
は
知
名
度
不
足
や

原
材
料
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
苦
戦

し
、９
年
間
赤
字
が
続
き
ま
し
た
が
、

素
材
の
良
さ
と
、利
益
率
が
高
い「
直

販
」に
こ
だ
わ
る
販
売
戦
略
が
奏
功

し
、10
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
黒
字
と

な
り
、現
在
で
は
我
が
社
の
事
業
の
柱

に
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
開
発
し
た
の
が
、ス
ー

パ
ー
を
経
営
す
る
友
人
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た「
久
原
醤
油（
旧
く
ば

ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」の「
キ
ャ
ベ
ツ

の
う
ま
た
れ
」で
す
。福
岡
の
焼
鳥
屋

で
は
、そ
の
店
独
自
の「
た
れ
」が
か

か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
お
皿
に
盛
ら
れ
、そ

の
上
に
焼
鳥
が
提
供
さ
れ
る
の
が
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。一
般
家
庭
で
も
、そ
の

「
た
れ
」が
か
か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
楽
し

め
た
ら
、と
い
う
発
想
が
こ
の
商
品
の

出
発
点
で
す
。私
自
身
、本
当
に
売
れ

る
の
か
首
を
傾
げ
な
が
ら
作
っ
た
の
で

す
が
、販
売
当
初
か
ら
予
想
以
上
の

ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
、こ
ち
ら
も
現
在
で

は
主
力
商
品
の
１
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　
前
述
の「
餃
子
の
た
れ
」の
O
E
M

受
注
を
き
っ
か
け
に
、我
が
社
の
業
績

も
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
他
社
食
品

メ
ー
カ
ー
の「
た
れ
」も
O
E
M
で
引

き
受
け
る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
の
成

長
の
土
台
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
し
、成
長
の
一
方
で
、危
機
感

も
感
じ
て
い
ま
し
た
。O
E
M
は
、受

注
先
と
の
契
約
が
途
切
れ
て
し
ま
え

ば
売
上
は
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
れ
を

補
う
の
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に

着
手
し
、た
れ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開

発
等
、様
々
な
商
品
で
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
、辿
り
着
い
た
の
が「
辛
子
明
太

子
」で
し
た
。我
が
社
は
辛
子
明
太
子

業
界
で
は
最
後
発
で
し
た
の
で
、事
業

を
立
ち
上
げ
る
際
に
、先
行
企
業
と
の

差
別
化
を
図
る
為
に
、北
海
道
産
の
高

品
質
な
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
卵
を
使
用
す

る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、ブ
ラ
ン
ド
名
を

餃
子
の
た
れ
づ
く
り
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
進
化

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
の

商
品
開
発
が
次
々
に
成
功

▲人気商品「茅乃舎だし」「煮干しだし」「野菜だし」▲主力商品「椒房庵」の辛子明太子▲ヒット商品「キャベツのうまたれ」 ▲十穀鍋▲十穀土鍋▲レストラン「茅乃舎」ホール

▲椒房庵久山本店　見学風景 ▲レストラン「茅乃舎」▲ごはん家 椒房庵 ▲調味料販売店「茅乃舎 東京ミッドタウン店」

区
六
本
木
）は
、お
か
げ
様
で
大
変
好

調
で
す
。今
年
は
既
に
名
古
屋
、大

阪
、札
幌
、横
浜
に
新
規
出
店
い
た
し

ま
し
た
。

 

ま
た
、将
来
的
に
は
海
外
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
、世
界
中
で

日
本
食
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

そ
の
味
を
支
え
る
調
味
料
は
ま
だ
ま

だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。日
本
の
食

文
化
が
も
た
ら
す
感
動
を
世
界
の

人
々
に
伝
え
る
為
、我
が
社
の
強
み
で

あ
る
調
味
料
の
直
売
店「
茅
乃
舎
」を

世
界
中
に
展
開
し
た
い
、と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
ま
す
。
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◎インタビューを終えて

株式会社 久原本家食品

ば
せ
な
い
」と
考
え
、他
の
拡
販
方
法

を
思
案
し
ま
し
た
。そ
こ
で
思
い
つ
い

た
の
が
、「
た
れ
」を
O
E
M（
※
１
）で

製
造
す
る
こ
と
で
し
た
。当
時
か
ら
お

付
き
合
い
が
あ
り
、業
績
を
拡
大
さ
せ

て
い
た
餃
子
メ
ー
カ
ー
の
八
洋
食
品

株
式
会
社
様
に
、「
餃
子
の
た
れ
を
作

ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」と
お
願
い
に

伺
い
ま
し
た
。私
は
、営
業
の「
え
」の

字
も
分
か
ら
な
い
人
間
で
し
た
が
意

気
込
み
だ
け
は
持
っ
て
お
り
、同
社
の

先
代
の
川
添
社
長
の「
お
前
、や
る
気

は
あ
る
の
か
」と
の
問
い
か
け
に
、威

勢
良
く「
や
る
気
は
あ
り
ま
す
！
」と

答
え
ま
し
た
。そ
の
覚
悟
が
通
じ
た
の

か
、「
た
れ
」の
製
造
を
我
が
社
に
任

せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今

考
え
る
と
、こ
の
時
が
我
が
社
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
下
さ
っ

た
川
添
社
長
に
は
、心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

（
※
１
）他
社
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
製
造
す
る
こ
と

　
我
が
社
は
、福
岡
県

く
ば
ら
む
ら

久
原
村（
現

ひ
さ
や
ま
ま
ち

久
山
町
）の
初
代
村
長
で
あ
っ
た
私
の

曽
祖
父・河
邉
と
う
す
け

東
介
が
、1
8
9
3
年

（
明
治
26
年
）、醤
油
を
製
造
す
る「
久

原
醤
油
」を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。私
は
醤
油
屋
の
未
来
を
悲
観

的
に
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、事
業
を

継
ぐ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、３
代
目
で
あ
る
父
・
龍
二
は
私
に
、

「
事
業
を
継
ぐ
よ
う
に
」と
言
っ
て
譲

ら
ず
、最
後
に
は
私
が
折
れ
、４
代
目

と
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。私
が

事
業
を
継
い
だ
時
は
、従
業
員
６
名
、

年
商
6
，3
0
0
万
円
ほ
ど
の
小
さ
な

醤
油
屋
で
し
た
。

　
私
は
、「
事
業
を
継
い
だ
か
ら
に
は
、

何
と
か
会
社
を
大
き
く
し
た
い
」と

思
い
、精
力
的
に
営
業
に
出
向
い
て
醤

油
の
拡
販
を
試
み
ま
し
た
。し
か
し
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
低
価
格
路
線
に
対

抗
す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
普
通
に
醤

油
を
売
り
歩
い
て
い
て
も
業
績
は
伸

が
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、売
上
を
一
気

に
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な
急
成
長
よ
り

も
、堅
実
な
成
長
の
方
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
、障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
募
集
し

た
絵
画
を
デ
ザ
イ
ン
し
た「
や
さ
し
さ

を
運
ぶ
段
ボ
ー
ル
箱
」に
商
品
を
詰
め

て
お
客
様
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
元
久
山
町
と
の
協
力
に
よ
り
、子
供

達
の
海
外
留
学
支
援
の
他
、だ
し
講
座

や
野
菜
収
穫
と
い
っ
た
体
験
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

く
一
方
で
、事
業
活
動
に
お
い
て
も
着

実
な
成
長
を
目
指
し
て
お
り
、現
在
は

調
味
料
販
売
店「
茅
乃
舎
」の
店
舗

展
開
に
注
力
し
て
い
ま
す
。2
0
1
0

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
茅
乃
舎 

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
店
」（
東
京
都
港

　
更
に
、安
心・
安
全
な
無
添
加
食
品

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
手
掛
け
ま
し

た
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
べ
く
、

蛍
の
飛
び
交
う
地
元
久
山
の
山
間
で
、

自
然
食
品
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
か
や
の
や

茅
乃
舎
」を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、グ
ル
ー
プ
の
農
業
生
産
法
人

「
有
限
会
社 

び
で
ん

美
田
」の
農
園
で
栽
培
し

た
旬
の
食
材
を
用
い
る
等
、徹
底
的
に

質
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、今
や
週
末
の

予
約
は
１
ヵ
月
待
ち
の
人
気
店
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
現
在
は
、そ
の「
茅
乃

舎
」の
味
を
ご
家
庭
で
も
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、と
の
思
い
を
込
め

て「
茅
乃
舎
だ
し
」等
の
調
味
料
販
売

に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、「
モ
ノ
言
わ
ぬ
モ
ノ
に 

モ
ノ
言
わ
す 

モ
ノ
づ
く
り
」と
い
う
信

念
の
下
、本
当
に
美
味
し
い
モ
ノ（
商

品
）を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
信
念
は
、

本
物
の
良
い
モ
ノ
は
自
ず
と
口
コ
ミ
で

広
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、我
が
社

で
は
作
り
手
の
顔
と
心
が
見
え
る
素

材
を
使
い
、優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
信

頼
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
、と
い

う
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。た
と
え
作

る
の
に
手
間
が
か
か
っ
て
も
、人
の
心

と
手
間
を
か
け
た
、本
当
に
美
味
し
い

も
の
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
。ま
た
、そ

の
商
品
に
よ
っ
て
感
動
し
て
頂
け
た
と

し
た
ら
、こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
創
業
1
2
0
年
を
迎
え
た
我
が
社

で
は
、創
業
2
0
0
年
に
向
け
て
、会

社
を「
永
続
」さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
為
、私
が
経

営
判
断
を
す
る
上
で
最
も
大
事
に
し
て

い
る
基
準
は
、安
定
し
た
成
長
に
つ
な

「
し
ょ
ぼ
う
あ
ん

椒
房
庵
」と
い
う
特
徴
の
あ
る
も
の

に
し
ま
し
た
。当
初
は
知
名
度
不
足
や

原
材
料
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
苦
戦

し
、９
年
間
赤
字
が
続
き
ま
し
た
が
、

素
材
の
良
さ
と
、利
益
率
が
高
い「
直

販
」に
こ
だ
わ
る
販
売
戦
略
が
奏
功

し
、10
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
黒
字
と

な
り
、現
在
で
は
我
が
社
の
事
業
の
柱

に
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
開
発
し
た
の
が
、ス
ー

パ
ー
を
経
営
す
る
友
人
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た「
久
原
醤
油（
旧
く
ば

ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」の「
キ
ャ
ベ
ツ

の
う
ま
た
れ
」で
す
。福
岡
の
焼
鳥
屋

で
は
、そ
の
店
独
自
の「
た
れ
」が
か

か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
お
皿
に
盛
ら
れ
、そ

の
上
に
焼
鳥
が
提
供
さ
れ
る
の
が
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。一
般
家
庭
で
も
、そ
の

「
た
れ
」が
か
か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
楽
し

め
た
ら
、と
い
う
発
想
が
こ
の
商
品
の

出
発
点
で
す
。私
自
身
、本
当
に
売
れ

る
の
か
首
を
傾
げ
な
が
ら
作
っ
た
の
で

す
が
、販
売
当
初
か
ら
予
想
以
上
の

ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
、こ
ち
ら
も
現
在
で

は
主
力
商
品
の
１
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　
前
述
の「
餃
子
の
た
れ
」の
O
E
M

受
注
を
き
っ
か
け
に
、我
が
社
の
業
績

も
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
他
社
食
品

メ
ー
カ
ー
の「
た
れ
」も
O
E
M
で
引

き
受
け
る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
の
成

長
の
土
台
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
し
、成
長
の
一
方
で
、危
機
感

も
感
じ
て
い
ま
し
た
。O
E
M
は
、受

注
先
と
の
契
約
が
途
切
れ
て
し
ま
え

ば
売
上
は
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
れ
を

補
う
の
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に

着
手
し
、た
れ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開

発
等
、様
々
な
商
品
で
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
、辿
り
着
い
た
の
が「
辛
子
明
太

子
」で
し
た
。我
が
社
は
辛
子
明
太
子

業
界
で
は
最
後
発
で
し
た
の
で
、事
業

を
立
ち
上
げ
る
際
に
、先
行
企
業
と
の

差
別
化
を
図
る
為
に
、北
海
道
産
の
高

品
質
な
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
卵
を
使
用
す

る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、ブ
ラ
ン
ド
名
を

　河邉社長の「本当に美味しいものを味わって頂き、そして感動して頂きたい」
というモノづくりの基本を一途に貫く姿勢に御社飛躍の源泉を感じました。
　創業以来、地域に根ざし堅実に歩みながら、「椒房庵」や「茅乃舎」をはじめと
する自社ブランドの開発等により、今日では九州を代表する総合食品メーカー
へと成長されています。
　今後も、質の高い商品を、多くのご愛用者の食卓に届けられ、益々発展され
ることを期待致します。

▲本社工場▲やさしさを運ぶ段ボール箱 ▲久原醸造工場

▲河邉社長

〝
永
続
〞を
目
指
し
て

実
践
す
る
本
物
づ
く
り

社
会
貢
献
に
努
め
な
が
ら

日
本
各
地
そ
し
て
海
外
で
の

店
舗
展
開
を
推
進

▲左から髙倉工場長、河邉社長、谷頭取、増田支店長（福岡銀行） 

区
六
本
木
）は
、お
か
げ
様
で
大
変
好

調
で
す
。今
年
は
既
に
名
古
屋
、大

阪
、札
幌
、横
浜
に
新
規
出
店
い
た
し

ま
し
た
。

 

ま
た
、将
来
的
に
は
海
外
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
、世
界
中
で

日
本
食
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

そ
の
味
を
支
え
る
調
味
料
は
ま
だ
ま

だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。日
本
の
食

文
化
が
も
た
ら
す
感
動
を
世
界
の

人
々
に
伝
え
る
為
、我
が
社
の
強
み
で

あ
る
調
味
料
の
直
売
店「
茅
乃
舎
」を

世
界
中
に
展
開
し
た
い
、と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
ま
す
。

10FFG MONTHLY SURVEY Vol.62



福岡銀行
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◎インタビューを終えて

株式会社 久原本家食品

ば
せ
な
い
」と
考
え
、他
の
拡
販
方
法

を
思
案
し
ま
し
た
。そ
こ
で
思
い
つ
い

た
の
が
、「
た
れ
」を
O
E
M（
※
１
）で

製
造
す
る
こ
と
で
し
た
。当
時
か
ら
お

付
き
合
い
が
あ
り
、業
績
を
拡
大
さ
せ

て
い
た
餃
子
メ
ー
カ
ー
の
八
洋
食
品

株
式
会
社
様
に
、「
餃
子
の
た
れ
を
作

ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」と
お
願
い
に

伺
い
ま
し
た
。私
は
、営
業
の「
え
」の

字
も
分
か
ら
な
い
人
間
で
し
た
が
意

気
込
み
だ
け
は
持
っ
て
お
り
、同
社
の

先
代
の
川
添
社
長
の「
お
前
、や
る
気

は
あ
る
の
か
」と
の
問
い
か
け
に
、威

勢
良
く「
や
る
気
は
あ
り
ま
す
！
」と

答
え
ま
し
た
。そ
の
覚
悟
が
通
じ
た
の

か
、「
た
れ
」の
製
造
を
我
が
社
に
任

せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今

考
え
る
と
、こ
の
時
が
我
が
社
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
下
さ
っ

た
川
添
社
長
に
は
、心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

（
※
１
）他
社
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
製
造
す
る
こ
と

　
我
が
社
は
、福
岡
県

く
ば
ら
む
ら

久
原
村（
現

ひ
さ
や
ま
ま
ち

久
山
町
）の
初
代
村
長
で
あ
っ
た
私
の

曽
祖
父・河
邉
と
う
す
け

東
介
が
、1
8
9
3
年

（
明
治
26
年
）、醤
油
を
製
造
す
る「
久

原
醤
油
」を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。私
は
醤
油
屋
の
未
来
を
悲
観

的
に
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、事
業
を

継
ぐ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、３
代
目
で
あ
る
父
・
龍
二
は
私
に
、

「
事
業
を
継
ぐ
よ
う
に
」と
言
っ
て
譲

ら
ず
、最
後
に
は
私
が
折
れ
、４
代
目

と
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。私
が

事
業
を
継
い
だ
時
は
、従
業
員
６
名
、

年
商
6
，3
0
0
万
円
ほ
ど
の
小
さ
な

醤
油
屋
で
し
た
。

　
私
は
、「
事
業
を
継
い
だ
か
ら
に
は
、

何
と
か
会
社
を
大
き
く
し
た
い
」と

思
い
、精
力
的
に
営
業
に
出
向
い
て
醤

油
の
拡
販
を
試
み
ま
し
た
。し
か
し
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
低
価
格
路
線
に
対

抗
す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
普
通
に
醤

油
を
売
り
歩
い
て
い
て
も
業
績
は
伸

が
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、売
上
を
一
気

に
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な
急
成
長
よ
り

も
、堅
実
な
成
長
の
方
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
、障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
募
集
し

た
絵
画
を
デ
ザ
イ
ン
し
た「
や
さ
し
さ

を
運
ぶ
段
ボ
ー
ル
箱
」に
商
品
を
詰
め

て
お
客
様
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
元
久
山
町
と
の
協
力
に
よ
り
、子
供

達
の
海
外
留
学
支
援
の
他
、だ
し
講
座

や
野
菜
収
穫
と
い
っ
た
体
験
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

く
一
方
で
、事
業
活
動
に
お
い
て
も
着

実
な
成
長
を
目
指
し
て
お
り
、現
在
は

調
味
料
販
売
店「
茅
乃
舎
」の
店
舗

展
開
に
注
力
し
て
い
ま
す
。2
0
1
0

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
茅
乃
舎 

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
店
」（
東
京
都
港

　
更
に
、安
心・
安
全
な
無
添
加
食
品

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
手
掛
け
ま
し

た
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
べ
く
、

蛍
の
飛
び
交
う
地
元
久
山
の
山
間
で
、

自
然
食
品
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
か
や
の
や

茅
乃
舎
」を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、グ
ル
ー
プ
の
農
業
生
産
法
人

「
有
限
会
社 

び
で
ん

美
田
」の
農
園
で
栽
培
し

た
旬
の
食
材
を
用
い
る
等
、徹
底
的
に

質
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、今
や
週
末
の

予
約
は
１
ヵ
月
待
ち
の
人
気
店
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
現
在
は
、そ
の「
茅
乃

舎
」の
味
を
ご
家
庭
で
も
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、と
の
思
い
を
込
め

て「
茅
乃
舎
だ
し
」等
の
調
味
料
販
売

に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、「
モ
ノ
言
わ
ぬ
モ
ノ
に 

モ
ノ
言
わ
す 

モ
ノ
づ
く
り
」と
い
う
信

念
の
下
、本
当
に
美
味
し
い
モ
ノ（
商

品
）を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
信
念
は
、

本
物
の
良
い
モ
ノ
は
自
ず
と
口
コ
ミ
で

広
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、我
が
社

で
は
作
り
手
の
顔
と
心
が
見
え
る
素

材
を
使
い
、優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
信

頼
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
、と
い

う
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。た
と
え
作

る
の
に
手
間
が
か
か
っ
て
も
、人
の
心

と
手
間
を
か
け
た
、本
当
に
美
味
し
い

も
の
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
。ま
た
、そ

の
商
品
に
よ
っ
て
感
動
し
て
頂
け
た
と

し
た
ら
、こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
創
業
1
2
0
年
を
迎
え
た
我
が
社

で
は
、創
業
2
0
0
年
に
向
け
て
、会

社
を「
永
続
」さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
為
、私
が
経

営
判
断
を
す
る
上
で
最
も
大
事
に
し
て

い
る
基
準
は
、安
定
し
た
成
長
に
つ
な

「
し
ょ
ぼ
う
あ
ん

椒
房
庵
」と
い
う
特
徴
の
あ
る
も
の

に
し
ま
し
た
。当
初
は
知
名
度
不
足
や

原
材
料
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
苦
戦

し
、９
年
間
赤
字
が
続
き
ま
し
た
が
、

素
材
の
良
さ
と
、利
益
率
が
高
い「
直

販
」に
こ
だ
わ
る
販
売
戦
略
が
奏
功

し
、10
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
黒
字
と

な
り
、現
在
で
は
我
が
社
の
事
業
の
柱

に
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
開
発
し
た
の
が
、ス
ー

パ
ー
を
経
営
す
る
友
人
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た「
久
原
醤
油（
旧
く
ば

ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」の「
キ
ャ
ベ
ツ

の
う
ま
た
れ
」で
す
。福
岡
の
焼
鳥
屋

で
は
、そ
の
店
独
自
の「
た
れ
」が
か

か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
お
皿
に
盛
ら
れ
、そ

の
上
に
焼
鳥
が
提
供
さ
れ
る
の
が
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。一
般
家
庭
で
も
、そ
の

「
た
れ
」が
か
か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
楽
し

め
た
ら
、と
い
う
発
想
が
こ
の
商
品
の

出
発
点
で
す
。私
自
身
、本
当
に
売
れ

る
の
か
首
を
傾
げ
な
が
ら
作
っ
た
の
で

す
が
、販
売
当
初
か
ら
予
想
以
上
の

ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
、こ
ち
ら
も
現
在
で

は
主
力
商
品
の
１
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　
前
述
の「
餃
子
の
た
れ
」の
O
E
M

受
注
を
き
っ
か
け
に
、我
が
社
の
業
績

も
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
他
社
食
品

メ
ー
カ
ー
の「
た
れ
」も
O
E
M
で
引

き
受
け
る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
の
成

長
の
土
台
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
し
、成
長
の
一
方
で
、危
機
感

も
感
じ
て
い
ま
し
た
。O
E
M
は
、受

注
先
と
の
契
約
が
途
切
れ
て
し
ま
え

ば
売
上
は
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
れ
を

補
う
の
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に

着
手
し
、た
れ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開

発
等
、様
々
な
商
品
で
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
、辿
り
着
い
た
の
が「
辛
子
明
太

子
」で
し
た
。我
が
社
は
辛
子
明
太
子

業
界
で
は
最
後
発
で
し
た
の
で
、事
業

を
立
ち
上
げ
る
際
に
、先
行
企
業
と
の

差
別
化
を
図
る
為
に
、北
海
道
産
の
高

品
質
な
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
卵
を
使
用
す

る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、ブ
ラ
ン
ド
名
を

　河邉社長の「本当に美味しいものを味わって頂き、そして感動して頂きたい」
というモノづくりの基本を一途に貫く姿勢に御社飛躍の源泉を感じました。
　創業以来、地域に根ざし堅実に歩みながら、「椒房庵」や「茅乃舎」をはじめと
する自社ブランドの開発等により、今日では九州を代表する総合食品メーカー
へと成長されています。
　今後も、質の高い商品を、多くのご愛用者の食卓に届けられ、益々発展され
ることを期待致します。

▲本社工場▲やさしさを運ぶ段ボール箱 ▲久原醸造工場

▲河邉社長

〝
永
続
〞を
目
指
し
て

実
践
す
る
本
物
づ
く
り

社
会
貢
献
に
努
め
な
が
ら

日
本
各
地
そ
し
て
海
外
で
の

店
舗
展
開
を
推
進

▲左から髙倉工場長、河邉社長、谷頭取、増田支店長（福岡銀行） 

区
六
本
木
）は
、お
か
げ
様
で
大
変
好

調
で
す
。今
年
は
既
に
名
古
屋
、大

阪
、札
幌
、横
浜
に
新
規
出
店
い
た
し

ま
し
た
。

 

ま
た
、将
来
的
に
は
海
外
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
、世
界
中
で

日
本
食
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

そ
の
味
を
支
え
る
調
味
料
は
ま
だ
ま

だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。日
本
の
食

文
化
が
も
た
ら
す
感
動
を
世
界
の

人
々
に
伝
え
る
為
、我
が
社
の
強
み
で

あ
る
調
味
料
の
直
売
店「
茅
乃
舎
」を

世
界
中
に
展
開
し
た
い
、と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
ま
す
。
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▲左から嶋田校長、要名本社長、林頭取、近藤支店長（熊本銀行）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

八
代
支
店

有限会社 八代ドライビングスクール

よ
　
な
　
も
　
と

要
名
本 

義
博
氏

有
限
会
社

八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

代
表
取
締
役
社
長

〝
よ
し
！
大
丈
夫
〞の
理
念
を
具
現
化
す
る

運
転
免
許
の

ワ
ン
ス
トッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
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に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
た

め
、現
在
の
八
代
市
平
山
新
町
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
転
し
た

当
時
は
営
業
面
で
相
当
の
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、77
年（
昭
和
52
年
）に「
有

限
会
社 

八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」に
社
名
を
変
更
。徐
々
に
教
習
車

種
を
増
や
し
、2
0
0
3
年（
平
成
15

年
）に
大
型
第
２
種
運
転
免
許
の
教

習
を
開
始
し
、県
内
唯
一
の「
全
車
種

教
習
校
」と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
我
が
校
で
は
、「
全
車
種
教
習

校
」と
い
う
強
み
を
活
か
し
、地
元
の

旅
客
運
送
業
者
様
と
提
携
し
て
、提

携
業
者
様
の
従
業
員
に
２
種
免
許（
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
等
、旅
客
運
送
の
た
め

に
必
要
な
免
許
）の
教
習
を
行
う
と
同

時
に
、サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
と
し
て
の

心
構
え
を
指
南
し
て
い
く
こ
と
で
、プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
養
成
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、創
業
以
来
多
く
の
教

習
生
に
我
が
校
を
選
ん
で
頂
き
、現
在

は
年
間
約
1
，3
0
0
人
の
教
習
生
が

　
我
が
校
の
歴
史
は
、1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）に
、私
の
祖
父
が「
八
代

自
動
車
練
習
所
」を
創
業
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。当
時
は
日
本
が
高
度

経
済
成
長
の
入
口
に
差
し
掛
か
っ
た
頃

で
、来
た
る
べ
き
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

時
代
を
見
据
え
て
の
創
業
で
し
た
。そ

の
後
、60
年（
昭
和
35
年
）に「
有
限
会

社 

八
代
自
動
車
専
門
学
校
」と
し
て

法
人
化
、62
年（
昭
和
37
年
）に
は
熊

本
県
内
で
２
校
目
と
い
う
早
さ
で
、県

公
安
委
員
会
よ
り「
指
定
自
動
車
教

習
所
」（
運
転
免
許
を
取
得
す
る
際
の

技
能
試
験
と
学
科
試
験
の
う
ち
、卒

業
生
の
技
能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
教

習
所
）の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
創
設
当
時
は
八
代
駅
前
と
い
う
好

立
地
で
、順
調
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、国
道
３
号
線
の
整
備
に
伴
う

土
地
収
用
の
対
象
と
な
り
、65
年（
昭

和
40
年
）に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま

し
た
。移
転
場
所
を
八
代
市
中
心
部

習
コ
ー
ス
を
フ
ル
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

映
像
を
使
用
し
て
の
教
習
は
大
変
分

か
り
や
す
い
と
ご
好
評
を
頂
い
て
お

り
、ま
た
、教
習
の
進
捗
状
況
等
の
申

し
送
り
事
項
を
シ
ス
テ
ム
上
で
共
有

出
来
る
た
め
、指
導
員
間
の
引
継
ぎ
が

も
れ
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、一
貫

性
の
あ
る
指
導
に
も
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
者
専
用
教
習
車
を
１

台
導
入
し
、障
が
い
者
の
免
許
取
得
を

支
援
し
て
い
ま
す
。今
日
ま
で
我
が
校

か
ら
約
30
名
の
方
が
卒
業
さ
れ
て
い

ま
す
が
、障
が
い
者
専
用
車
両
を
導
入

し
て
い
る
教
習
所
は
殆
ど
無
い
た
め
、

要
請
が
あ
れ
ば
他
校
に
も
貸
し
出
し
、

少
し
で
も
社
会
進
出
の
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、指
導
員
・
検
定
員〔
終

了
検
定（
い
わ
ゆ
る
仮
免
許
試
験
）や

卒
業
検
定
を
実
施
す
る
担
当
者
〕の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
長
年
注
力
し
て
お

り
、そ
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
ん
で

い
ま
す
。指
導
員
・
検
定
員
が
毎
年
受

講
す
る
必
要
が
あ
る「
法
定
講
習
」に

ム
協
定
」を
締
結
し
、毎
月
２
回
、公

道
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
と
し
て
は
、地
元
企
業
や
幼
稚

園
・
保
育
所
、高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
講
座
を
は
じ
め
と
す
る

け
い
も
う

啓
蒙
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、災
害
発
生
に
備
え
、「
八
代

市
災
害
時
協
力
事
業
所
」へ
の
登
録
も

行
い
、地
域
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ

り
、今
年
５
月
に
、「
八
代
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」で
八
代
商

工
会
議
所
会
頭
賞（
２
位
）と
い
う
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
域
に
根
ざ
し
、数
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
我

が
校
。質
の
高
い
教
習
に
よ
る「
生
涯

無
事
故
無
違
反
の
・
　 

・
初
心
運
転
者
」の

育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、運
転
免
許

の
取
得
時
以
外
に
も
ご
活
用
頂
け
る

「
地
域
に
開
か
れ
た
自
動
車
学
校
」と

し
て
、ま
た「
地
域
の
交
通
安
全
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動

を
行
い
、地
域
に
貢
献
し
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

お
い
て
、教
習
所
別
の
総
合
成
績
は
直

近
６
年
間
、県
内
２
位
以
上
を
維
持

し
て
お
り
、昨
年
度
に
は
指
導
員
と
検

定
員
の
両
部
門
で
同
時
に
１
位
と
な

る
、県
内
初
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。更
に
、今
年
に
な
っ
て
、「
九
州
管

区
警
察
局
長
賞
」（
九
州
1
8
7
校
中

４
校
の
教
習
所
を
表
彰
）を
受
賞
し
ま

し
た
。職
員
が
き
た
ん
忌
憚
な
く
意
見
を
出

し
合
い
、疑
問
点
を
放
置
せ
ず
周
囲
と

共
有
し
て
い
る
こ
と
や
、毎
朝
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
る
勉
強
会
に
よ
る
知
識
の

向
上
等
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
校
で
は
社
会
貢
献
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。職
員
は
、「
道
路

を
使
っ
て
教
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、少
し
で
も
綺
麗
に
す
る

の
は
当
た
り
前
」と
、自
発
的
に
道
路

清
掃
活
動
を
始
め
、現
在
は
九
州
地

方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト・プ
ロ
グ
ラ

を
ゼ
ロ
か
ら
構
築
し
ま
し
た
。前
例
の

無
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
は
多
大
な
労

力
を
要
し
ま
し
た
が
、現
在
は
軌
道
に

乗
り
、多
く
の
教
習
生
か
ら
ご
好
評
を

頂
く
と
共
に
、我
が
校
の
業
績
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の

他
に
も
、設
備
面
で
は
県
内
最
大
級
の

教
習
コ
ー
ス
や
、「
モ
バ
イ
ル
教
習
シ
ス

テ
ム
」が
我
が
校
の
強
み
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
最
高
時
速
50
㎞
で
走
行
可
能
な
約

3
0
0
m
の
直
線
道
路
を
備
え
た
我

が
校
の
教
習
コ
ー
ス
は
県
内
最
大
の
面

積
を
誇
り
、ゆ
っ
た
り
と
教
習
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
し
て
、「
モ
バ

イ
ル
教
習
シ
ス
テ
ム
」と
は
、携
帯
端

末
を
使
用
し
て
映
像
を
見
せ
な
が
ら
、

運
転
の
コ
ツ
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、広
大
な
教

は
、講
習
の
予
約
を
す
る
際
に
、事
前

に
登
録
し
た
自
宅
・
学
校
・
職
場
等
の

送
迎
場
所
を
指
定
頂
く
こ
と
で
、そ
の

玄
関
先
ま
で
送
迎
バ
ス
で
お
迎
え
に
あ

が
る
仕
組
み
で
す
。こ
の
業
界
で
は
、

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」を
行
お
う
と

し
て
も
、教
習
生
の
入
校・卒
業
、教
習

予
約
の
有
無
・
時
間
帯
等
に
よ
っ
て

日
々
送
迎
ル
ー
ト
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

た
め
、運
用
が
困
難
で
、実
現
さ
せ
た

教
習
所
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、夜
道
の
一
人
歩
き
へ
の
不

安
や
、未
成
年
の
教
習
生
を
お
預
け
頂

い
て
い
る
親
御
様
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
が
、「
よ
し
！
大
丈
夫
」と
い
う
理

念
を
具
体
的
な
行
動
で
示
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
、「
完
全
自
宅
玄
関
送

迎
」を
10
年（
平
成
22
年
）に
開
始
し

ま
し
た
。当
初
は
、手
作
業
で
運
行

ル
ー
ト
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、利
用
者
の
増
加
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、一
念
発
起
し
て
、シ
ス
テ
ム
会

社
の
協
力
の
下
、「
モ
バ
イ
ル・Ｐ
Ｃ
予

約
シ
ス
テ
ム
」と
、そ
れ
に
連
動
し
た

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の
シ
ス
テ
ム

卒
業
さ
れ
、卒
業
生
の
累
計
は
約
12
万

人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
と
長
年
の
実
績
を

持
つ
我
が
校
の
経
営
理
念
は
、「
よ

し
！
大
丈
夫
」で
す
。

　
こ
れ
は
校
長
が
考
案
し
た
も
の
で
、

多
く
の
方
々
が
抱
え
る
運
転
免
許
取

得
に
あ
た
っ
て
の「
不
安
」、あ
る
い
は

取
得
後
の「
不
安
」を
払
拭
す
る
た
め

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ま
た
、運

転
免
許
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

「
八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
任

せ
れ
ば
大
丈
夫
」と
思
っ
て
頂
け
る
よ

う
な
教
習
所
を
目
指
す
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
込
め
て
お
り
、大
き
な
の
ぼ

り
等
で
、校
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
た
最
も
分

か
り
や
す
い
例
と
し
て
、「
完
全
自
宅

玄
関
送
迎
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ

「
よ
し
！
大
丈
夫
」の
理
念
の
下
、

教
習
生
の
安
心・安
全
の
た
め

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」を
実
現

有限会社 八代ドライビングスクール

▲幼児向け交通安全教室の様子

▲教習生

▲高齢者向け交通安全教習

▲職員による道路清掃活動 ▲教習車全車種 ▲身体障がい者専用教習車▲運転席からバスの大きさを体感

卒
業
生
累
計
が
約
12
万
人
に
の
ぼ
る

県
内
唯
一
の「
全
車
種
教
習
校
」

▲普通自動車免許教習車 ▲大型特殊免許教習車▲大型第二種免許教習車

飛び出し危険！！
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に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
た

め
、現
在
の
八
代
市
平
山
新
町
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
転
し
た

当
時
は
営
業
面
で
相
当
の
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、77
年（
昭
和
52
年
）に「
有

限
会
社 

八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」に
社
名
を
変
更
。徐
々
に
教
習
車

種
を
増
や
し
、2
0
0
3
年（
平
成
15

年
）に
大
型
第
２
種
運
転
免
許
の
教

習
を
開
始
し
、県
内
唯
一
の「
全
車
種

教
習
校
」と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
我
が
校
で
は
、「
全
車
種
教
習

校
」と
い
う
強
み
を
活
か
し
、地
元
の

旅
客
運
送
業
者
様
と
提
携
し
て
、提

携
業
者
様
の
従
業
員
に
２
種
免
許（
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
等
、旅
客
運
送
の
た
め

に
必
要
な
免
許
）の
教
習
を
行
う
と
同

時
に
、サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
と
し
て
の

心
構
え
を
指
南
し
て
い
く
こ
と
で
、プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
養
成
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、創
業
以
来
多
く
の
教

習
生
に
我
が
校
を
選
ん
で
頂
き
、現
在

は
年
間
約
1
，3
0
0
人
の
教
習
生
が

　
我
が
校
の
歴
史
は
、1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）に
、私
の
祖
父
が「
八
代

自
動
車
練
習
所
」を
創
業
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。当
時
は
日
本
が
高
度

経
済
成
長
の
入
口
に
差
し
掛
か
っ
た
頃

で
、来
た
る
べ
き
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

時
代
を
見
据
え
て
の
創
業
で
し
た
。そ

の
後
、60
年（
昭
和
35
年
）に「
有
限
会

社 

八
代
自
動
車
専
門
学
校
」と
し
て

法
人
化
、62
年（
昭
和
37
年
）に
は
熊

本
県
内
で
２
校
目
と
い
う
早
さ
で
、県

公
安
委
員
会
よ
り「
指
定
自
動
車
教

習
所
」（
運
転
免
許
を
取
得
す
る
際
の

技
能
試
験
と
学
科
試
験
の
う
ち
、卒

業
生
の
技
能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
教

習
所
）の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
創
設
当
時
は
八
代
駅
前
と
い
う
好

立
地
で
、順
調
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、国
道
３
号
線
の
整
備
に
伴
う

土
地
収
用
の
対
象
と
な
り
、65
年（
昭

和
40
年
）に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま

し
た
。移
転
場
所
を
八
代
市
中
心
部

習
コ
ー
ス
を
フ
ル
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

映
像
を
使
用
し
て
の
教
習
は
大
変
分

か
り
や
す
い
と
ご
好
評
を
頂
い
て
お

り
、ま
た
、教
習
の
進
捗
状
況
等
の
申

し
送
り
事
項
を
シ
ス
テ
ム
上
で
共
有

出
来
る
た
め
、指
導
員
間
の
引
継
ぎ
が

も
れ
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、一
貫

性
の
あ
る
指
導
に
も
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
者
専
用
教
習
車
を
１

台
導
入
し
、障
が
い
者
の
免
許
取
得
を

支
援
し
て
い
ま
す
。今
日
ま
で
我
が
校

か
ら
約
30
名
の
方
が
卒
業
さ
れ
て
い

ま
す
が
、障
が
い
者
専
用
車
両
を
導
入

し
て
い
る
教
習
所
は
殆
ど
無
い
た
め
、

要
請
が
あ
れ
ば
他
校
に
も
貸
し
出
し
、

少
し
で
も
社
会
進
出
の
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、指
導
員
・
検
定
員〔
終

了
検
定（
い
わ
ゆ
る
仮
免
許
試
験
）や

卒
業
検
定
を
実
施
す
る
担
当
者
〕の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
長
年
注
力
し
て
お

り
、そ
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
ん
で

い
ま
す
。指
導
員
・
検
定
員
が
毎
年
受

講
す
る
必
要
が
あ
る「
法
定
講
習
」に

ム
協
定
」を
締
結
し
、毎
月
２
回
、公

道
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
と
し
て
は
、地
元
企
業
や
幼
稚

園
・
保
育
所
、高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
講
座
を
は
じ
め
と
す
る

け
い
も
う

啓
蒙
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、災
害
発
生
に
備
え
、「
八
代

市
災
害
時
協
力
事
業
所
」へ
の
登
録
も

行
い
、地
域
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ

り
、今
年
５
月
に
、「
八
代
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」で
八
代
商

工
会
議
所
会
頭
賞（
２
位
）と
い
う
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
域
に
根
ざ
し
、数
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
我

が
校
。質
の
高
い
教
習
に
よ
る「
生
涯

無
事
故
無
違
反
の
・
　 

・
初
心
運
転
者
」の

育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、運
転
免
許

の
取
得
時
以
外
に
も
ご
活
用
頂
け
る

「
地
域
に
開
か
れ
た
自
動
車
学
校
」と

し
て
、ま
た「
地
域
の
交
通
安
全
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動

を
行
い
、地
域
に
貢
献
し
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

お
い
て
、教
習
所
別
の
総
合
成
績
は
直

近
６
年
間
、県
内
２
位
以
上
を
維
持

し
て
お
り
、昨
年
度
に
は
指
導
員
と
検

定
員
の
両
部
門
で
同
時
に
１
位
と
な

る
、県
内
初
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。更
に
、今
年
に
な
っ
て
、「
九
州
管

区
警
察
局
長
賞
」（
九
州
1
8
7
校
中

４
校
の
教
習
所
を
表
彰
）を
受
賞
し
ま

し
た
。職
員
が
き
た
ん
忌
憚
な
く
意
見
を
出

し
合
い
、疑
問
点
を
放
置
せ
ず
周
囲
と

共
有
し
て
い
る
こ
と
や
、毎
朝
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
る
勉
強
会
に
よ
る
知
識
の

向
上
等
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
校
で
は
社
会
貢
献
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。職
員
は
、「
道
路

を
使
っ
て
教
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、少
し
で
も
綺
麗
に
す
る

の
は
当
た
り
前
」と
、自
発
的
に
道
路

清
掃
活
動
を
始
め
、現
在
は
九
州
地

方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト・プ
ロ
グ
ラ

を
ゼ
ロ
か
ら
構
築
し
ま
し
た
。前
例
の

無
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
は
多
大
な
労

力
を
要
し
ま
し
た
が
、現
在
は
軌
道
に

乗
り
、多
く
の
教
習
生
か
ら
ご
好
評
を

頂
く
と
共
に
、我
が
校
の
業
績
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の

他
に
も
、設
備
面
で
は
県
内
最
大
級
の

教
習
コ
ー
ス
や
、「
モ
バ
イ
ル
教
習
シ
ス

テ
ム
」が
我
が
校
の
強
み
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
最
高
時
速
50
㎞
で
走
行
可
能
な
約

3
0
0
m
の
直
線
道
路
を
備
え
た
我

が
校
の
教
習
コ
ー
ス
は
県
内
最
大
の
面

積
を
誇
り
、ゆ
っ
た
り
と
教
習
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
し
て
、「
モ
バ

イ
ル
教
習
シ
ス
テ
ム
」と
は
、携
帯
端

末
を
使
用
し
て
映
像
を
見
せ
な
が
ら
、

運
転
の
コ
ツ
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、広
大
な
教

は
、講
習
の
予
約
を
す
る
際
に
、事
前

に
登
録
し
た
自
宅
・
学
校
・
職
場
等
の

送
迎
場
所
を
指
定
頂
く
こ
と
で
、そ
の

玄
関
先
ま
で
送
迎
バ
ス
で
お
迎
え
に
あ

が
る
仕
組
み
で
す
。こ
の
業
界
で
は
、

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」を
行
お
う
と

し
て
も
、教
習
生
の
入
校・卒
業
、教
習

予
約
の
有
無
・
時
間
帯
等
に
よ
っ
て

日
々
送
迎
ル
ー
ト
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

た
め
、運
用
が
困
難
で
、実
現
さ
せ
た

教
習
所
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、夜
道
の
一
人
歩
き
へ
の
不

安
や
、未
成
年
の
教
習
生
を
お
預
け
頂

い
て
い
る
親
御
様
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
が
、「
よ
し
！
大
丈
夫
」と
い
う
理

念
を
具
体
的
な
行
動
で
示
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
、「
完
全
自
宅
玄
関
送

迎
」を
10
年（
平
成
22
年
）に
開
始
し

ま
し
た
。当
初
は
、手
作
業
で
運
行

ル
ー
ト
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、利
用
者
の
増
加
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、一
念
発
起
し
て
、シ
ス
テ
ム
会

社
の
協
力
の
下
、「
モ
バ
イ
ル・Ｐ
Ｃ
予

約
シ
ス
テ
ム
」と
、そ
れ
に
連
動
し
た

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の
シ
ス
テ
ム

卒
業
さ
れ
、卒
業
生
の
累
計
は
約
12
万

人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
と
長
年
の
実
績
を

持
つ
我
が
校
の
経
営
理
念
は
、「
よ

し
！
大
丈
夫
」で
す
。

　
こ
れ
は
校
長
が
考
案
し
た
も
の
で
、

多
く
の
方
々
が
抱
え
る
運
転
免
許
取

得
に
あ
た
っ
て
の「
不
安
」、あ
る
い
は

取
得
後
の「
不
安
」を
払
拭
す
る
た
め

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ま
た
、運

転
免
許
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

「
八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
任

せ
れ
ば
大
丈
夫
」と
思
っ
て
頂
け
る
よ

う
な
教
習
所
を
目
指
す
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
込
め
て
お
り
、大
き
な
の
ぼ

り
等
で
、校
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
た
最
も
分

か
り
や
す
い
例
と
し
て
、「
完
全
自
宅

玄
関
送
迎
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ

「
よ
し
！
大
丈
夫
」の
理
念
の
下
、

教
習
生
の
安
心・安
全
の
た
め

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」を
実
現

有限会社 八代ドライビングスクール

▲幼児向け交通安全教室の様子

▲教習生

▲高齢者向け交通安全教習

▲職員による道路清掃活動 ▲教習車全車種 ▲身体障がい者専用教習車▲運転席からバスの大きさを体感

卒
業
生
累
計
が
約
12
万
人
に
の
ぼ
る

県
内
唯
一
の「
全
車
種
教
習
校
」

▲普通自動車免許教習車 ▲大型特殊免許教習車▲大型第二種免許教習車

飛び出し危険！！
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に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
た

め
、現
在
の
八
代
市
平
山
新
町
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
転
し
た

当
時
は
営
業
面
で
相
当
の
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、77
年（
昭
和
52
年
）に「
有

限
会
社 

八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」に
社
名
を
変
更
。徐
々
に
教
習
車

種
を
増
や
し
、2
0
0
3
年（
平
成
15

年
）に
大
型
第
２
種
運
転
免
許
の
教

習
を
開
始
し
、県
内
唯
一
の「
全
車
種

教
習
校
」と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
我
が
校
で
は
、「
全
車
種
教
習

校
」と
い
う
強
み
を
活
か
し
、地
元
の

旅
客
運
送
業
者
様
と
提
携
し
て
、提

携
業
者
様
の
従
業
員
に
２
種
免
許（
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
等
、旅
客
運
送
の
た
め

に
必
要
な
免
許
）の
教
習
を
行
う
と
同

時
に
、サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
と
し
て
の

心
構
え
を
指
南
し
て
い
く
こ
と
で
、プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
養
成
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、創
業
以
来
多
く
の
教

習
生
に
我
が
校
を
選
ん
で
頂
き
、現
在

は
年
間
約
1
，3
0
0
人
の
教
習
生
が

　
我
が
校
の
歴
史
は
、1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）に
、私
の
祖
父
が「
八
代

自
動
車
練
習
所
」を
創
業
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。当
時
は
日
本
が
高
度

経
済
成
長
の
入
口
に
差
し
掛
か
っ
た
頃

で
、来
た
る
べ
き
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

時
代
を
見
据
え
て
の
創
業
で
し
た
。そ

の
後
、60
年（
昭
和
35
年
）に「
有
限
会

社 

八
代
自
動
車
専
門
学
校
」と
し
て

法
人
化
、62
年（
昭
和
37
年
）に
は
熊

本
県
内
で
２
校
目
と
い
う
早
さ
で
、県

公
安
委
員
会
よ
り「
指
定
自
動
車
教

習
所
」（
運
転
免
許
を
取
得
す
る
際
の

技
能
試
験
と
学
科
試
験
の
う
ち
、卒

業
生
の
技
能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
教

習
所
）の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
創
設
当
時
は
八
代
駅
前
と
い
う
好

立
地
で
、順
調
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、国
道
３
号
線
の
整
備
に
伴
う

土
地
収
用
の
対
象
と
な
り
、65
年（
昭

和
40
年
）に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま

し
た
。移
転
場
所
を
八
代
市
中
心
部

習
コ
ー
ス
を
フ
ル
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

映
像
を
使
用
し
て
の
教
習
は
大
変
分

か
り
や
す
い
と
ご
好
評
を
頂
い
て
お

り
、ま
た
、教
習
の
進
捗
状
況
等
の
申

し
送
り
事
項
を
シ
ス
テ
ム
上
で
共
有

出
来
る
た
め
、指
導
員
間
の
引
継
ぎ
が

も
れ
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、一
貫

性
の
あ
る
指
導
に
も
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
者
専
用
教
習
車
を
１

台
導
入
し
、障
が
い
者
の
免
許
取
得
を

支
援
し
て
い
ま
す
。今
日
ま
で
我
が
校

か
ら
約
30
名
の
方
が
卒
業
さ
れ
て
い

ま
す
が
、障
が
い
者
専
用
車
両
を
導
入

し
て
い
る
教
習
所
は
殆
ど
無
い
た
め
、

要
請
が
あ
れ
ば
他
校
に
も
貸
し
出
し
、

少
し
で
も
社
会
進
出
の
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、指
導
員
・
検
定
員〔
終

了
検
定（
い
わ
ゆ
る
仮
免
許
試
験
）や

卒
業
検
定
を
実
施
す
る
担
当
者
〕の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
長
年
注
力
し
て
お

り
、そ
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
ん
で

い
ま
す
。指
導
員
・
検
定
員
が
毎
年
受

講
す
る
必
要
が
あ
る「
法
定
講
習
」に

ム
協
定
」を
締
結
し
、毎
月
２
回
、公

道
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
と
し
て
は
、地
元
企
業
や
幼
稚

園
・
保
育
所
、高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
講
座
を
は
じ
め
と
す
る

け
い
も
う

啓
蒙
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、災
害
発
生
に
備
え
、「
八
代

市
災
害
時
協
力
事
業
所
」へ
の
登
録
も

行
い
、地
域
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ

り
、今
年
５
月
に
、「
八
代
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」で
八
代
商

工
会
議
所
会
頭
賞（
２
位
）と
い
う
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
域
に
根
ざ
し
、数
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
我

が
校
。質
の
高
い
教
習
に
よ
る「
生
涯

無
事
故
無
違
反
の
・
　 

・
初
心
運
転
者
」の

育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、運
転
免
許

の
取
得
時
以
外
に
も
ご
活
用
頂
け
る

「
地
域
に
開
か
れ
た
自
動
車
学
校
」と

し
て
、ま
た「
地
域
の
交
通
安
全
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動

を
行
い
、地
域
に
貢
献
し
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

お
い
て
、教
習
所
別
の
総
合
成
績
は
直

近
６
年
間
、県
内
２
位
以
上
を
維
持

し
て
お
り
、昨
年
度
に
は
指
導
員
と
検

定
員
の
両
部
門
で
同
時
に
１
位
と
な

る
、県
内
初
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。更
に
、今
年
に
な
っ
て
、「
九
州
管

区
警
察
局
長
賞
」（
九
州
1
8
7
校
中

４
校
の
教
習
所
を
表
彰
）を
受
賞
し
ま

し
た
。職
員
が
き
た
ん
忌
憚
な
く
意
見
を
出

し
合
い
、疑
問
点
を
放
置
せ
ず
周
囲
と

共
有
し
て
い
る
こ
と
や
、毎
朝
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
る
勉
強
会
に
よ
る
知
識
の

向
上
等
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
校
で
は
社
会
貢
献
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。職
員
は
、「
道
路

を
使
っ
て
教
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、少
し
で
も
綺
麗
に
す
る

の
は
当
た
り
前
」と
、自
発
的
に
道
路

清
掃
活
動
を
始
め
、現
在
は
九
州
地

方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト・プ
ロ
グ
ラ

を
ゼ
ロ
か
ら
構
築
し
ま
し
た
。前
例
の

無
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
は
多
大
な
労

力
を
要
し
ま
し
た
が
、現
在
は
軌
道
に

乗
り
、多
く
の
教
習
生
か
ら
ご
好
評
を

頂
く
と
共
に
、我
が
校
の
業
績
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の

他
に
も
、設
備
面
で
は
県
内
最
大
級
の

教
習
コ
ー
ス
や
、「
モ
バ
イ
ル
教
習
シ
ス

テ
ム
」が
我
が
校
の
強
み
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
最
高
時
速
50
㎞
で
走
行
可
能
な
約

3
0
0
m
の
直
線
道
路
を
備
え
た
我

が
校
の
教
習
コ
ー
ス
は
県
内
最
大
の
面

積
を
誇
り
、ゆ
っ
た
り
と
教
習
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
し
て
、「
モ
バ

イ
ル
教
習
シ
ス
テ
ム
」と
は
、携
帯
端

末
を
使
用
し
て
映
像
を
見
せ
な
が
ら
、

運
転
の
コ
ツ
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、広
大
な
教

は
、講
習
の
予
約
を
す
る
際
に
、事
前

に
登
録
し
た
自
宅
・
学
校
・
職
場
等
の

送
迎
場
所
を
指
定
頂
く
こ
と
で
、そ
の

玄
関
先
ま
で
送
迎
バ
ス
で
お
迎
え
に
あ

が
る
仕
組
み
で
す
。こ
の
業
界
で
は
、

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」を
行
お
う
と

し
て
も
、教
習
生
の
入
校・卒
業
、教
習

予
約
の
有
無
・
時
間
帯
等
に
よ
っ
て

日
々
送
迎
ル
ー
ト
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

た
め
、運
用
が
困
難
で
、実
現
さ
せ
た

教
習
所
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、夜
道
の
一
人
歩
き
へ
の
不

安
や
、未
成
年
の
教
習
生
を
お
預
け
頂

い
て
い
る
親
御
様
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
が
、「
よ
し
！
大
丈
夫
」と
い
う
理

念
を
具
体
的
な
行
動
で
示
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
、「
完
全
自
宅
玄
関
送

迎
」を
10
年（
平
成
22
年
）に
開
始
し

ま
し
た
。当
初
は
、手
作
業
で
運
行

ル
ー
ト
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、利
用
者
の
増
加
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、一
念
発
起
し
て
、シ
ス
テ
ム
会

社
の
協
力
の
下
、「
モ
バ
イ
ル・Ｐ
Ｃ
予

約
シ
ス
テ
ム
」と
、そ
れ
に
連
動
し
た

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の
シ
ス
テ
ム

卒
業
さ
れ
、卒
業
生
の
累
計
は
約
12
万

人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
と
長
年
の
実
績
を

持
つ
我
が
校
の
経
営
理
念
は
、「
よ

し
！
大
丈
夫
」で
す
。

　
こ
れ
は
校
長
が
考
案
し
た
も
の
で
、

多
く
の
方
々
が
抱
え
る
運
転
免
許
取

得
に
あ
た
っ
て
の「
不
安
」、あ
る
い
は

取
得
後
の「
不
安
」を
払
拭
す
る
た
め

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ま
た
、運

転
免
許
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

「
八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
任

せ
れ
ば
大
丈
夫
」と
思
っ
て
頂
け
る
よ

う
な
教
習
所
を
目
指
す
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
込
め
て
お
り
、大
き
な
の
ぼ

り
等
で
、校
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
た
最
も
分

か
り
や
す
い
例
と
し
て
、「
完
全
自
宅

玄
関
送
迎
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ

充
実
の
設
備
と

優
秀
な
指
導
員
に
よ
る

万
全
の
指
導
体
制

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　貴校は、運転免許取得に関する教習のみならず、地域の児童や高齢者等を
対象とした交通安全啓蒙活動にも積極的に取り組まれ、地域に根ざして歩んで
こられました。
　弊行でも、日々の営業活動で自動車やバイクを運転する機会が多いため、交
通安全教育の重要性について日頃から強く認識しております。
　これからも「初心運転者」の育成や、交通安全講座をはじめとする啓蒙活動を
通じて、地域の安心・安全に貢献し、「よし！大丈夫」を地域の皆様にお届けされる
と共に、地域に愛される企業として益々ご発展されることを期待しております。

「
地
域
に
開
か
れ
た
自
動
車
学
校
」

と
し
て
更
な
る
地
域
貢
献
を

有限会社 八代ドライビングスクール

▲要名本社長 ▲八代自動車専門学校卒業式（昭和41年）

▲前列左から木山事務長、吉野副校長、嶋田校長、要名本社長、林頭取、近藤支店長（熊本銀行）
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に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
た

め
、現
在
の
八
代
市
平
山
新
町
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
転
し
た

当
時
は
営
業
面
で
相
当
の
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、77
年（
昭
和
52
年
）に「
有

限
会
社 

八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」に
社
名
を
変
更
。徐
々
に
教
習
車

種
を
増
や
し
、2
0
0
3
年（
平
成
15

年
）に
大
型
第
２
種
運
転
免
許
の
教

習
を
開
始
し
、県
内
唯
一
の「
全
車
種

教
習
校
」と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
我
が
校
で
は
、「
全
車
種
教
習

校
」と
い
う
強
み
を
活
か
し
、地
元
の

旅
客
運
送
業
者
様
と
提
携
し
て
、提

携
業
者
様
の
従
業
員
に
２
種
免
許（
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
等
、旅
客
運
送
の
た
め

に
必
要
な
免
許
）の
教
習
を
行
う
と
同

時
に
、サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
と
し
て
の

心
構
え
を
指
南
し
て
い
く
こ
と
で
、プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
養
成
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、創
業
以
来
多
く
の
教

習
生
に
我
が
校
を
選
ん
で
頂
き
、現
在

は
年
間
約
1
，3
0
0
人
の
教
習
生
が

　
我
が
校
の
歴
史
は
、1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）に
、私
の
祖
父
が「
八
代

自
動
車
練
習
所
」を
創
業
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。当
時
は
日
本
が
高
度

経
済
成
長
の
入
口
に
差
し
掛
か
っ
た
頃

で
、来
た
る
べ
き
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

時
代
を
見
据
え
て
の
創
業
で
し
た
。そ

の
後
、60
年（
昭
和
35
年
）に「
有
限
会

社 

八
代
自
動
車
専
門
学
校
」と
し
て

法
人
化
、62
年（
昭
和
37
年
）に
は
熊

本
県
内
で
２
校
目
と
い
う
早
さ
で
、県

公
安
委
員
会
よ
り「
指
定
自
動
車
教

習
所
」（
運
転
免
許
を
取
得
す
る
際
の

技
能
試
験
と
学
科
試
験
の
う
ち
、卒

業
生
の
技
能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
教

習
所
）の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
創
設
当
時
は
八
代
駅
前
と
い
う
好

立
地
で
、順
調
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、国
道
３
号
線
の
整
備
に
伴
う

土
地
収
用
の
対
象
と
な
り
、65
年（
昭

和
40
年
）に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま

し
た
。移
転
場
所
を
八
代
市
中
心
部

習
コ
ー
ス
を
フ
ル
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

映
像
を
使
用
し
て
の
教
習
は
大
変
分

か
り
や
す
い
と
ご
好
評
を
頂
い
て
お

り
、ま
た
、教
習
の
進
捗
状
況
等
の
申

し
送
り
事
項
を
シ
ス
テ
ム
上
で
共
有

出
来
る
た
め
、指
導
員
間
の
引
継
ぎ
が

も
れ
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、一
貫

性
の
あ
る
指
導
に
も
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
者
専
用
教
習
車
を
１

台
導
入
し
、障
が
い
者
の
免
許
取
得
を

支
援
し
て
い
ま
す
。今
日
ま
で
我
が
校

か
ら
約
30
名
の
方
が
卒
業
さ
れ
て
い

ま
す
が
、障
が
い
者
専
用
車
両
を
導
入

し
て
い
る
教
習
所
は
殆
ど
無
い
た
め
、

要
請
が
あ
れ
ば
他
校
に
も
貸
し
出
し
、

少
し
で
も
社
会
進
出
の
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、指
導
員
・
検
定
員〔
終

了
検
定（
い
わ
ゆ
る
仮
免
許
試
験
）や

卒
業
検
定
を
実
施
す
る
担
当
者
〕の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
長
年
注
力
し
て
お

り
、そ
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
ん
で

い
ま
す
。指
導
員
・
検
定
員
が
毎
年
受

講
す
る
必
要
が
あ
る「
法
定
講
習
」に

ム
協
定
」を
締
結
し
、毎
月
２
回
、公

道
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
と
し
て
は
、地
元
企
業
や
幼
稚

園
・
保
育
所
、高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
講
座
を
は
じ
め
と
す
る

け
い
も
う

啓
蒙
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、災
害
発
生
に
備
え
、「
八
代

市
災
害
時
協
力
事
業
所
」へ
の
登
録
も

行
い
、地
域
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ

り
、今
年
５
月
に
、「
八
代
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」で
八
代
商

工
会
議
所
会
頭
賞（
２
位
）と
い
う
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
域
に
根
ざ
し
、数
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
我

が
校
。質
の
高
い
教
習
に
よ
る「
生
涯

無
事
故
無
違
反
の
・
　 

・
初
心
運
転
者
」の

育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、運
転
免
許

の
取
得
時
以
外
に
も
ご
活
用
頂
け
る

「
地
域
に
開
か
れ
た
自
動
車
学
校
」と

し
て
、ま
た「
地
域
の
交
通
安
全
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動

を
行
い
、地
域
に
貢
献
し
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

お
い
て
、教
習
所
別
の
総
合
成
績
は
直

近
６
年
間
、県
内
２
位
以
上
を
維
持

し
て
お
り
、昨
年
度
に
は
指
導
員
と
検

定
員
の
両
部
門
で
同
時
に
１
位
と
な

る
、県
内
初
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。更
に
、今
年
に
な
っ
て
、「
九
州
管

区
警
察
局
長
賞
」（
九
州
1
8
7
校
中

４
校
の
教
習
所
を
表
彰
）を
受
賞
し
ま

し
た
。職
員
が
き
た
ん
忌
憚
な
く
意
見
を
出

し
合
い
、疑
問
点
を
放
置
せ
ず
周
囲
と

共
有
し
て
い
る
こ
と
や
、毎
朝
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
る
勉
強
会
に
よ
る
知
識
の

向
上
等
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
校
で
は
社
会
貢
献
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。職
員
は
、「
道
路

を
使
っ
て
教
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、少
し
で
も
綺
麗
に
す
る

の
は
当
た
り
前
」と
、自
発
的
に
道
路

清
掃
活
動
を
始
め
、現
在
は
九
州
地

方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト・プ
ロ
グ
ラ

を
ゼ
ロ
か
ら
構
築
し
ま
し
た
。前
例
の

無
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
は
多
大
な
労

力
を
要
し
ま
し
た
が
、現
在
は
軌
道
に

乗
り
、多
く
の
教
習
生
か
ら
ご
好
評
を

頂
く
と
共
に
、我
が
校
の
業
績
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の

他
に
も
、設
備
面
で
は
県
内
最
大
級
の

教
習
コ
ー
ス
や
、「
モ
バ
イ
ル
教
習
シ
ス

テ
ム
」が
我
が
校
の
強
み
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
最
高
時
速
50
㎞
で
走
行
可
能
な
約

3
0
0
m
の
直
線
道
路
を
備
え
た
我

が
校
の
教
習
コ
ー
ス
は
県
内
最
大
の
面

積
を
誇
り
、ゆ
っ
た
り
と
教
習
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
し
て
、「
モ
バ

イ
ル
教
習
シ
ス
テ
ム
」と
は
、携
帯
端

末
を
使
用
し
て
映
像
を
見
せ
な
が
ら
、

運
転
の
コ
ツ
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、広
大
な
教

は
、講
習
の
予
約
を
す
る
際
に
、事
前

に
登
録
し
た
自
宅
・
学
校
・
職
場
等
の

送
迎
場
所
を
指
定
頂
く
こ
と
で
、そ
の

玄
関
先
ま
で
送
迎
バ
ス
で
お
迎
え
に
あ

が
る
仕
組
み
で
す
。こ
の
業
界
で
は
、

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」を
行
お
う
と

し
て
も
、教
習
生
の
入
校・卒
業
、教
習

予
約
の
有
無
・
時
間
帯
等
に
よ
っ
て

日
々
送
迎
ル
ー
ト
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

た
め
、運
用
が
困
難
で
、実
現
さ
せ
た

教
習
所
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、夜
道
の
一
人
歩
き
へ
の
不

安
や
、未
成
年
の
教
習
生
を
お
預
け
頂

い
て
い
る
親
御
様
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
が
、「
よ
し
！
大
丈
夫
」と
い
う
理

念
を
具
体
的
な
行
動
で
示
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
、「
完
全
自
宅
玄
関
送

迎
」を
10
年（
平
成
22
年
）に
開
始
し

ま
し
た
。当
初
は
、手
作
業
で
運
行

ル
ー
ト
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、利
用
者
の
増
加
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、一
念
発
起
し
て
、シ
ス
テ
ム
会

社
の
協
力
の
下
、「
モ
バ
イ
ル・Ｐ
Ｃ
予

約
シ
ス
テ
ム
」と
、そ
れ
に
連
動
し
た

「
完
全
自
宅
玄
関
送
迎
」の
シ
ス
テ
ム

卒
業
さ
れ
、卒
業
生
の
累
計
は
約
12
万

人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
と
長
年
の
実
績
を

持
つ
我
が
校
の
経
営
理
念
は
、「
よ

し
！
大
丈
夫
」で
す
。

　
こ
れ
は
校
長
が
考
案
し
た
も
の
で
、

多
く
の
方
々
が
抱
え
る
運
転
免
許
取

得
に
あ
た
っ
て
の「
不
安
」、あ
る
い
は

取
得
後
の「
不
安
」を
払
拭
す
る
た
め

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ま
た
、運

転
免
許
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

「
八
代
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
任

せ
れ
ば
大
丈
夫
」と
思
っ
て
頂
け
る
よ

う
な
教
習
所
を
目
指
す
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
込
め
て
お
り
、大
き
な
の
ぼ

り
等
で
、校
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
た
最
も
分

か
り
や
す
い
例
と
し
て
、「
完
全
自
宅

玄
関
送
迎
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ

充
実
の
設
備
と

優
秀
な
指
導
員
に
よ
る

万
全
の
指
導
体
制

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　貴校は、運転免許取得に関する教習のみならず、地域の児童や高齢者等を
対象とした交通安全啓蒙活動にも積極的に取り組まれ、地域に根ざして歩んで
こられました。
　弊行でも、日々の営業活動で自動車やバイクを運転する機会が多いため、交
通安全教育の重要性について日頃から強く認識しております。
　これからも「初心運転者」の育成や、交通安全講座をはじめとする啓蒙活動を
通じて、地域の安心・安全に貢献し、「よし！大丈夫」を地域の皆様にお届けされる
と共に、地域に愛される企業として益々ご発展されることを期待しております。

「
地
域
に
開
か
れ
た
自
動
車
学
校
」

と
し
て
更
な
る
地
域
貢
献
を

有限会社 八代ドライビングスクール

▲要名本社長 ▲八代自動車専門学校卒業式（昭和41年）

▲前列左から木山事務長、吉野副校長、嶋田校長、要名本社長、林頭取、近藤支店長（熊本銀行）
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吉
川 

茂
氏

郡
多
良
見
町（
現 

諫
早
市
多
良
見
町
）

に
本
社
を
移
転
し
、2
0
0
1
年（
平

成
13
年
）に
父
の
跡
を
継
い
で
私
が
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
解
体
も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、自
社
で
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解
し
、ア

ル
ミ
素
材
を
販
売
す
る
為
、91
年（
平

成
３
年
）に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
解
工
場

「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
長
崎
リ
ソ
ー

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で
の
自
動
車
解
体・

リ
サ
イ
ク
ル
や
、「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」で

の
自
動
車
中
古
部
品
販
売
等
に
進
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
06
年（
平
成
18
年
）に
完
成
し
た
、

長
崎
県
初
の
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
は
、我
が
社
の
業
容
が
拡

大
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、本
年
５
月
に
佐
賀
県
鳥
栖

市
で
も
全
天
候
型
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
歴
史
は
、新
技
術
開
発

に
向
け
た
社
員
と
の
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
く
な
か
っ

　
我
が
社
は
、1
9
5
0
年（
昭
和
25

年
）に
私
の
父
が
長
崎
市
岩
川
町
で
創

業
し
た
　
川
商
店
が
前
身
で
す
。当

時
は
、主
に
鉄
く
ず
や
古
紙
、空
き
ビ

ン
等
の
回
収
・
販
売
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。77
年（
昭
和
52
年
）に
は
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
、長
崎
・
島
原
・

大
村
地
区
を
カ
バ
ー
出
来
る
に
し
そ
の
ぎ

西
彼
杵

場「
長
崎
リ
ソ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で

は
、九
州
一
円
及
び
山
口
県
か
ら
廃
車

を
回
収
し
、手
作
業
や
ニ
ブ
ラ（
大
型

重
機
）を
用
い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ツ
選
別
や
車
体
の
解
体
、再
資
源
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
ヤ
は
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
て
、自
動
車
は
さ
い
ざ
ん

破
砕
残
さ
は
道

路
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、廃
車

に
残
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
も
、工
場
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
燃
料
や
ア
ル
ミ
溶
解
の
燃
料
に
用
い

て
い
ま
す
。更
に
、内
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
破
砕
し
て
、物
流
用
パ
レ
ッ
ト
の

原
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の

屋
根
付
き
の
工
場
は
、工
場
内
の
廃
液

や
油
水
等
を
き
れ
い
に
す
る
最
先
端

の
排
水
・
処
理
設
備
を
完
備
し
て
お

り
、騒
音
や
美
観
に
も
配
慮
し
た
革
新

的
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

有
し
て
い
ま
す
。

　「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」は
、厳
選
し
た
自

動
車
部
品
を
再
び
活
用
出
来
る
よ
う

に
処
理
し
、新
品
に
近
い
商
品
に
仕
上

げ
て
販
売
す
る
部
門
で
す
。保
管
パ
ー

ツ
数
は
常
時
1
万
点
を
超
え
て
お
り
、

た
自
動
車
解
体
に
お
い
て
、偶
然
自
動

車
整
備
の
経
験
を
持
つ
社
員
が
入
社

し
た
こ
と
で
、研
究
を
重
ね
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

溶
解
工
場「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」操

業
時
で
、当
時
、社
員
は
３
人
し
か
お

ら
ず
、社
員
が
帰
っ
た
後
、銅
の
選
別

作
業
等
を
妻
と
深
夜
ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

苦
難
の
時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
た
と
、感
謝
の
思
い
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。

　
我
が
社
の
メ
イ
ン
事
業
は
、廃
車
を

引
き
取
っ
て
解
体
し
、そ
の
部
品
を
再

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
、現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
98
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
で
、一
流
の
仕

事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
社
員
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、河
川
の
浄
化
活
動
や
会

社
周
辺
の
清
掃
の
他
、地
域
の
お
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、社

会
貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、私
が
会
長
を
務
め
る
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、廃
校
寸
前
ま
で
す荒

さ
ん
で
い
た
高
校
を
立
ち
直
ら
せ
た
、

現
役
の
先
生
を
招
い
て
、地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

 

一
番
実
現
し
た
い
の
は
、リ
サ
イ
ク
ル

業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
で
す
。

こ
の
業
界
は
、３
Ｋ（
き
つ
い・汚
い・危

　
そ
し
て
、サ
ー
ビ
ス
精
神
を
持
つ
と

い
う
意
識
を
全
社
員
が
共
有
し
て
お

り
、来
社
さ
れ
た
ど
な
た
に
対
し
て

も
、心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
を
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、私
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
社
員
の

お
蔭
で
あ
り
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。仕
事
の
面
で
厳
し
く
叱
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、社
員
の
成
長
は
、私
に

と
っ
て
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、

給
料
日
に
は
感
謝
の
想
い
を
込
め
て
、

私
自
ら
手
渡
し
で
給
料
の
授
与
式
を

行
っ
て
い
ま
す
。福
利
厚
生
に
も
力
を

注
い
で
お
り
、２
年
に
１
回
社
員
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
旅
行
は
、社
員

間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
当
然
で

す
が
、一
流
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、一
流

　
こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、我
が
社
で
は「
何
事
に
も
熱
意
を

持
っ
て
挑
め
」「
未
来
に
向
か
っ
て
躍
動

し
ろ
」「
皆
と
の
調
和
を
図
れ
」を
経
営

理
念
に
定
め
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、こ

の
経
営
理
念
を
反
映
さ
せ
た
我
が
社

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、風
に
向
か
っ
て

進
む
は
ん
せ
ん

帆
船
の
帆
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お

り
、赤
は「
情
熱
」を
、青
は「
躍
動
」

を
、緑
は「
調
和
」を
意
味
し
て
い
ま

す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
行
動
力
、そ
し

て
人
と
環
境
の
調
和
を
目
指
し
た
企

業
姿
勢
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
の

は
、顧
客
目
線
に
立
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
。例
え
ば
当
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、運
搬
の
み
な
ら
ず
お
客
様
と

我
が
社
を
結
ぶ
役
目
も
担
っ
て
お
り
、

お
客
様
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
問
題
等

の
情
報
を
入
手
し
、我
が
社
か
ら
積
極

的
に
動
く「
提
案
型
営
業
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
ご
要
望
や
お
問
合
せ
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、

工
場
で
取
り
外
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解

し
、高
純
度
の
ア
ル
ミ
イ
ン
ゴ
ッ
ト（
※
）

を
作
っ
て
い
ま
す
。エ
ン
ジ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、エ
ン
ジ
ン
用
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
利
用
出
来
る

為
、ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
作
る
よ
り
も
コ
ス
ト
と
時
間
を
節
約

出
来
る
だ
け
で
な
く
、多
大
な
省
エ
ネ

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、自
動
車
の
解
体
工
程
で
選

別
し
た
部
品
類
を
ほ
ぼ
全
て
再
利
用

す
る
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、長
崎
県

内
で
は
唯
一
、「
経
済
産
業
省
・
環
境

省
主
務
大
臣
認
定
」を
受
け
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
先
進
の
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
業
界
で
も
注
目

を
集
め
、現
在
で
は
国
内
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
契
約
を

結
ぶ
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ン
ゴ
ッ
ト
：
溶
か
し
た
金
属
を
い鋳
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
た
も
の

▲左から吉川社長、小幡頭取

社
員
と
と
も
に

努
力
を
重
ね
て
確
立
し
た

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

業
界
の
社
会
的
な
地
位
を
向
上
さ
せ
、

環
境
に
や
さ
し
い

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
実
現
を
。
取
引
店
／
親
和
銀
行 

多
良
見
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

長
崎
支
店

株
式
会
社 

　川
金
属
商
事

代
表
取
締
役
社
長

険
）の
代
名
詞
で
し
た
。今
で
は
環
境

保
護
の
考
え
が
広
ま
り
、少
し
ず
つ
温

か
い
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。社
員
自
身
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、ま
た
家
族
に
対
し
て
誇

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
か
け
が
え
の
な
い
地

球
を
引
き
継
ぐ
為
、今
後
も
優
秀
な

技
能
を
持
っ
た
社
員
を
育
成
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
実
現

す
る
べ
く
、日
夜
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。
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吉
川 

茂
氏

郡
多
良
見
町（
現 

諫
早
市
多
良
見
町
）

に
本
社
を
移
転
し
、2
0
0
1
年（
平

成
13
年
）に
父
の
跡
を
継
い
で
私
が
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
解
体
も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、自
社
で
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解
し
、ア

ル
ミ
素
材
を
販
売
す
る
為
、91
年（
平

成
３
年
）に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
解
工
場

「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
長
崎
リ
ソ
ー

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で
の
自
動
車
解
体・

リ
サ
イ
ク
ル
や
、「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」で

の
自
動
車
中
古
部
品
販
売
等
に
進
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
06
年（
平
成
18
年
）に
完
成
し
た
、

長
崎
県
初
の
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
は
、我
が
社
の
業
容
が
拡

大
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、本
年
５
月
に
佐
賀
県
鳥
栖

市
で
も
全
天
候
型
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
歴
史
は
、新
技
術
開
発

に
向
け
た
社
員
と
の
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
く
な
か
っ

　
我
が
社
は
、1
9
5
0
年（
昭
和
25

年
）に
私
の
父
が
長
崎
市
岩
川
町
で
創

業
し
た
　
川
商
店
が
前
身
で
す
。当

時
は
、主
に
鉄
く
ず
や
古
紙
、空
き
ビ

ン
等
の
回
収
・
販
売
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。77
年（
昭
和
52
年
）に
は
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
、長
崎
・
島
原
・

大
村
地
区
を
カ
バ
ー
出
来
る
に
し
そ
の
ぎ

西
彼
杵

場「
長
崎
リ
ソ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で

は
、九
州
一
円
及
び
山
口
県
か
ら
廃
車

を
回
収
し
、手
作
業
や
ニ
ブ
ラ（
大
型

重
機
）を
用
い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ツ
選
別
や
車
体
の
解
体
、再
資
源
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
ヤ
は
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
て
、自
動
車
は
さ
い
ざ
ん

破
砕
残
さ
は
道

路
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、廃
車

に
残
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
も
、工
場
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
燃
料
や
ア
ル
ミ
溶
解
の
燃
料
に
用
い

て
い
ま
す
。更
に
、内
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
破
砕
し
て
、物
流
用
パ
レ
ッ
ト
の

原
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の

屋
根
付
き
の
工
場
は
、工
場
内
の
廃
液

や
油
水
等
を
き
れ
い
に
す
る
最
先
端

の
排
水
・
処
理
設
備
を
完
備
し
て
お

り
、騒
音
や
美
観
に
も
配
慮
し
た
革
新

的
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

有
し
て
い
ま
す
。

　「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」は
、厳
選
し
た
自

動
車
部
品
を
再
び
活
用
出
来
る
よ
う

に
処
理
し
、新
品
に
近
い
商
品
に
仕
上

げ
て
販
売
す
る
部
門
で
す
。保
管
パ
ー

ツ
数
は
常
時
1
万
点
を
超
え
て
お
り
、

た
自
動
車
解
体
に
お
い
て
、偶
然
自
動

車
整
備
の
経
験
を
持
つ
社
員
が
入
社

し
た
こ
と
で
、研
究
を
重
ね
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

溶
解
工
場「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」操

業
時
で
、当
時
、社
員
は
３
人
し
か
お

ら
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、社
員
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帰
っ
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後
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の
選
別
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妻
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深
夜
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っ
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ま

し
た
。妻
の
支
え
が
あ
っ
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ら
こ
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苦
難
の
時
期
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乗
り
越
え
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こ
と
が

出
来
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と
、感
謝
の
思
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が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。

　
我
が
社
の
メ
イ
ン
事
業
は
、廃
車
を

引
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取
っ
て
解
体
し
、そ
の
部
品
を
再

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
、現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
98
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
で
、一
流
の
仕

事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
社
員
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、河
川
の
浄
化
活
動
や
会

社
周
辺
の
清
掃
の
他
、地
域
の
お
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、社

会
貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、私
が
会
長
を
務
め
る
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、廃
校
寸
前
ま
で
す荒

さ
ん
で
い
た
高
校
を
立
ち
直
ら
せ
た
、

現
役
の
先
生
を
招
い
て
、地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
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、現
在
で
は
国
内
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
契
約
を

結
ぶ
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ン
ゴ
ッ
ト
：
溶
か
し
た
金
属
を
い鋳
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
た
も
の

▲左から吉川社長、小幡頭取

社
員
と
と
も
に

努
力
を
重
ね
て
確
立
し
た

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

業
界
の
社
会
的
な
地
位
を
向
上
さ
せ
、

環
境
に
や
さ
し
い

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
実
現
を
。
取
引
店
／
親
和
銀
行 

多
良
見
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

長
崎
支
店

株
式
会
社 

　川
金
属
商
事

代
表
取
締
役
社
長

険
）の
代
名
詞
で
し
た
。今
で
は
環
境

保
護
の
考
え
が
広
ま
り
、少
し
ず
つ
温

か
い
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。社
員
自
身
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、ま
た
家
族
に
対
し
て
誇

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
か
け
が
え
の
な
い
地

球
を
引
き
継
ぐ
為
、今
後
も
優
秀
な

技
能
を
持
っ
た
社
員
を
育
成
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
実
現

す
る
べ
く
、日
夜
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。
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郡
多
良
見
町（
現 

諫
早
市
多
良
見
町
）

に
本
社
を
移
転
し
、2
0
0
1
年（
平

成
13
年
）に
父
の
跡
を
継
い
で
私
が
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
解
体
も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、自
社
で
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解
し
、ア

ル
ミ
素
材
を
販
売
す
る
為
、91
年（
平

成
３
年
）に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
解
工
場

「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
長
崎
リ
ソ
ー

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で
の
自
動
車
解
体・

リ
サ
イ
ク
ル
や
、「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」で

の
自
動
車
中
古
部
品
販
売
等
に
進
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
06
年（
平
成
18
年
）に
完
成
し
た
、

長
崎
県
初
の
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
は
、我
が
社
の
業
容
が
拡

大
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、本
年
５
月
に
佐
賀
県
鳥
栖

市
で
も
全
天
候
型
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
歴
史
は
、新
技
術
開
発

に
向
け
た
社
員
と
の
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
く
な
か
っ

　
我
が
社
は
、1
9
5
0
年（
昭
和
25

年
）に
私
の
父
が
長
崎
市
岩
川
町
で
創

業
し
た
　
川
商
店
が
前
身
で
す
。当

時
は
、主
に
鉄
く
ず
や
古
紙
、空
き
ビ

ン
等
の
回
収
・
販
売
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。77
年（
昭
和
52
年
）に
は
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
、長
崎
・
島
原
・

大
村
地
区
を
カ
バ
ー
出
来
る
に
し
そ
の
ぎ

西
彼
杵

株式会社 　川金属商事

場「
長
崎
リ
ソ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で

は
、九
州
一
円
及
び
山
口
県
か
ら
廃
車

を
回
収
し
、手
作
業
や
ニ
ブ
ラ（
大
型

重
機
）を
用
い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ツ
選
別
や
車
体
の
解
体
、再
資
源
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
ヤ
は
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
て
、自
動
車
は
さ
い
ざ
ん

破
砕
残
さ
は
道

路
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、廃
車

に
残
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
も
、工
場
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
燃
料
や
ア
ル
ミ
溶
解
の
燃
料
に
用
い

て
い
ま
す
。更
に
、内
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
破
砕
し
て
、物
流
用
パ
レ
ッ
ト
の

原
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の

屋
根
付
き
の
工
場
は
、工
場
内
の
廃
液

や
油
水
等
を
き
れ
い
に
す
る
最
先
端

の
排
水
・
処
理
設
備
を
完
備
し
て
お

り
、騒
音
や
美
観
に
も
配
慮
し
た
革
新

的
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

有
し
て
い
ま
す
。

　「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」は
、厳
選
し
た
自

動
車
部
品
を
再
び
活
用
出
来
る
よ
う

に
処
理
し
、新
品
に
近
い
商
品
に
仕
上

げ
て
販
売
す
る
部
門
で
す
。保
管
パ
ー

ツ
数
は
常
時
1
万
点
を
超
え
て
お
り
、

た
自
動
車
解
体
に
お
い
て
、偶
然
自
動

車
整
備
の
経
験
を
持
つ
社
員
が
入
社

し
た
こ
と
で
、研
究
を
重
ね
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

溶
解
工
場「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」操

業
時
で
、当
時
、社
員
は
３
人
し
か
お

ら
ず
、社
員
が
帰
っ
た
後
、銅
の
選
別

作
業
等
を
妻
と
深
夜
ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

苦
難
の
時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
た
と
、感
謝
の
思
い
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。

　
我
が
社
の
メ
イ
ン
事
業
は
、廃
車
を

引
き
取
っ
て
解
体
し
、そ
の
部
品
を
再

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
、現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
98
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
で
、一
流
の
仕

事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
社
員
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、河
川
の
浄
化
活
動
や
会

社
周
辺
の
清
掃
の
他
、地
域
の
お
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、社

会
貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、私
が
会
長
を
務
め
る
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、廃
校
寸
前
ま
で
す荒

さ
ん
で
い
た
高
校
を
立
ち
直
ら
せ
た
、

現
役
の
先
生
を
招
い
て
、地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

 

一
番
実
現
し
た
い
の
は
、リ
サ
イ
ク
ル

業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
で
す
。

こ
の
業
界
は
、３
Ｋ（
き
つ
い・汚
い・危

　
そ
し
て
、サ
ー
ビ
ス
精
神
を
持
つ
と

い
う
意
識
を
全
社
員
が
共
有
し
て
お

り
、来
社
さ
れ
た
ど
な
た
に
対
し
て

も
、心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
を
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、私
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
社
員
の

お
蔭
で
あ
り
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。仕
事
の
面
で
厳
し
く
叱
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、社
員
の
成
長
は
、私
に

と
っ
て
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、

給
料
日
に
は
感
謝
の
想
い
を
込
め
て
、

私
自
ら
手
渡
し
で
給
料
の
授
与
式
を

行
っ
て
い
ま
す
。福
利
厚
生
に
も
力
を

注
い
で
お
り
、２
年
に
１
回
社
員
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
旅
行
は
、社
員

間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
当
然
で

す
が
、一
流
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、一
流

　
こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、我
が
社
で
は「
何
事
に
も
熱
意
を

持
っ
て
挑
め
」「
未
来
に
向
か
っ
て
躍
動

し
ろ
」「
皆
と
の
調
和
を
図
れ
」を
経
営

理
念
に
定
め
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、こ

の
経
営
理
念
を
反
映
さ
せ
た
我
が
社

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、風
に
向
か
っ
て

進
む
は
ん
せ
ん

帆
船
の
帆
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お

り
、赤
は「
情
熱
」を
、青
は「
躍
動
」

を
、緑
は「
調
和
」を
意
味
し
て
い
ま

す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
行
動
力
、そ
し

て
人
と
環
境
の
調
和
を
目
指
し
た
企

業
姿
勢
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
の

は
、顧
客
目
線
に
立
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
。例
え
ば
当
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、運
搬
の
み
な
ら
ず
お
客
様
と

我
が
社
を
結
ぶ
役
目
も
担
っ
て
お
り
、

お
客
様
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
問
題
等

の
情
報
を
入
手
し
、我
が
社
か
ら
積
極

的
に
動
く「
提
案
型
営
業
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
ご
要
望
や
お
問
合
せ
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、

工
場
で
取
り
外
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解

し
、高
純
度
の
ア
ル
ミ
イ
ン
ゴ
ッ
ト（
※
）

を
作
っ
て
い
ま
す
。エ
ン
ジ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、エ
ン
ジ
ン
用
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
利
用
出
来
る

為
、ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
作
る
よ
り
も
コ
ス
ト
と
時
間
を
節
約

出
来
る
だ
け
で
な
く
、多
大
な
省
エ
ネ

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、自
動
車
の
解
体
工
程
で
選

別
し
た
部
品
類
を
ほ
ぼ
全
て
再
利
用

す
る
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、長
崎
県

内
で
は
唯
一
、「
経
済
産
業
省
・
環
境

省
主
務
大
臣
認
定
」を
受
け
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
先
進
の
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
業
界
で
も
注
目

を
集
め
、現
在
で
は
国
内
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
契
約
を

結
ぶ
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ン
ゴ
ッ
ト
：
溶
か
し
た
金
属
を
い鋳
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
た
も
の

全
天
候
型
工
場
で
、

廃
車
の
ほ
ぼ
1
0
0
％

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

顧
客
目
線
を
常
に
心
が
け
、

全
社
員
が
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
共
有

険
）の
代
名
詞
で
し
た
。今
で
は
環
境

保
護
の
考
え
が
広
ま
り
、少
し
ず
つ
温

か
い
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。社
員
自
身
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、ま
た
家
族
に
対
し
て
誇

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
か
け
が
え
の
な
い
地

球
を
引
き
継
ぐ
為
、今
後
も
優
秀
な

技
能
を
持
っ
た
社
員
を
育
成
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
実
現

す
る
べ
く
、日
夜
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。

プレスされた鉄塊 プレス 大型重機での解体処理

破砕した内装プラスチックから
作られた物流用パレット 破砕した内装プラスチック 内装プラスチックの破砕

プレスされた鉄塊 プレス 大型重機での解体処理

破砕した内装プラスチックから
作られた物流用パレット 破砕した内装プラスチック 内装プラスチックの破砕

エンジン破砕 アルミ溶解炉 アルミインゴット

手作業でのパーツ取り外し パーツの洗浄 リサイクルパーツ

エンジン破砕 アルミ溶解炉 アルミインゴット

手作業でのパーツ取り外し パーツの洗浄 リサイクルパーツ

廃油を燃料として利用

内　装 パーツ

ボディ エンジン
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郡
多
良
見
町（
現 

諫
早
市
多
良
見
町
）

に
本
社
を
移
転
し
、2
0
0
1
年（
平

成
13
年
）に
父
の
跡
を
継
い
で
私
が
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
解
体
も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、自
社
で
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解
し
、ア

ル
ミ
素
材
を
販
売
す
る
為
、91
年（
平

成
３
年
）に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
解
工
場

「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
長
崎
リ
ソ
ー

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で
の
自
動
車
解
体・

リ
サ
イ
ク
ル
や
、「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」で

の
自
動
車
中
古
部
品
販
売
等
に
進
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
06
年（
平
成
18
年
）に
完
成
し
た
、

長
崎
県
初
の
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
は
、我
が
社
の
業
容
が
拡

大
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、本
年
５
月
に
佐
賀
県
鳥
栖

市
で
も
全
天
候
型
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
歴
史
は
、新
技
術
開
発

に
向
け
た
社
員
と
の
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
く
な
か
っ

　
我
が
社
は
、1
9
5
0
年（
昭
和
25

年
）に
私
の
父
が
長
崎
市
岩
川
町
で
創

業
し
た
　
川
商
店
が
前
身
で
す
。当

時
は
、主
に
鉄
く
ず
や
古
紙
、空
き
ビ

ン
等
の
回
収
・
販
売
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。77
年（
昭
和
52
年
）に
は
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
、長
崎
・
島
原
・

大
村
地
区
を
カ
バ
ー
出
来
る
に
し
そ
の
ぎ

西
彼
杵

株式会社 　川金属商事

場「
長
崎
リ
ソ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で

は
、九
州
一
円
及
び
山
口
県
か
ら
廃
車

を
回
収
し
、手
作
業
や
ニ
ブ
ラ（
大
型

重
機
）を
用
い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ツ
選
別
や
車
体
の
解
体
、再
資
源
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
ヤ
は
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
て
、自
動
車
は
さ
い
ざ
ん

破
砕
残
さ
は
道

路
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、廃
車

に
残
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
も
、工
場
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
燃
料
や
ア
ル
ミ
溶
解
の
燃
料
に
用
い

て
い
ま
す
。更
に
、内
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
破
砕
し
て
、物
流
用
パ
レ
ッ
ト
の

原
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の

屋
根
付
き
の
工
場
は
、工
場
内
の
廃
液

や
油
水
等
を
き
れ
い
に
す
る
最
先
端

の
排
水
・
処
理
設
備
を
完
備
し
て
お

り
、騒
音
や
美
観
に
も
配
慮
し
た
革
新

的
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

有
し
て
い
ま
す
。

　「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」は
、厳
選
し
た
自

動
車
部
品
を
再
び
活
用
出
来
る
よ
う

に
処
理
し
、新
品
に
近
い
商
品
に
仕
上

げ
て
販
売
す
る
部
門
で
す
。保
管
パ
ー

ツ
数
は
常
時
1
万
点
を
超
え
て
お
り
、

た
自
動
車
解
体
に
お
い
て
、偶
然
自
動

車
整
備
の
経
験
を
持
つ
社
員
が
入
社

し
た
こ
と
で
、研
究
を
重
ね
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

溶
解
工
場「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」操

業
時
で
、当
時
、社
員
は
３
人
し
か
お

ら
ず
、社
員
が
帰
っ
た
後
、銅
の
選
別

作
業
等
を
妻
と
深
夜
ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

苦
難
の
時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
た
と
、感
謝
の
思
い
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。

　
我
が
社
の
メ
イ
ン
事
業
は
、廃
車
を

引
き
取
っ
て
解
体
し
、そ
の
部
品
を
再

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
、現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
98
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
で
、一
流
の
仕

事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
社
員
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、河
川
の
浄
化
活
動
や
会

社
周
辺
の
清
掃
の
他
、地
域
の
お
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、社

会
貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、私
が
会
長
を
務
め
る
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、廃
校
寸
前
ま
で
す荒

さ
ん
で
い
た
高
校
を
立
ち
直
ら
せ
た
、

現
役
の
先
生
を
招
い
て
、地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

 

一
番
実
現
し
た
い
の
は
、リ
サ
イ
ク
ル

業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
で
す
。

こ
の
業
界
は
、３
Ｋ（
き
つ
い・汚
い・危

　
そ
し
て
、サ
ー
ビ
ス
精
神
を
持
つ
と

い
う
意
識
を
全
社
員
が
共
有
し
て
お

り
、来
社
さ
れ
た
ど
な
た
に
対
し
て

も
、心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
を
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、私
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
社
員
の

お
蔭
で
あ
り
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。仕
事
の
面
で
厳
し
く
叱
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、社
員
の
成
長
は
、私
に

と
っ
て
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、

給
料
日
に
は
感
謝
の
想
い
を
込
め
て
、

私
自
ら
手
渡
し
で
給
料
の
授
与
式
を

行
っ
て
い
ま
す
。福
利
厚
生
に
も
力
を

注
い
で
お
り
、２
年
に
１
回
社
員
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
旅
行
は
、社
員

間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
当
然
で

す
が
、一
流
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、一
流

　
こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、我
が
社
で
は「
何
事
に
も
熱
意
を

持
っ
て
挑
め
」「
未
来
に
向
か
っ
て
躍
動

し
ろ
」「
皆
と
の
調
和
を
図
れ
」を
経
営

理
念
に
定
め
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、こ

の
経
営
理
念
を
反
映
さ
せ
た
我
が
社

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、風
に
向
か
っ
て

進
む
は
ん
せ
ん

帆
船
の
帆
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お

り
、赤
は「
情
熱
」を
、青
は「
躍
動
」

を
、緑
は「
調
和
」を
意
味
し
て
い
ま

す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
行
動
力
、そ
し

て
人
と
環
境
の
調
和
を
目
指
し
た
企

業
姿
勢
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
の

は
、顧
客
目
線
に
立
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
。例
え
ば
当
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、運
搬
の
み
な
ら
ず
お
客
様
と

我
が
社
を
結
ぶ
役
目
も
担
っ
て
お
り
、

お
客
様
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
問
題
等

の
情
報
を
入
手
し
、我
が
社
か
ら
積
極

的
に
動
く「
提
案
型
営
業
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
ご
要
望
や
お
問
合
せ
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、

工
場
で
取
り
外
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解

し
、高
純
度
の
ア
ル
ミ
イ
ン
ゴ
ッ
ト（
※
）

を
作
っ
て
い
ま
す
。エ
ン
ジ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、エ
ン
ジ
ン
用
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
利
用
出
来
る

為
、ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
作
る
よ
り
も
コ
ス
ト
と
時
間
を
節
約

出
来
る
だ
け
で
な
く
、多
大
な
省
エ
ネ

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、自
動
車
の
解
体
工
程
で
選

別
し
た
部
品
類
を
ほ
ぼ
全
て
再
利
用

す
る
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、長
崎
県

内
で
は
唯
一
、「
経
済
産
業
省
・
環
境

省
主
務
大
臣
認
定
」を
受
け
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
先
進
の
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
業
界
で
も
注
目

を
集
め
、現
在
で
は
国
内
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
契
約
を

結
ぶ
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ン
ゴ
ッ
ト
：
溶
か
し
た
金
属
を
い鋳
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
た
も
の

全
天
候
型
工
場
で
、

廃
車
の
ほ
ぼ
1
0
0
％

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

顧
客
目
線
を
常
に
心
が
け
、

全
社
員
が
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
共
有

険
）の
代
名
詞
で
し
た
。今
で
は
環
境

保
護
の
考
え
が
広
ま
り
、少
し
ず
つ
温

か
い
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。社
員
自
身
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、ま
た
家
族
に
対
し
て
誇

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
か
け
が
え
の
な
い
地

球
を
引
き
継
ぐ
為
、今
後
も
優
秀
な

技
能
を
持
っ
た
社
員
を
育
成
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
実
現

す
る
べ
く
、日
夜
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。

プレスされた鉄塊 プレス 大型重機での解体処理

破砕した内装プラスチックから
作られた物流用パレット 破砕した内装プラスチック 内装プラスチックの破砕

プレスされた鉄塊 プレス 大型重機での解体処理

破砕した内装プラスチックから
作られた物流用パレット 破砕した内装プラスチック 内装プラスチックの破砕

エンジン破砕 アルミ溶解炉 アルミインゴット

手作業でのパーツ取り外し パーツの洗浄 リサイクルパーツ

エンジン破砕 アルミ溶解炉 アルミインゴット

手作業でのパーツ取り外し パーツの洗浄 リサイクルパーツ

廃油を燃料として利用

内　装 パーツ

ボディ エンジン
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郡
多
良
見
町（
現 

諫
早
市
多
良
見
町
）

に
本
社
を
移
転
し
、2
0
0
1
年（
平

成
13
年
）に
父
の
跡
を
継
い
で
私
が
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
解
体
も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、自
社
で
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解
し
、ア

ル
ミ
素
材
を
販
売
す
る
為
、91
年（
平

成
３
年
）に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
解
工
場

「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
長
崎
リ
ソ
ー

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で
の
自
動
車
解
体・

リ
サ
イ
ク
ル
や
、「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」で

の
自
動
車
中
古
部
品
販
売
等
に
進
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
06
年（
平
成
18
年
）に
完
成
し
た
、

長
崎
県
初
の
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
は
、我
が
社
の
業
容
が
拡

大
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、本
年
５
月
に
佐
賀
県
鳥
栖

市
で
も
全
天
候
型
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
歴
史
は
、新
技
術
開
発

に
向
け
た
社
員
と
の
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
く
な
か
っ

　
我
が
社
は
、1
9
5
0
年（
昭
和
25

年
）に
私
の
父
が
長
崎
市
岩
川
町
で
創

業
し
た
　
川
商
店
が
前
身
で
す
。当

時
は
、主
に
鉄
く
ず
や
古
紙
、空
き
ビ

ン
等
の
回
収
・
販
売
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。77
年（
昭
和
52
年
）に
は
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
、長
崎
・
島
原
・

大
村
地
区
を
カ
バ
ー
出
来
る
に
し
そ
の
ぎ

西
彼
杵

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　本日は、自動車リサイクル工場での社員の方の細やかな手作業と、「ニブラ」
と呼ばれる大型重機による自動車の解体作業を見学させて頂きました。そこ
では、自動車のエンジンから内装のプラスチックに至るまで無駄なく再資源化
されており、98％という高いリサイクル率には感嘆致しました。
　佐賀県鳥栖市でも最先端の全天候型自動車リサイクル工場が稼動し、益々
ご発展されることと思います。今後も、かけがえのない地球を後世に引き継ぐ
為にリサイクル業界の先頭を走り、100％リサイクル社会を実現して頂けるこ
とを期待致します。

株式会社 　川金属商事

場「
長
崎
リ
ソ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で

は
、九
州
一
円
及
び
山
口
県
か
ら
廃
車

を
回
収
し
、手
作
業
や
ニ
ブ
ラ（
大
型

重
機
）を
用
い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ツ
選
別
や
車
体
の
解
体
、再
資
源
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
ヤ
は
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
て
、自
動
車
は
さ
い
ざ
ん

破
砕
残
さ
は
道

路
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、廃
車

に
残
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
も
、工
場
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
燃
料
や
ア
ル
ミ
溶
解
の
燃
料
に
用
い

て
い
ま
す
。更
に
、内
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
破
砕
し
て
、物
流
用
パ
レ
ッ
ト
の

原
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の

屋
根
付
き
の
工
場
は
、工
場
内
の
廃
液

や
油
水
等
を
き
れ
い
に
す
る
最
先
端

の
排
水
・
処
理
設
備
を
完
備
し
て
お

り
、騒
音
や
美
観
に
も
配
慮
し
た
革
新

的
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

有
し
て
い
ま
す
。

　「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」は
、厳
選
し
た
自

動
車
部
品
を
再
び
活
用
出
来
る
よ
う

に
処
理
し
、新
品
に
近
い
商
品
に
仕
上

げ
て
販
売
す
る
部
門
で
す
。保
管
パ
ー

ツ
数
は
常
時
1
万
点
を
超
え
て
お
り
、

た
自
動
車
解
体
に
お
い
て
、偶
然
自
動

車
整
備
の
経
験
を
持
つ
社
員
が
入
社

し
た
こ
と
で
、研
究
を
重
ね
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

溶
解
工
場「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」操

業
時
で
、当
時
、社
員
は
３
人
し
か
お

ら
ず
、社
員
が
帰
っ
た
後
、銅
の
選
別

作
業
等
を
妻
と
深
夜
ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

苦
難
の
時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
た
と
、感
謝
の
思
い
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。

　
我
が
社
の
メ
イ
ン
事
業
は
、廃
車
を

引
き
取
っ
て
解
体
し
、そ
の
部
品
を
再

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
、現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
98
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
で
、一
流
の
仕

事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
社
員
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、河
川
の
浄
化
活
動
や
会

社
周
辺
の
清
掃
の
他
、地
域
の
お
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、社

会
貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、私
が
会
長
を
務
め
る
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、廃
校
寸
前
ま
で
す荒

さ
ん
で
い
た
高
校
を
立
ち
直
ら
せ
た
、

現
役
の
先
生
を
招
い
て
、地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

 

一
番
実
現
し
た
い
の
は
、リ
サ
イ
ク
ル

業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
で
す
。

こ
の
業
界
は
、３
Ｋ（
き
つ
い・汚
い・危

　
そ
し
て
、サ
ー
ビ
ス
精
神
を
持
つ
と

い
う
意
識
を
全
社
員
が
共
有
し
て
お

り
、来
社
さ
れ
た
ど
な
た
に
対
し
て

も
、心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
を
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、私
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
社
員
の

お
蔭
で
あ
り
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。仕
事
の
面
で
厳
し
く
叱
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、社
員
の
成
長
は
、私
に

と
っ
て
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、

給
料
日
に
は
感
謝
の
想
い
を
込
め
て
、

私
自
ら
手
渡
し
で
給
料
の
授
与
式
を

行
っ
て
い
ま
す
。福
利
厚
生
に
も
力
を

注
い
で
お
り
、２
年
に
１
回
社
員
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
旅
行
は
、社
員

間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
当
然
で

す
が
、一
流
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、一
流

　
こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、我
が
社
で
は「
何
事
に
も
熱
意
を

持
っ
て
挑
め
」「
未
来
に
向
か
っ
て
躍
動

し
ろ
」「
皆
と
の
調
和
を
図
れ
」を
経
営

理
念
に
定
め
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、こ

の
経
営
理
念
を
反
映
さ
せ
た
我
が
社

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、風
に
向
か
っ
て

進
む
は
ん
せ
ん

帆
船
の
帆
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お

り
、赤
は「
情
熱
」を
、青
は「
躍
動
」

を
、緑
は「
調
和
」を
意
味
し
て
い
ま

す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
行
動
力
、そ
し

て
人
と
環
境
の
調
和
を
目
指
し
た
企

業
姿
勢
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
の

は
、顧
客
目
線
に
立
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
。例
え
ば
当
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、運
搬
の
み
な
ら
ず
お
客
様
と

我
が
社
を
結
ぶ
役
目
も
担
っ
て
お
り
、

お
客
様
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
問
題
等

の
情
報
を
入
手
し
、我
が
社
か
ら
積
極

的
に
動
く「
提
案
型
営
業
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
ご
要
望
や
お
問
合
せ
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、

工
場
で
取
り
外
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解

し
、高
純
度
の
ア
ル
ミ
イ
ン
ゴ
ッ
ト（
※
）

を
作
っ
て
い
ま
す
。エ
ン
ジ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、エ
ン
ジ
ン
用
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
利
用
出
来
る

為
、ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
作
る
よ
り
も
コ
ス
ト
と
時
間
を
節
約

出
来
る
だ
け
で
な
く
、多
大
な
省
エ
ネ

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、自
動
車
の
解
体
工
程
で
選

別
し
た
部
品
類
を
ほ
ぼ
全
て
再
利
用

す
る
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、長
崎
県

内
で
は
唯
一
、「
経
済
産
業
省
・
環
境

省
主
務
大
臣
認
定
」を
受
け
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
先
進
の
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
業
界
で
も
注
目

を
集
め
、現
在
で
は
国
内
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
契
約
を

結
ぶ
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ン
ゴ
ッ
ト
：
溶
か
し
た
金
属
を
い鋳
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
た
も
の

社
員
が
い
て
こ
そ
の
会
社
、

会
社
の
財
産
は「
人
」そ
の
も
の

▲見学風景（再利用されたアルミインゴット）▲2年に1度の社員との海外旅行（北京）

▲左から田中課長、吉川常務、吉川社長、小幡頭取、山下支店長（親和銀行）

▲吉川社長

▲鳥栖工場 ▲長崎リソースファクトリー ▲本社

険
）の
代
名
詞
で
し
た
。今
で
は
環
境

保
護
の
考
え
が
広
ま
り
、少
し
ず
つ
温

か
い
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。社
員
自
身
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、ま
た
家
族
に
対
し
て
誇

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
か
け
が
え
の
な
い
地

球
を
引
き
継
ぐ
為
、今
後
も
優
秀
な

技
能
を
持
っ
た
社
員
を
育
成
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
実
現

す
る
べ
く
、日
夜
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。
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郡
多
良
見
町（
現 

諫
早
市
多
良
見
町
）

に
本
社
を
移
転
し
、2
0
0
1
年（
平

成
13
年
）に
父
の
跡
を
継
い
で
私
が
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
解
体
も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、自
社
で
エ
ン
ジ
ン
を
溶
解
し
、ア

ル
ミ
素
材
を
販
売
す
る
為
、91
年（
平

成
３
年
）に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
解
工
場

「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
長
崎
リ
ソ
ー

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で
の
自
動
車
解
体・

リ
サ
イ
ク
ル
や
、「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」で

の
自
動
車
中
古
部
品
販
売
等
に
進
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
06
年（
平
成
18
年
）に
完
成
し
た
、

長
崎
県
初
の
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
は
、我
が
社
の
業
容
が
拡

大
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、本
年
５
月
に
佐
賀
県
鳥
栖

市
で
も
全
天
候
型
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
歴
史
は
、新
技
術
開
発

に
向
け
た
社
員
と
の
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
く
な
か
っ

　
我
が
社
は
、1
9
5
0
年（
昭
和
25

年
）に
私
の
父
が
長
崎
市
岩
川
町
で
創

業
し
た
　
川
商
店
が
前
身
で
す
。当

時
は
、主
に
鉄
く
ず
や
古
紙
、空
き
ビ

ン
等
の
回
収
・
販
売
を
手
が
け
て
い
ま

し
た
。77
年（
昭
和
52
年
）に
は
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
、長
崎
・
島
原
・

大
村
地
区
を
カ
バ
ー
出
来
る
に
し
そ
の
ぎ

西
彼
杵

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　本日は、自動車リサイクル工場での社員の方の細やかな手作業と、「ニブラ」
と呼ばれる大型重機による自動車の解体作業を見学させて頂きました。そこ
では、自動車のエンジンから内装のプラスチックに至るまで無駄なく再資源化
されており、98％という高いリサイクル率には感嘆致しました。
　佐賀県鳥栖市でも最先端の全天候型自動車リサイクル工場が稼動し、益々
ご発展されることと思います。今後も、かけがえのない地球を後世に引き継ぐ
為にリサイクル業界の先頭を走り、100％リサイクル社会を実現して頂けるこ
とを期待致します。

株式会社 　川金属商事

場「
長
崎
リ
ソ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」で

は
、九
州
一
円
及
び
山
口
県
か
ら
廃
車

を
回
収
し
、手
作
業
や
ニ
ブ
ラ（
大
型

重
機
）を
用
い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ツ
選
別
や
車
体
の
解
体
、再
資
源
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。タ
イ
ヤ
は
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
て
、自
動
車
は
さ
い
ざ
ん

破
砕
残
さ
は
道

路
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、廃
車

に
残
っ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
も
、工
場
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
燃
料
や
ア
ル
ミ
溶
解
の
燃
料
に
用
い

て
い
ま
す
。更
に
、内
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
破
砕
し
て
、物
流
用
パ
レ
ッ
ト
の

原
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の

屋
根
付
き
の
工
場
は
、工
場
内
の
廃
液

や
油
水
等
を
き
れ
い
に
す
る
最
先
端

の
排
水
・
処
理
設
備
を
完
備
し
て
お

り
、騒
音
や
美
観
に
も
配
慮
し
た
革
新

的
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

有
し
て
い
ま
す
。

　「
長
崎
リ
パ
ー
ツ
」は
、厳
選
し
た
自

動
車
部
品
を
再
び
活
用
出
来
る
よ
う

に
処
理
し
、新
品
に
近
い
商
品
に
仕
上

げ
て
販
売
す
る
部
門
で
す
。保
管
パ
ー

ツ
数
は
常
時
1
万
点
を
超
え
て
お
り
、

た
自
動
車
解
体
に
お
い
て
、偶
然
自
動

車
整
備
の
経
験
を
持
つ
社
員
が
入
社

し
た
こ
と
で
、研
究
を
重
ね
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

溶
解
工
場「
長
崎
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
」操

業
時
で
、当
時
、社
員
は
３
人
し
か
お

ら
ず
、社
員
が
帰
っ
た
後
、銅
の
選
別

作
業
等
を
妻
と
深
夜
ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

苦
難
の
時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
た
と
、感
謝
の
思
い
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。

　
我
が
社
の
メ
イ
ン
事
業
は
、廃
車
を

引
き
取
っ
て
解
体
し
、そ
の
部
品
を
再

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
、現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
98
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
全
天
候
型
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
で
、一
流
の
仕

事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
社
員
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、河
川
の
浄
化
活
動
や
会

社
周
辺
の
清
掃
の
他
、地
域
の
お
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、社

会
貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、私
が
会
長
を
務
め
る
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、廃
校
寸
前
ま
で
す荒

さ
ん
で
い
た
高
校
を
立
ち
直
ら
せ
た
、

現
役
の
先
生
を
招
い
て
、地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
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解
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す
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ジ
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の
ア
ル
ミ
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と

し
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ぼ
そ
の
ま
ま
再
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る
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キ
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ア
ル
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ム
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作
る
よ
り
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節
約

出
来
る
だ
け
で
な
く
、多
大
な
省
エ
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効
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も
あ
り
ま
す
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そ
し
て
、自
動
車
の
解
体
工
程
で
選

別
し
た
部
品
類
を
ほ
ぼ
全
て
再
利
用

す
る
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、長
崎
県

内
で
は
唯
一
、「
経
済
産
業
省
・
環
境

省
主
務
大
臣
認
定
」を
受
け
ま
し
た
。

地
球
に
や
さ
し
い
先
進
の
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
業
界
で
も
注
目

を
集
め
、現
在
で
は
国
内
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
契
約
を

結
ぶ
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ン
ゴ
ッ
ト
：
溶
か
し
た
金
属
を
い鋳
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
た
も
の

社
員
が
い
て
こ
そ
の
会
社
、

会
社
の
財
産
は「
人
」そ
の
も
の

▲見学風景（再利用されたアルミインゴット）▲2年に1度の社員との海外旅行（北京）

▲左から田中課長、吉川常務、吉川社長、小幡頭取、山下支店長（親和銀行）

▲吉川社長

▲鳥栖工場 ▲長崎リソースファクトリー ▲本社

険
）の
代
名
詞
で
し
た
。今
で
は
環
境

保
護
の
考
え
が
広
ま
り
、少
し
ず
つ
温

か
い
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。社
員
自
身
が
仕
事
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、ま
た
家
族
に
対
し
て
誇

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
か
け
が
え
の
な
い
地

球
を
引
き
継
ぐ
為
、今
後
も
優
秀
な

技
能
を
持
っ
た
社
員
を
育
成
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
実
現

す
る
べ
く
、日
夜
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。
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平成24年8月27日現在

■創　　業：1955年
■設　　立：1960年
■所 在 地：熊本県八代市
■資 本 金：1,500万円
■従 業 員：40名、

うち指導員・検定員24名（パート含む）
■事業内容：自動車学校
■事業拠点：熊本県八代市（本社、教習所）
■取 引 店：　　　　　　　  八代支店  0965-32-2103

有限会社
八代ドライビングスクール

八代ドライビングスクール

株式会社 　川金属商事 　川金属商事

トップに聞く！ 会社概要

■創　　業：1950年
■設　　立：1979年
■所 在 地：長崎県諫早市
■資 本 金：1,500万円
■従 業 員：66名
■事業内容：自動車・非鉄金属リサイクル、自動車中古部品販売
■事業拠点：長崎県諫早市（本社）、長崎県大村市、佐賀県鳥栖市（工場）
■取 引 店：　　　　　　　  多良見支店  0957-43-1151

株式会社
　川金属商事

18p 23p

株式会社 久原本家食品 久原本家食品

■創　　業：1893年
■設　　立：1951年
■所 在 地：福岡県糟屋郡
■資 本 金：5,000万円
■従 業 員：550名（2013年6月期・グループ合計）
■事業内容：醤油・味噌・酢・加工調味料・辛子明太子等の製造販売、自然食レストラン「茅乃舎」の運営
■事業拠点：福岡県糟屋郡（本社・工場・レストラン・店舗）、福岡市東区（工場）
■関連会社：福岡県糟屋郡   株式会社 久原本家グループ本社、株式会社 久原本家

　　　　　　   株式会社 久原醤油、農業生産法人 有限会社 美田
■取 引 店：　　　　　　　  箱崎支店  092-641-0331

株式会社
久原本家食品

6p 11p

有限会社
八代ドライビングスクール

12p 17p
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

黒
田
官
兵
衛 

﹇
く
ろ
だ
か
ん
べ
え
﹈

天
文
十
五
年
〜
慶
長
九
年（
一
五
四

六
〜
一
六
〇
四
）。戦
国
期
の
武
将
。

実
名
孝
高
、号
に
如
水
。播
磨
の
小

領
主
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
る
。豊

臣
秀
吉
に
仕
え
、天
下
統
一
に
尽
力

す
る
。関
ヶ
原
合
戦
時
は
隠
居
の
身

な
が
ら
、独
自
に
九
州
地
方
を
席
巻
。

時
流
を
読
む
能
力
と
そ
の
過
信

黒田如水画像（大分県立歴史博物館蔵）
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

黒
田
官
兵
衛 

﹇
く
ろ
だ
か
ん
べ
え
﹈

天
文
十
五
年
〜
慶
長
九
年（
一
五
四

六
〜
一
六
〇
四
）。戦
国
期
の
武
将
。

実
名
孝
高
、号
に
如
水
。播
磨
の
小

領
主
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
る
。豊

臣
秀
吉
に
仕
え
、天
下
統
一
に
尽
力

す
る
。関
ヶ
原
合
戦
時
は
隠
居
の
身

な
が
ら
、独
自
に
九
州
地
方
を
席
巻
。

時
流
を
読
む
能
力
と
そ
の
過
信

黒田如水画像（大分県立歴史博物館蔵）

 

き   

た 

い

稀
代
の
名
参
謀
、最
後
の
使
命
。

父
は
子
に
何
を
残
せ
る
か

埼玉県生まれ、福岡県在住。
慶應義塾大学卒業後、大手航空会社の国際
線乗務員として7年半勤務。
結婚、出産、そして大病を経験し、命を紡ぐこと
の大切さを感じて、結婚コンサルタントとして
活動を始める。2012年、日本の歴史や文化
の素晴らしさを国内外に向け広く発信する
「株式会社ことほぎ」を設立。全国各地で開催
される歴史講座は、「歴史が嫌いな人でも、
歴史を好きになってしまう」と好評を博している。
著書に『人生に悩んだら「日本史」に聞こう』
（共著、祥伝社）がある。

代表 白駒 妃登美 氏
株式会社 ことほぎ

く 

ろ 

だ

黒
田 

か

 

ん

 

べ 

え

官
兵
衛

著　者
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

失
敗
に
学
ぶ

天正5年7月23日付羽柴秀吉自筆書状（福岡市博物館蔵）
織田勢中国方面司令官当時の秀吉からの手紙。官兵衛を秀吉の実弟である
秀長同様に信頼する旨が記され、親密な関係がうかがえる。

天正5年9月6日付織田信長朱印状（福岡市博物館蔵）
織田と結んだ黒田官兵衛に対し、中国攻め大将の羽柴（豊臣）秀吉に従うよう
指示をしている。
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

失
敗
に
学
ぶ

天正5年7月23日付羽柴秀吉自筆書状（福岡市博物館蔵）
織田勢中国方面司令官当時の秀吉からの手紙。官兵衛を秀吉の実弟である
秀長同様に信頼する旨が記され、親密な関係がうかがえる。

天正5年9月6日付織田信長朱印状（福岡市博物館蔵）
織田と結んだ黒田官兵衛に対し、中国攻め大将の羽柴（豊臣）秀吉に従うよう
指示をしている。
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文禄2年8月9日付 黒田如水自筆覚書（福岡市博物館蔵）
息子長政に宛てた自筆の遺言状。当時官兵衛は朝鮮陣で受けた秀吉の勘気により賜死の可能性があり、有岡城幽閉に匹敵する生命の危機にあった。
そのような中、秀吉や豊臣秀次に忠誠を尽くせば、神に祈る必要はないと記している。

「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

相
反
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
大
活
躍

黒田長政像（重要文化財 福岡市博物館蔵）
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文禄2年8月9日付 黒田如水自筆覚書（福岡市博物館蔵）
息子長政に宛てた自筆の遺言状。当時官兵衛は朝鮮陣で受けた秀吉の勘気により賜死の可能性があり、有岡城幽閉に匹敵する生命の危機にあった。
そのような中、秀吉や豊臣秀次に忠誠を尽くせば、神に祈る必要はないと記している。

「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

相
反
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
大
活
躍

黒田長政像（重要文化財 福岡市博物館蔵）
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

最
後
ま
で
で
き
る
こ
と
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

最
後
ま
で
で
き
る
こ
と
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

牡丹芍薬公園（舞鶴公園内の黒田如水住居跡の周辺は公園として整備されている）

潮見櫓（福岡城の城跡の大半は舞鶴公園となっている）
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「
今
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
き
ょ
う
と

京
都
の
ほ
ん
の
う

本
能
寺
で 

お  

だ  

の
ぶ
な
が

織
田
信
長
が

あ
け
ち  

み
つ
ひ
で

明
智
光
秀
に
討
た

れ
た
と
い
う
報
に
接
し
た
時
、驚
き
と
悲
し
み
で
ど
う
こ
く

慟
哭

す
る
と
よ
と
み 

ひ
で
よ
し

豊
臣
秀
吉
の
傍
ら
で
、側
近
の
く
ろ
だ  

か
ん
べ
え 

黒
田
官
兵
衛
の
直

感
は
、
さ冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。
織
田
方
の
諸
将
が
、大
将

の
信
長
を
失
い
、窮
地
に
お
ち
い陥
っ
た
と
あ
せ焦
る
中
、官
兵
衛
の

目
に
は
、未
来
に
向
か
っ
て
秀
吉
の
運
が
大
き
く
開
け
て

い
く
の
が
、は
っ
き
り
と
見
え
た
は
ず
で
す
。

　
官
兵
衛
が
進
言
し
た
通
り
、交
戦
中
だ
っ
た
も
う
り

毛
利
氏

と
急
ぎ
わ
ぼ
く

和
睦
し
た
秀
吉
は
、「
ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

中
国
大
返
し
」
を
実
行

し
ま
す
。び
っ
ち
ゅ
う

備
中
国
た
か
ま
つ

高
松
城（
現
在
の
お
か
や
ま

岡
山
県
岡
山
市
）か
ら

や
ま
し
ろ

山
城
国
や
ま
ざ
き

山
崎
（
現
在
の
京
都
府
お
と
く
に

乙
訓
郡
お
お
や
ま
ざ
き

大
山
崎
町
）ま
で
の

約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、二
万
を
超
え
る
大
軍
が
わ
ず

か
十
日
で
踏
破
す
る
と
い
う
離
れ
わ
ざ業
を
演
じ
、見
事
主

君
の
仇
を
討
つ
と
、や
が
て
か
ん
ぱ
く

関
白
と
な
り
天
下
を
統
一

し
、栄
華
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。官
兵
衛
の
時
流
を
見

る
目
の
確
か
さ
は
、そ
の
後
の
歴
史
が
実
証
し
て
い
る
の

で
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
は
、歴
史
上
、秀
吉
の
さ
ん
ぼ
う

参
謀
と
し
て
知

ら
れ
、高
松
城
水
攻
め
、中
国
大
返
し
、山
崎
の
合
戦
、

し
ず
が
た
け

賤
ヶ
岳
の
戦
い
、し
こ
く

四
国
攻
め
、き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
平
定
と
、秀
吉
の
天

下
と獲
り
の
陰
に
は
、常
に
官
兵
衛
の
戦
略
・
戦
術
上
の
的

確
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
は
は
じ
め
か
ら
秀
吉
や
信
長
に
仕
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
こ
で
ら

小
寺
氏
の
か
ろ
う

家
老
と

し
て
、
ひ
め
じ

姫
路
城
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

信
長
は
、村
重
説
得
に
向
か
っ
た
官
兵
衛
が
戻
っ
て
こ
な

い
の
で
、官
兵
衛
が
自
分
を
裏
切
り
、荒
木
方
に
寝
返
っ

た
と
早
々
に
判
断
し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
質
と
し
て
あ

ず
か
っ
て
い
た
官
兵
衛
の
一
人
息
子
・し
ょ
う
じ
ゅ
ま
る

松
寿
丸
を
殺
す
よ

う
に
命
じ
た
の
で
す
。

　
官
兵
衛
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
有
岡
城
か
ら
救
出
さ

れ
た
時
、信
長
は
、官
兵
衛
の
忠
義
の
深
さ
を
知
り
、感

激
し
ま
す
。と
同
時
に
、早
ま
っ
て
松
寿
丸
を
殺
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
…
…
松
寿
丸
は
生
き
て
い
た
の
で
す
。

「
官
兵
衛
に
か
ぎ
っ
て
、裏
切
る
わ
け
が
な
い
」

と
信
じ
た
男
が
、松
寿
丸
を
殺
害
し
た
ふ
り
を
し
て
、

か
く
ま匿
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
し
松
寿
丸
の
命
を
助
け
た
こ
と
が
信
長
に
知
ら
れ

れ
ば
、信
長
の
怒
り
に
触
れ
て
、こ
の
男
が
殺
さ
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
懸
け
て
松
寿
丸
を
守
っ
た
、そ
の

男
の
名
は
、た
け
な
か 

は
ん
べ
え 

竹
中
半
兵
衛
。秀
吉
の
前
半
生
に
お
け
る
名

参
謀
で
す
。と
も
に
秀
吉
の
ぐ
ん
し

軍
師
と
し
て
知
ら
れ
る
二
人

は
、互
い
の
才
能
も
人
間
性
も
知
り
尽
く
し
、こ
れ
ほ
ど

の
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
半
兵
衛
は
、自
分
の
一
存
で
松
寿
丸
を
生
か
す
こ
と

で
、結
果
的
に
、信
長
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、黒
田
家

の
ピ
ン
チ
も
救
っ
た
の
で
す
。

　
小
寺
氏
を
含
め
、
は
り
ま

播
磨
（
現
在
の
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
の
一
部
）の
小

大
名
た
ち
は
、東
に
織
田
、西
に
毛
利
と
い
う
二
つ
の
大
勢

力
に
挟
ま
れ
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
す
。彼
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、ど
ち
ら
に
つ
く
か
決
め
か
ね
、状
況
に
流
さ

れ
て
織
田
に
つ
い
た
り
毛
利
に
つ
い
た
り
し
て
、
き
　
し

旗
幟
を
鮮

明
に
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、早
い
う
ち
か
ら
信
長
の
才

能
を
高
く
評
価
し
、そ
の
将
来
性
を
見
抜
い
た
官
兵
衛

は
、主
君
の
小
寺
ま
さ
も
と

政
職
に
信
長
に
し
ん
じ
ゅ
う

臣
従
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、官
兵
衛
の
読
み
が
見
事
に

的
中
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
以
降
、信
長
の
意

を
受
け
て
秀
吉
の
与
力
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、地
方
の
小

大
名
の
家
老
と
い
う
埋
も
れ
た
存
在
か
ら
、一
躍
、秀
吉

の
天
下
獲
り
の
名
参
謀
と
し
て
、歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り

出
た
の
で
す
。

　
時
流
を
見
る
目
が
確
か
な
だ
け
で
な
く
、外
交
や
交

渉
術
に
も
た長
け
、そ
の
上
、か
し
ょ
う

寡
少
な
兵
力
で
何
度
も
大
軍

を
破
っ
た
ほ
ど
の
い
く
さ
じ
ょ
う
ず

戦
上
手
。戦
国
武
将
と
し
て
の
官
兵
衛

に
は
、さ
し
あ
た
っ
て
欠
点
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
唯
一
の
欠
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、自
分
の
才
能
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、自
分
の
尺
度
で
人
を
お推
し

は
か量
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、官
兵
衛

　
す
べ
て
を
知
っ
た
官
兵
衛
は
、息
子
の
命
を
守
っ
て
く

れ
た
半
兵
衛
に
、心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
感
謝
の
言
葉
は
、半
兵
衛
に
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。官
兵
衛
が
有
岡
城
か
ら
戻
る
前
に
、半
兵
衛

は
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
村
重
謀
反
の
一
件
は
、そ
れ
ま
で
己
の
才
能
に
頼

り
、自
制
の
き
か
な
か
っ
た
官
兵
衛
に
、さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、官

兵
衛
は
、人
を
認
め
、自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
結
果
、功
名
心
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
官
兵
衛
だ
っ
た
か

ら
、そ
の
後
、秀
吉
の
名
参
謀
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
、い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
過
酷

な
状
況
が
続
く
中
で
、官
兵
衛
は
、自
分
に
と
っ
て
家
族

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、実
感
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
官
兵
衛
は
、こ
の
時
代
の
武
将
に
し
て

は
珍
し
く
そ
く
し
つ

側
室
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
時
の
経

験
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

は
、こ
の
欠
点
が
災
い
し
て
、危
う
く
命
を
落
と
し
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
織
田
家
の
重
臣
で
せ
っ
つ

摂
津
（
現
在
の
お
お
さ
か

大
阪
府
と
兵
庫
県
の

一
部
）の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た 

あ
ら
き  

む
ら
し
げ

荒
木
村
重
が
、信
長
に

対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
、あ
り
お
か

有
岡
城
に
ろ
う
じ
ょ
う

籠
城
し
た
時
の
こ

と
。
官
兵
衛
の
主
君
・
小
寺
政
職
が
、家
老
で
あ
る
官
兵

衛
に
何
の
相
談
も
な
く
、村
重
に
呼
応
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、官
兵
衛
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

　
信
長
と
政
職
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た
官
兵
衛
は
、

村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、単
身
、有
岡
城
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
官
兵
衛
の
目
に
は
、謀
反
が
到
底
成

功
す
る
と
は
思
え
ず
、理
を
持
っ
て
さ
と諭
せ
ば
、村
重
を

説
得
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
、村
重

を
ほ
ん
い

翻
意
さ
せ
る
だ
け
の
状
況
判
断
力
と
説
得
力
が
あ

る
と
、絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
け
れ
ど
も
、人
は
み
な
、官
兵
衛
と
同
じ
よ
う
に
的
確

な
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
人
の
心
を
動

か
し
て
い
る
の
は
、理
屈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、有
岡

城
で
官
兵
衛
は
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
ん
と
村
重
は
、官
兵
衛
に
会
お
う
と
も
せ
ず
に
、城

内
の
牢
に
幽
閉
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
う
な
っ
て
は
、

状
況
判
断
力
や
説
得
力
と
いっ
た
官
兵
衛
の
た
ぐ類
い
ま
れ
な

る
才
能
も
、宝
の
持
ち
腐
れ
。官
兵
衛
は
、最
大
の
武
器

を
封
じ
ら
れ
た
ま
ま
、空
し
く
時
を
過
ご
す
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
荒
木
方
の
籠
城
戦
は
、官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ
込
め
た

ま
ま
、そ
の
後
一
年
近
く
も
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、つ
い

に
有
岡
城
が
落
城
。そ
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
城
内
に
潜
入

し
た
官
兵
衛
の
家
臣
が
、衰
弱
し
き
っ
た
官
兵
衛
を
発

見
、助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
一
年
近
く
も
の
間
、日
の
あ
た
ら
な
い
狭
い
地
下
牢

で
、足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
ず
に
暮
ら
し
た
官
兵
衛
。

救
出
さ
れ
た
時
、彼
は
、肉
が
落
ち
て
別
人
の
よ
う
に
や痩

せ
細
り
、皮
膚
病
を
わ
ず
ら患
い
、髪
は
半
分
以
上
も
抜
け
落

ち
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、足
腰
が
立
た
な
い
状
態
で
、生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
し
た
。

　
官
兵
衛
の
肉
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻
で
、そ
の
後
、体

調
は
回
復
し
て
も
、片
足
は
伸
び
な
い
ま
ま
で
、い
つ
も
片

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、官
兵
衛
の
苦
難
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
官
兵
衛
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、信
長
に
対
し
て
忠
節
を
貫
い
た
の
で
す
が
、当
の

　
彼
の
一
人
息
子
・
長
政
は
、父
親
の
よ
う
に
、将
と
し
て

の
天
性
の
素
質
や
カ
リ
ス
マ
性
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、非
常
に
堅
実
な
性
格
で
、立
派
な
跡

継
ぎ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
偉
大
な
父
親
の
影
で
悩

み
、苦
し
み
、家
運
の
衰
退
を
招
い
て
し
ま
う
二
代
目
が

多
い
中
で
、長
政
は
大
名
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
、そ
の
実
力
は
大
い
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、お
そ
ら
く
当
の
長
政
は
、ほ
か
の
誰
か
ら
も
認

め
ら
れ
な
く
て
い
い
か
ら
、た
っ
た
一
人
の
人
に
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
長
政
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
存
在
、そ
れ
が
官
兵
衛

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。長
政
は
、松
寿
丸

と
呼
ば
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
父

に
憧
れ
、父
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
…
…
。私

に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、長
政
は
、父
親
譲
り
の
分
析
力

を
発
揮
し
、と
く
が
わ
い
え
や
す

徳
川
家
康
こ
そ
が
次
の
天
下
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
し
、家
康
に
接
近
し
ま
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
の
折
に
は
、い
し
だ  

み
つ
な
り

石
田
三
成
に
敵
意
を
抱
く

豊
臣
お
ん
こ

恩
顧
の
大
名
た
ち
を
家
康
の
元
に
結
束
さ
せ
、さ

　
た
だ
、官
兵
衛
の
場
合
、息
子
へ
の
愛
情
は
、妻
へ
の

愛
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
官
兵
衛
に
は
、教
育
者
的
な
側
面
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
、才
能
の
あ
る
子
ど
も
や
若
者
を
愛
し
、わ
が
息
子

だ
け
を
か
わ
い
が
る
と
い
っ
た
そ  

ぶ
素
振
り
は
見
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
有
岡
城
か
ら
命
か
ら
が
ら
戻
っ
た
時
、息
子
の
死
を

聞
か
さ
れ
、悲
嘆
に
く
れ
た
官
兵
衛
。そ
の
息
子
が
実
は

生
き
て
い
た
こ
と
を
知
り
、あ
れ
ほ
ど
喜
び
、恩
人
で
あ

る
半
兵
衛
や
天
に
感
謝
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、官
兵
衛

も
、本
心
で
は
、息
子
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
で
も
、父
親
の
息
子
へ
の
愛
情
と
い
う
の
は
、母
性
と
は

違
い
、多
く
の
場
合
、ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表
現
さ
れ
ま
せ

ん
。と
く
に
、豊
臣
政
権
下
で
大
名
と
な
っ
た
官
兵
衛
に

と
っ
て
、息
子
へ
の
愛
情
と「
家
」
を
守
る
こ
と
は
、同
じ

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

生
身
の
父
親
と
し
て
息
子
に
感
じ
る
愛
情
と
、家
を
守
っ

て
い
く
責
任
が
、混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
…
…
。

　
父
親
は
、息
子
を
い
と愛
お
し
い
と
思
い
つ
つ
、つ
い
黒
田
家
の

跡
取
り
と
し
て
、十
分
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。 

さ
い
き  

か
ん
ぱ
つ

才
気
煥
発
な
官
兵
衛
な
だ
け

に
、自
分
と
比
較
し
て
、息
子
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
見

え
す
ぎ
て
し
ま
う
。す
る
と
、男
同
士
、微
妙
な
心
理
が

働
き
、そ
れ
が
息
子
に
も
伝
わ
る
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
と
は
い
え
、官
兵
衛
は
若
い
頃
か

ら
戦
陣
に
出
続
け
て
い
た
の
で
、父
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
は
想
像
以
上
に
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
、

一
城
の
主
と
な
る
よ
う
な
武
家
の
跡
取
り
に
は
、帝
王

学
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
幼
い
頃
か
ら
養
育
係
が
つ

け
ら
れ
、親
子
と
い
え
ど
も
距
離
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
こ
と
も
、親
子
関
係
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
松
寿
丸
に
と
っ
て
、父
・
官
兵
衛
は
、甘
え
る
対
象
で
は

な
く
、憧
れ
で
あ
り
、誇
り
で
あ
り
、同
時
に
、越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
壁
で
あ
り
、し
か
し
決
し
て
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
…
…
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
ら
の
才
覚
で
、大
名
に
上
り
詰
め
た
官
兵
衛
で
し

た
が
、名
参
謀
と
し
て
秀
吉
の
天
下
獲
り
を
支
え
た
わ

り
に
は
、彼
に
与
え
ら
れ
た
所
領
は
、十
二
万
五
千
石

（
諸
説
あ
り
。
た
い
こ
う 

け
ん
ち

太
閤
検
地
後
十
七
万
石
と
も
）と
い
う
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。し
か
も
、場
所
は
、お
お
さ
か

大
坂
か
ら
遠
く
離
れ

た
ぶ
ぜ
ん

豊
前（
現
在
の
お
お
い
た

大
分
県
と
ふ
く
お
か

福
岡
県
の
一
部
）。

　
こ
の
処
遇
は
、秀
吉
が
官
兵
衛
を
過
小
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、秀
吉
は
、誰
よ
り
も

官
兵
衛
の
才
覚
と
智
謀
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、官
兵
衛
を
恐
れ
た
の
で
す
。

彼
に
、そ
の
功
績
に
見
合
っ
た
大
き
な
所
領
を
与
え
れ

ば
、天
下
人
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
お
び
や脅
か
す
存
在
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
秀
吉
の
心
の
機
微
を
察
し
た
官
兵
衛
は
、天
正

十
七（
一
五
八
九
）年
に
隠
居
し
、家
督
を
嫡
男
・な
が
ま
さ

長
政
（
松

寿
丸
の

げ
ん
ぷ
く

元
服
後
の
名
前
）に
譲
り
ま
し
た
。
後
に
、官
兵
衛

は
自
ら
を
「
じ
ょ
す
い

如
水
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、こ

の「
如
水
」と
い
う
名
に
、官
兵
衛
の
心
情
が
表
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
自
分
の
心
は
澄
ん
だ
水
の
ご
と如

し
、一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
」と
、秀
吉
に
言
外
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
居
後
も
、官
兵
衛
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
仕
え
続

け
ま
し
た
。
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
、天
下
統
一
の
最

終
局
面
・
お
だ
わ
ら

小
田
原
攻
め
の
折
に
は
、秀
吉
に
請
わ
れ
城
主

の
ほ
う
じ
ょ
う

北
条
父
子
の
説
得
に
あ
た
り
、小
田
原
城
開
城
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　
如
水
＝
官
兵
衛
が
何
よ
り
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、地
位

で
も
財
産
で
も
な
く
、人
生
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
、自

分
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、関
ヶ
原
の
戦
い
で
自
分
が
い
か
に
活
躍
し
た
か
、そ
の

こ
と
に
家
康
が
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
く
れ
た
か
を
、得
意

げ
に
如
水
に
報
告
し
た
は
ず
で
す
。

「
よ
く
や
っ
た
」

　
た
だ
そ
の
一
言
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、長
政
の

原
動
力
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、長
政
の
意
に
反
し
て
、如
水
は
不
機
嫌

で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
は
、如
水
に
と
っ
て

せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
が
、息
子
・
長
政
の
活
躍
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
っ
た
と
き
、如
水
は
自
分
の
内

に
ふ
つ
ふ
つ
と
情
熱
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
、抑
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。秀
吉
の
天
下
獲
り

を
支
え
た
如
水
に
、つ
い
に
自
分
の
た
め
に
才
能
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。こ
の
時
、如
水
五
十

五
歳
。お
そ
ら
く
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
前
・
な
か
つ

中
津
に
隠
居
中
の
如
水
は
、「
関
ヶ
原
で
東
西

両
軍
が
争
う
す
き隙
に
九
州
全
土
を
せ
ん
き
ょ

占
拠
し
、東
上
し
て

関
ヶ
原
の
勝
者
を
倒
す
」と
い
う
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
康
に
つ
い
た
長
政
と
足
並
み
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、自
ら
も
家
康
に
つ
き
、九
州
で
挙
兵
す
る
意
思
を

示
し
、家
康
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。と
い
っ
て
も
、黒
田
軍

の
主
力
は
長
政
に
率
い
ら
れ
、関
ヶ
原
に
出
陣
し
て
い
る

の
で
、如
水
は
長
年
た
く
わ蓄
え
た
金
銀
を
領
民
に
与
え
、九

千
人
ほ
ど
の
速
成
軍
を
作
っ
た
の
で
す
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、彼
ら
は
戦
い
の
素
人
で
す
。で
も
、そ

ん
な
彼
ら
を
た
ば束
ね
る
の
は
、人
心
を
し
ょ
う
あ
く

掌
握
す
る
こ
と
に

た長
け
、し
か
も
い
く
さ戦
で
は
負
け
た
記
憶
の
な
い
如
水
で
す
。

彼
ら
は
、如
水
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
り
、連
戦
連
勝
、ま
た
た瞬
く

間
に
九
州
北
部
を
制
圧
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
数
万
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
勢
で
、こ
の
ま
ま
九
州
を

席
巻
し
、関
ヶ
原
の
勝
者
に
決
戦
を
挑
も
う
…
…
そ
ん

な
彼
の
壮
大
な
戦
略
は
、突
然
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、た
っ
た
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

 

「
関
ヶ
原
の
戦
い
が
、あ
と
数
ヵ
月
続
い
て
い
た
ら
…
…
」。

た
と
え
自
分
が
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
天
下
を
獲
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、天
下
を
狙
う
と
い
う
夢
を
み
る
こ
と
は
で

き
た
。そ
し
て
、そ
の
天
下
を
分
け
る
お
お
い
く
さ

大
戦
で
、自
分
の

才
能
と
運
を
思
う
存
分
た
め試
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ潰
し
た
の
が
、皮
肉
に

も
息
子
だ
っ
た
と
は
…
…
。
武
将
と
し
て
の
器
、才
能
と

い
う
点
で
は
、自
分
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
息
子
が
、自

分
の
夢
を
く
だ砕
い
た
の
で
す
。
歴
史
と
は
、な
ん
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
し
ょ
う
。

　
天
下
を
夢
見
た
父
と
、家
の
安
泰
と
発
展
を
願
っ
た

息
子
。初
代
と
二
代
目
の
気
質
の
違
い
が
表
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
如
水
の
魅
力
は
、こ
れ
以
降
、天
下
に
対
す
る
未
練
を

き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
り
、風
雅
な
文
化
人
と
し
て
余
生
を

送
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
三
年
半
が

過
ぎ
た
け
い
ち
ょ
う

慶
長
九（
一
六
〇
四
）
年
春
に
、京
都
ふ
し
み

伏
見
藩
邸

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。数
え
年
五
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、如
水
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
つ
ね
に
人
に
対
し
て
寛
容
だ
っ
た
如
水
が
、
急
に

ぐ
　
ち

愚
痴
っ
ぽ
く
な
り
、人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
短
気
に
な
っ

て
、ま
わ周
り
の
者
に
対
し
て
怒
り
ち
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
困
っ
た
家
臣
が
、そ
れ
と
な
く
長
政
の
耳
に
入
れ
ま
し

た
。
父
の
変
貌
ぶ
り
を
聞
い
た
長
政
の
胸
中
に
は
、ふ
と

寂
し
さ
が
よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
将
と

し
て
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
才
能
に
恵
ま
れ
、人
の
心
を
見

抜
く
こ
と
に
も
た長
け
て
い
た
父
。
あ
れ
ほ
ど
家
臣
の
尊

ら
に
西
軍
の
こ
ば
や
か
わ 

ひ
で
あ
き

小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
、毛
利
家
重
臣
・

き
っ
か
わ  

ひ
ろ
い
え

吉
川
広
家
の
内
応
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
長

政
は
、父
親
譲
り
の
政
治
力
、交
渉
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
し
て
、完
璧
な
る
根
回
し
で
、家
康
の
天
下
獲
り

を
お
膳
立
て
し
た
の
で
す
。

　
せ
き関
ヶ
は
ら原
の
戦
い
は
、家
康
率
い
る
東
軍
が
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。よ
く
〝
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
〞
と
い
わ
れ
ま

す
が
、関
ヶ
原
の
決
戦
自
体
は
、わ
ず
か
一
日
で
勝
敗
が

決
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
短
時
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
か
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、そ
の
最
大
の
理
由
を
一
つ

選
ぶ
と
し
た
ら
、私
は
迷
わ
ず
長
政
の
政
治
力
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
家
康
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
た
か
ら
、関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、ち
く
ぜ
ん

筑
前
（
現
在
の
福
岡
県
の

一
部
）
五
十
二
万
石
の
大
大
名
へ
と
、黒
田
家
は
大
幅
な

加
増
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
利
を
収
め
天
下
を
手
中
に
し
た
家
康
は
、長
政
の

働
き
に
心
か
ら
感
謝
し
、長
政
の
手
を
と
っ
て
厚
く
礼
を

述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
く
に
も
と

国
許
に
い
る
父
上
も
、き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
」

　
長
政
は
、父
親
に
褒
め
ら
れ
る
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

意
気
揚
々
と
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

敬
を
集
め
て
い
た
父
が
、こ
の
よ
う
に
家
臣
に
う
と疎
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ん
て
、年
齢
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

　
家
臣
を
あ
ま
り
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、父
を
た
し
な
め

る
た
め
に
会
い
に
来
た
長
政
。そ
の
息
子
に
、如
水
は
一
喝

し
ま
し
た
。

「
お
前
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、な
ぜ
わ
か

ら
ぬ
!?
」

　
長
政
が
あ
っ
と
思
い
、父
を
見
上
げ
る
と
、そ
こ
に

は
、戦
国
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
い
ろ
ど彩
っ
た
往
年
の
軍
師
の
顔

は
な
く
、父
親
と
し
て
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
が
あ
り

ま
し
た
。

　
有
岡
城
で
危
う
く
命
を
落
と
し
か
け
た
こ
と
が
、如

水
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
し
た
が
、実
は
、そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
深
刻
な
危
機
が
、如
水
を

再
び
お
そ襲
お
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
危
機
と
は
、や
が

て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、自
身
の
死
、そ
し
て
そ
の
後
の
黒

田
家
の
存
亡
で
す
。

　
黒
田
家
の
家
臣
た
ち
は
、表
面
上
は
息
子
の
長
政
に

従
っ
て
い
ま
し
た
が
、家
臣
た
ち
が
本
当
に
尊
敬
し
て
い

る
の
は
、自
分
で
あ
る
こ
と
を
、如
水
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
。そ
の
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、老
臣
た
ち
は
、二

代
目
の
長
政
を
あ
な
ど侮
り
、長
政
で
は
家
臣
団
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。あ
る
い
は
、自
分
の

後
を
追
っ
て
、優
秀
な
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
な
い
と
も
限

ら
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、黒
田
家
は
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
…
…
。

　
近
い
将
来
、必
ず
や
っ
て
く
る
そ
の
危
機
に
対
し
て
、

ふ
せ
き

布
石
を
打
つ
こ
と
が
、如
水
に
課
さ
れ
た
最
後
の
使
命
で

し
た
。如
水
は
、そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、心
を
鬼
に

し
て
、家
臣
た
ち
に
つ
ら
く
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
自
分
に
向
け
ら
れ
る
父
の
ま
な
ざ

眼
差
し
を
見
て
、長
政
は

す
べ
て
を
悟
り
ま
し
た
。如
水
の
家
臣
に
対
す
る
心
な
い

振
る
舞
い
は
、乱
心
し
た
わ
け
で
は
な
く
、年
を
と
っ
て

も
う
ろ
く

耄
碌
し
た
か
ら
で
も
な
く
、自
分
の
死
後
、長
政
が
か
ち
ゅ
う

家
中

を
治
め
や
す
く
な
る
よ
う
に
、わ
ざ
と
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。

　
自
分
が
嫌
わ
れ
れ
ば
、相
対
的
に
家
臣
の
長
政
に
対

す
る
評
価
が
上
が
る
の
で
、老
臣
た
ち
も
長
政
を
心
か

ら
し
た慕
い
、支
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、自
分

が
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
、家
臣
の
殉
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。そ
う
考
え
た
上
で
、如
水
な
り
に
最
善
の
策

を
講
じ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
こ
の
時
の
如
水
の
決
断
は
、秀
吉
に
さ
ず授
け
た
ど
の
策
よ

り
も
、ま
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
折
に
天
下
を
狙
っ
て
立
て

　
如
水
の
策
は
見
事
に
あ
た
り
、彼
が
心
か
ら
愛
し
た

息
子
・
長
政
は
、如
水
の
死
後
も
、五
十
二
万
石
の
黒
田

家
を
立
派
に
切
り
盛
り
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、こ
ん
な
に
も
父
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、長
政
は
ど
ん
な
に
か
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。殺
さ
れ
た
と
思
っ
た
松
寿
丸
が
、生
き
て
い
た
と

知
っ
た
時
、息
子
の
無
事
を
心
か
ら
喜
び
、恩
人
に
感
謝
し

た
官
兵
衛
。松
寿
丸
が
大
人
に
な
っ
て
長
政
と
な
っ
て
も
、

父
の
息
子
へ
の
愛
情
は
あ
の
時
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　
武
将
と
し
て
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
父
。で

も
そ
の
父
が
、本
当
は
無
条
件
で
自
分
を
愛
し
て
く
れ

て
い
た
…
…
。そ
の
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、長

政
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
は
自
分
の
足
で
自

分
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
無
断
転
載
禁
止
】

た
不
敵
な
戦
略
よ
り
も
、如
水
ら
し
く
輝
い
て
い
る
よ
う

に
、私
に
は
思
え
ま
す
。息
子
を
思
う
深
い
愛
情
の
中
に
、

策
士
と
し
て
の
才
能
が
き
ら
り
と
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
如
水
ら
し
い
の
で
す
。

　
愛
す
る
息
子
の
た
め
に
、自
ら
が
悪
者
に
な
る
こ
と

を
選
ぶ
…
…
そ
ん
な
危
機
の
乗
り
越
え
方
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

牡丹芍薬公園（舞鶴公園内の黒田如水住居跡の周辺は公園として整備されている）

潮見櫓（福岡城の城跡の大半は舞鶴公園となっている）

『感動する ！ 日本史』

出 典

著者：
白駒妃登美
中経出版
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福岡を創った男
黒田官兵衛
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黒田如水像（19世紀、福岡市博物館蔵）

地域と
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FFG

小河伝右衛門信章 久野四兵衛重勝 黒田修理助利則 黒田兵庫助利高 栗山備後利安 後藤隠岐基次

益田与助正親 桐山丹波丹斉 黒田美作一成 母里（毛利）但馬友信 黒田図書助直之 井上周防之房

野村太郎兵衛祐勝 吉田壱岐長利 菅和泉正利 村田出羽吉次 堀平右衛門定則 原伊豫種良

三宅若狭家義 野口佐助一成 竹森石見次貞 林掃部直利 衣笠因幡景延 毛屋武蔵武久

黒田二十四騎像は、FFG本社ビル受付横に展示されています。

黒田二十四騎像 黒田官兵衛には「黒田二十四騎」と謳われた勇猛な武将達が仕えていました。
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佐賀県

大分県

ふくおか官兵衛くん

FFG本社ビル

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）
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福岡県飯塚市馬敷２８３
JR「桂川駅」から車で15分

名島城跡（提供：福岡市）
福岡市東区名島1-26
西鉄バス「名島」徒歩15分

福岡市博多区千代4-7-79（崇福寺内）
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

福岡市博多区千代4-7-79
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

1 福岡藩主黒田家墓所（提供：福岡市）2 崇福寺（提供：福岡市）2

福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡城（提供：福岡市）3
福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡市中央区大濠公園
福岡市地下鉄「大濠公園駅」徒歩すぐ

福岡市早良区百道浜3-1-1
福岡市地下鉄「西新駅」徒歩15分

舞鶴公園（提供：福岡市）4 大濠公園（提供：福岡市）5 福岡市博物館（提供：福岡市）6西光寺（提供：飯塚市）11

福岡県築上郡築上町東八田９２２-３
JR「築城駅」徒歩10分

福岡県築上郡築上町寒田
JR「築城駅」から牧の原キャンプ場まで車で40分
駐車場から徒歩10分

法然寺（提供：築上町）8 城井ノ上城址（提供：築上町）9
福岡県豊前市大字鳥井畑２４７（求菩提資料館）
豊前市バス「求菩提資料館」徒歩すぐ

桜狩の歌（提供：豊前市）10

福岡県飯塚市内野～筑紫野市山家
JR「筑前内野駅」から車で10分

福岡県太宰府市宰府４-7-1
（太宰府天満宮内）
西鉄「太宰府駅」徒歩5分

福岡県嘉麻市大隈町１０２３
西鉄バス筑豊「嘉穂支所」徒歩2分
または、JR「桂川駅」から車で15分

福岡県朝倉市杷木志波５２７６
JR「筑後吉井駅」から車で20分

冷水峠（提供：飯塚市） 如水の井戸（提供：太宰府市）13 麟翁寺（提供：嘉麻市）14 円清寺（提供：朝倉市）1512

福岡県内に
こんなにたくさん!
ぜひ見に来てね!

15
福岡県行橋市大字津積字馬ヶ岳
JR「行橋駅」から車で15分

馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）7

「福岡市内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地

「福岡県内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地

福岡空港

東公園

西公園

博多港国際ターミナル
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唐人町
天神南
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福岡市

古賀市

北九州市

飯塚市

嘉麻市

久留米市

朝倉市

福岡空港

太宰府市

うきは市

田川市

行橋市

豊前市

佐賀県

大分県

ふくおか官兵衛くん

FFG本社ビル

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）
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福岡県飯塚市馬敷２８３
JR「桂川駅」から車で15分

名島城跡（提供：福岡市）
福岡市東区名島1-26
西鉄バス「名島」徒歩15分

福岡市博多区千代4-7-79（崇福寺内）
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

福岡市博多区千代4-7-79
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

1 福岡藩主黒田家墓所（提供：福岡市）2 崇福寺（提供：福岡市）2

福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡城（提供：福岡市）3
福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡市中央区大濠公園
福岡市地下鉄「大濠公園駅」徒歩すぐ

福岡市早良区百道浜3-1-1
福岡市地下鉄「西新駅」徒歩15分

舞鶴公園（提供：福岡市）4 大濠公園（提供：福岡市）5 福岡市博物館（提供：福岡市）6西光寺（提供：飯塚市）11

福岡県築上郡築上町東八田９２２-３
JR「築城駅」徒歩10分

福岡県築上郡築上町寒田
JR「築城駅」から牧の原キャンプ場まで車で40分
駐車場から徒歩10分

法然寺（提供：築上町）8 城井ノ上城址（提供：築上町）9
福岡県豊前市大字鳥井畑２４７（求菩提資料館）
豊前市バス「求菩提資料館」徒歩すぐ

桜狩の歌（提供：豊前市）10

福岡県飯塚市内野～筑紫野市山家
JR「筑前内野駅」から車で10分

福岡県太宰府市宰府４-7-1
（太宰府天満宮内）
西鉄「太宰府駅」徒歩5分

福岡県嘉麻市大隈町１０２３
西鉄バス筑豊「嘉穂支所」徒歩2分
または、JR「桂川駅」から車で15分

福岡県朝倉市杷木志波５２７６
JR「筑後吉井駅」から車で20分

冷水峠（提供：飯塚市） 如水の井戸（提供：太宰府市）13 麟翁寺（提供：嘉麻市）14 円清寺（提供：朝倉市）1512

福岡県内に
こんなにたくさん!
ぜひ見に来てね!

15
福岡県行橋市大字津積字馬ヶ岳
JR「行橋駅」から車で15分

馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）7

「福岡市内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地

「福岡県内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地

福岡空港

東公園

西公園

博多港国際ターミナル

箱崎九大前

貝塚

箱崎宮前

馬出九大
　病院前

千代県庁口

呉服町

中洲川端

天神

赤坂

大濠公園

唐人町
天神南

渡辺通

祇園

東比恵博多

西新

ヤフオクドーム

ホークスタウン
モール
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吉 

塚
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神
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福岡市

古賀市

北九州市

飯塚市

嘉麻市

久留米市

朝倉市

福岡空港

太宰府市

うきは市

田川市

行橋市

豊前市

佐賀県

大分県

ふくおか官兵衛くん

FFG本社ビル

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま

名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）
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哲
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著

福岡県飯塚市馬敷２８３
JR「桂川駅」から車で15分

名島城跡（提供：福岡市）
福岡市東区名島1-26
西鉄バス「名島」徒歩15分

福岡市博多区千代4-7-79（崇福寺内）
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

福岡市博多区千代4-7-79
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

1 福岡藩主黒田家墓所（提供：福岡市）2 崇福寺（提供：福岡市）2

福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡城（提供：福岡市）3
福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡市中央区大濠公園
福岡市地下鉄「大濠公園駅」徒歩すぐ

福岡市早良区百道浜3-1-1
福岡市地下鉄「西新駅」徒歩15分

舞鶴公園（提供：福岡市）4 大濠公園（提供：福岡市）5 福岡市博物館（提供：福岡市）6西光寺（提供：飯塚市）11

福岡県築上郡築上町東八田９２２-３
JR「築城駅」徒歩10分

福岡県築上郡築上町寒田
JR「築城駅」から牧の原キャンプ場まで車で40分
駐車場から徒歩10分

法然寺（提供：築上町）8 城井ノ上城址（提供：築上町）9
福岡県豊前市大字鳥井畑２４７（求菩提資料館）
豊前市バス「求菩提資料館」徒歩すぐ

桜狩の歌（提供：豊前市）10

福岡県飯塚市内野～筑紫野市山家
JR「筑前内野駅」から車で10分

福岡県太宰府市宰府４-7-1
（太宰府天満宮内）
西鉄「太宰府駅」徒歩5分

福岡県嘉麻市大隈町１０２３
西鉄バス筑豊「嘉穂支所」徒歩2分
または、JR「桂川駅」から車で15分

福岡県朝倉市杷木志波５２７６
JR「筑後吉井駅」から車で20分

冷水峠（提供：飯塚市） 如水の井戸（提供：太宰府市）13 麟翁寺（提供：嘉麻市）14 円清寺（提供：朝倉市）1512

福岡県内に
こんなにたくさん!
ぜひ見に来てね!

15
福岡県行橋市大字津積字馬ヶ岳
JR「行橋駅」から車で15分

馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）7

「福岡市内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地

「福岡県内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地
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ふくおか官兵衛くん

FFG本社ビル

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

福岡県飯塚市馬敷２８３
JR「桂川駅」から車で15分

名島城跡（提供：福岡市）
福岡市東区名島1-26
西鉄バス「名島」徒歩15分

福岡市博多区千代4-7-79（崇福寺内）
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

福岡市博多区千代4-7-79
福岡市地下鉄「千代県庁口駅」徒歩5分

1 福岡藩主黒田家墓所（提供：福岡市）2 崇福寺（提供：福岡市）2

福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡城（提供：福岡市）3
福岡市中央区城内
福岡市地下鉄「赤坂駅」徒歩8分

福岡市中央区大濠公園
福岡市地下鉄「大濠公園駅」徒歩すぐ

福岡市早良区百道浜3-1-1
福岡市地下鉄「西新駅」徒歩15分

舞鶴公園（提供：福岡市）4 大濠公園（提供：福岡市）5 福岡市博物館（提供：福岡市）6西光寺（提供：飯塚市）11

福岡県築上郡築上町東八田９２２-３
JR「築城駅」徒歩10分

福岡県築上郡築上町寒田
JR「築城駅」から牧の原キャンプ場まで車で40分
駐車場から徒歩10分

法然寺（提供：築上町）8 城井ノ上城址（提供：築上町）9
福岡県豊前市大字鳥井畑２４７（求菩提資料館）
豊前市バス「求菩提資料館」徒歩すぐ

桜狩の歌（提供：豊前市）10

福岡県飯塚市内野～筑紫野市山家
JR「筑前内野駅」から車で10分

福岡県太宰府市宰府４-7-1
（太宰府天満宮内）
西鉄「太宰府駅」徒歩5分

福岡県嘉麻市大隈町１０２３
西鉄バス筑豊「嘉穂支所」徒歩2分
または、JR「桂川駅」から車で15分

福岡県朝倉市杷木志波５２７６
JR「筑後吉井駅」から車で20分

冷水峠（提供：飯塚市） 如水の井戸（提供：太宰府市）13 麟翁寺（提供：嘉麻市）14 円清寺（提供：朝倉市）1512

福岡県内に
こんなにたくさん!
ぜひ見に来てね!

15
福岡県行橋市大字津積字馬ヶ岳
JR「行橋駅」から車で15分

馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）7

「福岡市内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地

「福岡県内」の
黒田官兵衛
ゆかりの地
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

「博多どんたく港まつり（５月３日開催）」でのパレードの様子（黒田官兵衛どんたく隊）
黒田官兵衛に扮する黒田家１６代当主黒田長髙公を先頭に、甲冑を着た武将隊や法被を着た官兵衛どんたく隊がどんたく広場を練り歩きました。馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

は
じ
め
に

黒
田
官
兵
衛
の
居
城 

「
う
ま
が
た
け

馬
ヶ
岳
城
」

「博多どんたく」
でのパレードの
様子だよ！

馬ヶ岳城は
九州最初の
居城だよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

「博多どんたく港まつり（５月３日開催）」でのパレードの様子（黒田官兵衛どんたく隊）
黒田官兵衛に扮する黒田家１６代当主黒田長髙公を先頭に、甲冑を着た武将隊や法被を着た官兵衛どんたく隊がどんたく広場を練り歩きました。馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

は
じ
め
に

黒
田
官
兵
衛
の
居
城 
「
う
ま
が
た
け

馬
ヶ
岳
城
」

「博多どんたく」
でのパレードの
様子だよ！

馬ヶ岳城は
九州最初の
居城だよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま

名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

「博多どんたく港まつり（５月３日開催）」でのパレードの様子（黒田官兵衛どんたく隊）
黒田官兵衛に扮する黒田家１６代当主黒田長髙公を先頭に、甲冑を着た武将隊や法被を着た官兵衛どんたく隊がどんたく広場を練り歩きました。馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

は
じ
め
に

黒
田
官
兵
衛
の
居
城 

「
う
ま
が
た
け

馬
ヶ
岳
城
」

「博多どんたく」
でのパレードの
様子だよ！

馬ヶ岳城は
九州最初の
居城だよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

「博多どんたく港まつり（５月３日開催）」でのパレードの様子（黒田官兵衛どんたく隊）
黒田官兵衛に扮する黒田家１６代当主黒田長髙公を先頭に、甲冑を着た武将隊や法被を着た官兵衛どんたく隊がどんたく広場を練り歩きました。馬ヶ岳城跡（提供：行橋市教育委員会）

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

は
じ
め
に

黒
田
官
兵
衛
の
居
城 

「
う
ま
が
た
け

馬
ヶ
岳
城
」

「博多どんたく」
でのパレードの
様子だよ！

馬ヶ岳城は
九州最初の
居城だよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 
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桜狩の歌：右から円清・之次・無記名・焉也・太郎助（提供：豊前市）

官
兵
衛
の
宿
敵
・
宇
都
宮
氏
と
の
戦
い

如
水（
官
兵
衛
）桜
狩
の
歌

福
岡
藩
祖
・
黒
田
如
水（
官
兵
衛
）

名島城にも
いたんだよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ

京
都
・
つ
い
き

築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ

上
毛
・
し
も
げ

下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

名島城跡（提供：福岡市）

城井ノ上城址（提供：築上町）法然寺（提供：築上町）

桜狩の歌：右から円清・之次・無記名・焉也・太郎助（提供：豊前市）

官
兵
衛
の
宿
敵
・
宇
都
宮
氏
と
の
戦
い

如
水（
官
兵
衛
）桜
狩
の
歌

福
岡
藩
祖
・
黒
田
如
水（
官
兵
衛
）

名島城にも
いたんだよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

名島城跡（提供：福岡市）

城井ノ上城址（提供：築上町）法然寺（提供：築上町）

桜狩の歌：右から円清・之次・無記名・焉也・太郎助（提供：豊前市）

官
兵
衛
の
宿
敵
・
宇
都
宮
氏
と
の
戦
い

如
水（
官
兵
衛
）桜
狩
の
歌

福
岡
藩
祖
・
黒
田
如
水（
官
兵
衛
）

名島城にも
いたんだよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

名島城跡（提供：福岡市）

城井ノ上城址（提供：築上町）法然寺（提供：築上町）

桜狩の歌：右から円清・之次・無記名・焉也・太郎助（提供：豊前市）

官
兵
衛
の
宿
敵
・
宇
都
宮
氏
と
の
戦
い

如
水（
官
兵
衛
）桜
狩
の
歌

福
岡
藩
祖
・
黒
田
如
水（
官
兵
衛
）

名島城にも
いたんだよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

上段左：福岡城跡、右：舞鶴公園、下段：大濠公園（提供：福岡市）

西光寺（提供：飯塚市）

冷水峠（提供：飯塚市）

冷水峠は
長崎街道の
ルートだよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

上段左：福岡城跡、右：舞鶴公園、下段：大濠公園（提供：福岡市）

西光寺（提供：飯塚市）

冷水峠（提供：飯塚市）

冷水峠は
長崎街道の
ルートだよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

上段左：福岡城跡、右：舞鶴公園、下段：大濠公園（提供：福岡市）

西光寺（提供：飯塚市）

冷水峠（提供：飯塚市）

冷水峠は
長崎街道の
ルートだよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

円清寺（提供：朝倉市） 麟翁寺（提供：嘉麻市）

如水の井戸（提供：太宰府市）

黒
田
如
水
の
晩
年
と

黒
田
家
ゆ
か
り
の
品

黒
田
官
兵
衛
の
精
鋭
部
隊
・

黒
田
二
十
四
騎

太
宰
府
天
満
宮
と
如
水（
官
兵
衛
）

中央に座る黒田如水墓石（提供：福岡市）

如水が隠棲時に
使っていた
井戸だよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

円清寺（提供：朝倉市） 麟翁寺（提供：嘉麻市）

如水の井戸（提供：太宰府市）

黒
田
如
水
の
晩
年
と

黒
田
家
ゆ
か
り
の
品

黒
田
官
兵
衛
の
精
鋭
部
隊
・

黒
田
二
十
四
騎

太
宰
府
天
満
宮
と
如
水（
官
兵
衛
）

中央に座る黒田如水墓石（提供：福岡市）

如水が隠棲時に
使っていた
井戸だよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

円清寺（提供：朝倉市） 麟翁寺（提供：嘉麻市）

如水の井戸（提供：太宰府市）

黒
田
如
水
の
晩
年
と

黒
田
家
ゆ
か
り
の
品

黒
田
官
兵
衛
の
精
鋭
部
隊
・

黒
田
二
十
四
騎

太
宰
府
天
満
宮
と
如
水（
官
兵
衛
）

中央に座る黒田如水墓石（提供：福岡市）

如水が隠棲時に
使っていた
井戸だよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

円清寺（提供：朝倉市） 麟翁寺（提供：嘉麻市）

如水の井戸（提供：太宰府市）

黒
田
如
水
の
晩
年
と

黒
田
家
ゆ
か
り
の
品

黒
田
官
兵
衛
の
精
鋭
部
隊
・

黒
田
二
十
四
騎

太
宰
府
天
満
宮
と
如
水（
官
兵
衛
）

中央に座る黒田如水墓石（提供：福岡市）

如水が隠棲時に
使っていた
井戸だよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

お
わ
り
に

崇福寺山門（提供：福岡市）福岡市博物館（提供：福岡市）

博多駅前の黒田節像・・・民謡『黒田節』で謡われるエピソードは、母里太兵衛を題材にしたもの。
　　　　　　　　　　福島正則から「飲み干せば何でも褒美を取らす」と酒を大盃に注がれ、見事に何杯も飲み干した母里太兵衛が、
　　　　　　　　　　正則秘蔵の名槍“日本号”を呑み獲ったという逸話。

軍師官兵衛をテーマとする飾り山笠（八番山笠 上川端通流）
今年の山笠では、黒田官兵衛や黒田武士をテーマとする飾り山、

か
舁き山が９ヵ所で展示され、地元・福岡でも盛り上がりました。

今年は山笠に
いっぱい
登場したよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

お
わ
り
に

崇福寺山門（提供：福岡市）福岡市博物館（提供：福岡市）

博多駅前の黒田節像・・・民謡『黒田節』で謡われるエピソードは、母里太兵衛を題材にしたもの。
　　　　　　　　　　福島正則から「飲み干せば何でも褒美を取らす」と酒を大盃に注がれ、見事に何杯も飲み干した母里太兵衛が、
　　　　　　　　　　正則秘蔵の名槍“日本号”を呑み獲ったという逸話。

軍師官兵衛をテーマとする飾り山笠（八番山笠 上川端通流）
今年の山笠では、黒田官兵衛や黒田武士をテーマとする飾り山、

か
舁き山が９ヵ所で展示され、地元・福岡でも盛り上がりました。

今年は山笠に
いっぱい
登場したよ！

　
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

お
わ
り
に

崇福寺山門（提供：福岡市）福岡市博物館（提供：福岡市）

博多駅前の黒田節像・・・民謡『黒田節』で謡われるエピソードは、母里太兵衛を題材にしたもの。
　　　　　　　　　　福島正則から「飲み干せば何でも褒美を取らす」と酒を大盃に注がれ、見事に何杯も飲み干した母里太兵衛が、
　　　　　　　　　　正則秘蔵の名槍“日本号”を呑み獲ったという逸話。

軍師官兵衛をテーマとする飾り山笠（八番山笠 上川端通流）
今年の山笠では、黒田官兵衛や黒田武士をテーマとする飾り山、

か
舁き山が９ヵ所で展示され、地元・福岡でも盛り上がりました。

今年は山笠に
いっぱい
登場したよ！
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２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、「
軍
師
官
兵

衛
」に
決
定
し
ま
し
た
。主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛（
よ
し
た
か

孝
高
）

は
１
５
４
６
年
播
磨
国（
兵
庫
県
姫
路
市
）に
生
ま
れ
、

天
下
人
の
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
い
く
さ戦
の
参
謀「
軍

師
」と
し
て
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、備
中
高
松
城
の
水
攻

め
を
は
じ
め
、中
国
、四
国
、九
州
の
平
定
で
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
は
、福
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
黒
田
官
兵
衛・

黒
田
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
や
民
間
団
体
等
と「
軍

師
官
兵
衛
」福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
を
今
年
４
月

に
設
立
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

県
内
各
地
に
あ
る
史
跡・史
料
を
全
国
に
発
信
し
、多
く

の
観
光
客
の
方
に
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
を

訪
れ
、史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、福
岡
県
内
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
と
し
て
、黒
田
官
兵
衛
は
秀
吉
か

ら
豊
前
国（
大
分
県
及
び
福
岡
県
の
一
部
）の
う
ち

み
や
こ
京
都
・
つ
い
き
築
城
・
仲
津
・
こ
う
げ
上
毛
・
し
も
げ
下
毛
・
宇
佐
の
６
郡
を
与
え

ら
れ
ま
す
。黒
田
家
の
文
書
で
あ
る「
黒
田
か
　
ふ
家
譜
」に
よ

れ
ば
、官
兵
衛
は
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）、豊
前
国

京
都
郡
の
馬
ヶ
岳
城（
行
橋
市
大
谷
・み
や
こ
町
さ
い
が
わ

犀
川
）

に
入
城
し
て
い
ま
す
。

　
馬
ヶ
岳
城
は
、天
慶
５
年（
９
４
２
年
）、み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

源
経
基
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、神
馬
の
姿
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
馬
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。秀
吉
は
、九
州

征
伐
の
過
程
で
島
津
氏
を
討
つ
た
め
、遠
征
軍
を
自
ら

率
い
、豊
前
小
倉
城（
北
九
州
市
）を
経
て
、馬
ヶ
岳
城
に

滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、翌
年（
１
５
８
８
年
）、中
津
城（
大
分
県

中
津
市
）に
移
り
ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
は
中
津
城
主

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、九
州
最
初
の
居
城
は
、実

は
馬
ヶ
岳
城
で
し
た
。

　
秀
吉
の
九
州
攻
め
が
本
格
化
す
る
前
の
露
払
い
と
し

て
、天
正
１４
年（
１
５
８
６
年
）、官
兵
衛
は
毛
利・吉
川・

小
早
川
の
軍
勢
と
と
も
に
九
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。そ

の
際
、
き
　
い
城
井
城（
築
上
町
さ
わ
だ
寒
田
）の
城
主
・
宇
都
宮
し
げ
ふ
さ

鎮
房

は
特
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、翌
年
の
秀
吉
の
九
州

攻
め
の
時
に
は
、秀
吉
軍
の
一
員
と
し
て
鎮
房
の
子
・

と
も
ふ
さ

朝
房
が
か
わ
ら
だ
け

香
春
岳
城
攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、宇
都
宮
氏
の
所
領
・
き
い
だ
に

城
井
谷
は
、秀
吉
に

よ
り
官
兵
衛
に
与
え
ら
れ
、宇
都
宮
鎮
房
は
伊
予
国

（
愛
媛
県
）へ
の
て
ん
ぽ
う

転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。４
０
０
年
に

わ
た
り
支
配
し
続
け
た
土
地
か
ら
の
移
転
を
命
じ
ら

れ
た
宇
都
宮
一
族
と
秀
吉
・
官
兵
衛
と
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。鎮
房
は
官
兵
衛
が
肥
後
国（
熊
本
県
）の

一
揆
鎮
圧
の
た
め
豊
前
を
離
れ
た
隙
に
、城
井
谷
を
奪

還
し
ま
す
。こ
の
と
き
か
ら
、官
兵
衛
・
長
政
と
宇
都

宮
鎮
房
・
朝
房
と
の
城
井
谷
を
め
ぐ
る
攻
防
が
始
ま
り

ま
す
。

　
官
兵
衛
が
宇
都
宮
氏
攻
め
の
た
め
陣
を
張
っ
た
法
然

寺（
築
上
町
東
八
田
）・長
政
が
同
じ
く
本
陣
と
し
た
広

津
城（
吉
富
町
広
津
）、三
丁
の
弓
が
あ
れ
ば
守
れ
る
と

い
わ
れ
る
要
害
の
場
所
・
き
い
の
う
え

城
井
ノ
上
城
址（
築
上
町
寒

田
）な
ど
史
跡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、桜
の
花
見
が
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
が
、秀
吉
が
広
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
兵
衛
と
従
者
が
く
ぼ
て
さ
ん

求
菩
提
山（
豊
前
市
）で
さ
く
ら
が
り

桜
狩
（
桜

の
花
見
）を
楽
し
ん
だ
と
き
に
詠
ん
だ
短
冊
が
１３
首
残
っ

て
お
り
、九
州
最
古
の
桜
の
花
見
は
、秀
吉
の
側
近
・
官

兵
衛
が
中
津
城
主
時
代
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

説
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
史
料
は
、求
菩
提
資
料
館

（
豊
前
市
鳥
井
畑
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
官
兵
衛
と
博
多
と
の
繋
が
り
は
、秀
吉
の
命
に
よ
る

た
い
こ
う
ま
ち
わ
り

太
閤
町
割
に
遡
り
ま
す
。戦
乱
で
疲
弊
し
た
博
多
の
町
の

復
興
を
考
え
た
秀
吉
は
、官
兵
衛
に
博
多
の
復
興
プ
ラ
ン

の
策
定
を
命
じ
ま
し
た
。官
兵
衛
は
家
臣・
ひ
さ
の 

し
へ
え 

久
野
四
兵
衛

に
指
示
し
て
天
正
１５
年（
１
５
８
７
年
）末
頃
、呉
服
町・

小
山
町
を
機
軸
に
し
た
街
区
割
り
が
で
き
あ
が
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
津
城
主
と
な
っ
た
官
兵
衛
は
、天
正
１７
年

（
１
５
８
９
年
）、  4４
歳
で
家
督
を
長
政
に
譲
り
、じ
ょ
す
い

如
水
と

名
を
改
め
ま
し
た
。

　
長
政
が
関
が
原
の
戦
い
で
の
論
功
を
徳
川
家
康
に
認

め
ら
れ
、筑
前
国
５２
万
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

如
水
と
福
岡（
博
多
）と
の
関
わ
り
が
再
開
し
ま
す
。如

水
と
長
政
は
ま
ず
、慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）、小
早
川

た
か
か
げ

隆
景
が
築
城
し
た
な
じ
ま
名
島
城（
福
岡
市
東
区
名
島
）に
入

麻
市
大
隈
）に
あ
り
ま
す
。母
里
太
兵
衛
友
信
が
城
主

と
な
っ
た
益
富
城
の
か
ら
め
て
も
ん

搦
手
門
は
麟
翁
寺
に
移
築
さ
れ
て

お
り
、寺
の
宝
と
し
て
母
里
太
兵
衛
友
信
の
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
や
肖

像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
、
ま
で
ら
じ
ょ
う

麻
　
良
城
城

主
だ
っ
た
黒
田
藩
家
老
・
栗
山
備
後
と
し
や
す

利
安
は
主
君
・
如

水
の
菩
提
を
弔
う
た
め
え
ん
せ
い
じ

円
清
寺（
朝
倉
市
は

き

し

わ

杷
木
志
波
）

を
建
立
し
ま
し
た
。寺
に
は
黒
田
如
水
や
長
政
の
肖
像

画
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
如
水
は
築
城
の
名
手
と
し
て
、息
子
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
の「
縄
張
り
」（
城
の
門
、堀
、虎
口
、く
る
わ
曲
輪
等
の

配
置
を
指
す
）を
作
り
、晩
年
は
城
内
三
の
丸
に
設
け
ら

れ
た
お
た
か
御
鷹
屋
敷
で
、妻
幸
円
と
と
も
に
静
か
に
暮
ら
し

ま
し
た
。

　
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）３
月
２０
日
、如
水
は
京
都

伏
見
の
藩
邸
で
亡
く
な
り
、そ
う
ふ
く
じ

祟
福
寺（
福
岡
市
博
多
区

千
代
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
祟
福
寺
で
は
毎
年
３
月
２０
日
に
如
水
の
法
要
が
営

り
ま
し
た
。そ
の
後
、九
州
一
の
商
業
都
市
に
発
展
し
て

い
た
博
多
の
町
を
城
下
町
に
取
り
込
む
こ
と
を
考
え
、

当
時
の
福
崎（
福
岡
市
城
内
）と
い
う
場
所
に
福
岡
城

築
城
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。如
水
の
曾
祖
父・た
か
ま
さ

高
政

が
黒
田
家
発
展
の
礎
を
築
い
た
備
前・福
岡
村（
現
在
の

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
）に
ち
な
ん
で
、新
た

な
城
と
城
下
町
を
築
く
に
際
し
て
、こ
の
福
崎
と
い
う

地
名
を
福
岡
に
改
称
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
福
岡
」の
地

名
の
始
ま
り
で
す
。

　
築
城
に
際
し
て
、良
材
を
求
め
る
た
め
如
水
は
筑
豊

地
域
を
訪
れ
て
い
ま
す
。飯
塚
市
に
あ
る
西
光
寺（
飯
塚

市
ま
し
き
馬
敷
）に
は
度
々
宿
泊
し
て
お
り
、寺
に
は
如
水
直
筆

の「
如
水
え
ん
せ
い

圓
清
」と
い
う
法
号
や
如
水
が
徳
川
家
か
ら

は
い
り
ょ
う

拝
領
し
た
火
鉢
な
ど
如
水
ゆ
か
り
の
品
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、如
水
発
案
で
長
政
の
と
き
に
、冷
水
峠
越
え
の

長
崎
街
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
で
も
当
時
の
石
畳

が
そ
の
ま
ま
残
って
い
ま
す
。小
倉
か
ら
長
崎
を
結
ぶ
長
崎

街
道
は
江
戸
時
代
、参
勤
交
代
で
利
用
さ
れ
、福
岡
藩
内

の
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、筑
前
む
し
ゅ
く
六
宿
と
い
う
宿
場
町
が
形

成
さ
れ
、賑
わ
い
ま
し
た
。う
ち
の
内
野
宿（
飯
塚
市
）、こ
や
の
せ
じ
ゅ
く

木
屋
瀬
宿

（
北
九
州
市
）な
ど
で
は
当
時
の
建
物
が
残
って
い
ま
す
。

　
如
水（
官
兵
衛
）は
、福
岡
城
内
の
居
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、太
宰
府
で
い
ん
せ
い

隠
棲
し
ま
し
た
。如
水
が
隠
棲

し
て
い
た
際
に
茶
の
湯
で
使
っ
て
い
た
井
戸（
如
水
の
井

戸
）や
如
水
を
ま
つ祀
っ
た
如
水
社
が
太
宰
府
天
満
宮
内
に

あ
り
ま
す
。如
水
が
奉
納
し
た「
む
そ
う
の
れ
ん
が

夢
想
之
連
歌
」、太
宰

府
天
満
宮
の
楼
門
等
の
修
理
の
た
め
如
水
の
寄
進
や
長

政
の
寄
付
を
報
じ
た
書
状「
黒
田
如
水
書
状
」な
ど
の

史
料
も
太
宰
府
天
満
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛・長
政
に
は
、黒
田
二
十
四
騎
と
呼
ば
れ

る
２４
人
の
精
鋭
家
臣
が
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
家
臣
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
節
の
モ
デ
ル
と
な
り
、め
い
そ
う

名
槍「
日
本
号
」を
福
島

正
則
か
ら
呑
み
獲
っ
た
逸
話
を
も
つ 

も

り

た
へ
え
と
も
の
ぶ

母
里
太
兵
衛
友
信

は
豊
前
国
と
の
国
境
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
出
城

の
鷹
取
山
城（
直
方
市
お
よ
び
福
智
町
）、益
富
城（
嘉

麻
市
）の
城
主
と
な
り
、そ
の
墓
は
菩
提
寺・
り
ん
お
う
じ

麟
翁
寺（
嘉

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
織
田
信
長
か
ら
拝
領
し
た
名
刀「
へ
し
切
長
谷
部
」、

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
官
兵
衛
宛
書
状
、母
里
太
兵
衛
友
信

が
呑
み
獲
っ
た
名
槍「
日
本
号
」な
ど
黒
田
如
水
や
黒
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
は
現
在
福
岡
市
博
物
館（
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
福
岡
に
は
、黒
田
官
兵
衛
並
び
に
黒
田

藩
に
関
す
る
史
跡
・
史
料
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
上
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、１
つ
で
も
多
く
の
史
跡
・

史
料
を
紹
介
し
、大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」を
契

機
と
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
黒

田
官
兵
衛（
如
水
）ゆ
か
り
の
地
・
福
岡
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

参
考
文
献
：「
黒
田
如
水 
臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
」

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）

小
和
田 

哲
男 

著

お
わ
り
に

崇福寺山門（提供：福岡市）福岡市博物館（提供：福岡市）

博多駅前の黒田節像・・・民謡『黒田節』で謡われるエピソードは、母里太兵衛を題材にしたもの。
　　　　　　　　　　福島正則から「飲み干せば何でも褒美を取らす」と酒を大盃に注がれ、見事に何杯も飲み干した母里太兵衛が、
　　　　　　　　　　正則秘蔵の名槍“日本号”を呑み獲ったという逸話。

軍師官兵衛をテーマとする飾り山笠（八番山笠 上川端通流）
今年の山笠では、黒田官兵衛や黒田武士をテーマとする飾り山、

か
舁き山が９ヵ所で展示され、地元・福岡でも盛り上がりました。

今年は山笠に
いっぱい
登場したよ！
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夏の甲子園の成績 Ｊリーグ（九州）

Ｊリー
グ（九

州）

夏の甲子園の成績

今月の注目データ

DATA in 九州
夏の甲子園の成績

今月は「夏の甲子園の成績」と「Ｊリーグ（九州）」です。

　今年も「夏の甲子園」（第95回全国高校野球選手権大会）が始まります。
　気になる九州勢の活躍ですが（下図）、過去７回の優勝を果たしています（福岡県４回、
佐賀県2回、大分県1回）。最近では、2007年に“がばい旋風”で一世を風靡した佐賀北高校
の逆転優勝が鮮明な記憶として蘇ります。
　地域別の優勝回数を調べてみると、近畿（32回）、関東（20回）に続き、中部（11回）、
四国（11回）の順で多いことが分かります。
　ただし、ここ10年では、過去に優勝がなかった北海道・沖縄勢が優勝するなど、まさに群
雄割拠の様相を呈しています。
　今年の夏も九州勢の活躍に期待が集まります。

九州のＪリーグ所属チーム

九州のＪリーグ所属チーム

　今年６月、サッカーの日本代表が、2014年に開催されるブラジルワールドカップへの出場を決
め、日本中が盛り上がりを見せました。1993年に発足した国内のプロサッカーリーグ（Ｊリーグ）
に目を向けると、開幕３年後にアビスパ福岡が九州で初めてJリーグに加盟し、現在では６チームと
なっています（Ｊリーグに所属するプロサッカーチームは全部で40チーム）。
　過去、九州のチームによる優勝はなく（J１リーグ）、大分トリニータの４位（2008年）が最高位
となっています。地元が一丸となった盛り上がりと、今後の躍進が期待されます。

大分トリニータ（Ｊ１）
1999年

ロアッソ熊本（Ｊ２）
2008年

Ｖ・ファーレン長崎（Ｊ２）
2013年

サガン鳥栖（Ｊ１）
1999年

アビスパ福岡（Ｊ２）
1996年

（出所：各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※（）は７月１日現在の所属リーグ
　チーム名の下の年数はＪリーグへの加盟年度

ギラヴァンツ北九州（Ｊ２）
2010年

（出所：公益財団法人日本高等学校野球連盟ホームページを基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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（千葉県）
（山口県）
（福岡県）
（千葉県）
（鹿児島県）
（熊本県）
（広島県）

準優勝 地方別優勝回数優勝大会開催年
呉港中
中京商
小倉中
小倉
作新学院
三池工
津久見
広島商
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近畿 
関東 
中部 
四国 
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 　 福岡
 　 佐賀
 　 大分
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（福岡県）
（佐賀県）
（愛媛県）
（佐賀県）
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夏の甲子園の成績 Ｊリーグ（九州）

Ｊリー
グ（九

州）

夏の甲子園の成績

今月の注目データ

DATA in 九州
夏の甲子園の成績

今月は「夏の甲子園の成績」と「Ｊリーグ（九州）」です。

　今年も「夏の甲子園」（第95回全国高校野球選手権大会）が始まります。
　気になる九州勢の活躍ですが（下図）、過去７回の優勝を果たしています（福岡県４回、
佐賀県2回、大分県1回）。最近では、2007年に“がばい旋風”で一世を風靡した佐賀北高校
の逆転優勝が鮮明な記憶として蘇ります。
　地域別の優勝回数を調べてみると、近畿（32回）、関東（20回）に続き、中部（11回）、
四国（11回）の順で多いことが分かります。
　ただし、ここ10年では、過去に優勝がなかった北海道・沖縄勢が優勝するなど、まさに群
雄割拠の様相を呈しています。
　今年の夏も九州勢の活躍に期待が集まります。

九州のＪリーグ所属チーム

九州のＪリーグ所属チーム

　今年６月、サッカーの日本代表が、2014年に開催されるブラジルワールドカップへの出場を決
め、日本中が盛り上がりを見せました。1993年に発足した国内のプロサッカーリーグ（Ｊリーグ）
に目を向けると、開幕３年後にアビスパ福岡が九州で初めてJリーグに加盟し、現在では６チームと
なっています（Ｊリーグに所属するプロサッカーチームは全部で40チーム）。
　過去、九州のチームによる優勝はなく（J１リーグ）、大分トリニータの４位（2008年）が最高位
となっています。地元が一丸となった盛り上がりと、今後の躍進が期待されます。

大分トリニータ（Ｊ１）
1999年

ロアッソ熊本（Ｊ２）
2008年

Ｖ・ファーレン長崎（Ｊ２）
2013年

サガン鳥栖（Ｊ１）
1999年

アビスパ福岡（Ｊ２）
1996年

（出所：各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※（）は７月１日現在の所属リーグ
　チーム名の下の年数はＪリーグへの加盟年度

ギラヴァンツ北九州（Ｊ２）
2010年

（出所：公益財団法人日本高等学校野球連盟ホームページを基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動は、輸送機械、一般機械の増産により、緩やかな持ち直し動きが見られます。住宅建設は、消費税増

税を意識した着工により４ヵ月連続で前年を上回りました。大型小売店販売額も主力の飲食料品が前年を上回
る等、堅調に推移しています。
福岡県の景気は、好調な住宅建設や公共工事に加えて、生産も増加する等、回復の動きが広がりを見せてお

り、持ち直しの動きが続いています。
（松永 圭史）

1.生産活動 緩やかな持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は94.1と前月比5.3％上昇しました。
主要業種では、普通自動車等の生産が増加した輸

送機械や、半導体製造装置等が増産となった一般機
械が上昇する等、生産は緩やかな持ち直しの動きが
見られます。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業 化学工業
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3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、3,526戸と前年同月
比29.3％増加し、４ヵ月連続で前年を上回りました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により全ての

項目で前年を上回り、好調に推移しています。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 好調に推移している
５月の公共工事保証請負状況は、件数は545件で
前年同月比22.5％増加し、金額は260億円で前年同
月比38.1％増加しました。
発注者別では、高速道路関連の大型案件があった

「独立行政法人等」や、ダム関連工事があった「県」が
前年から増加する等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所
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■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前月を下回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比47 .6％増の31件、負債総額が同
98.0％増の約42億円となりました。
衣料品輸入販売業で20億円の大型倒産があった

ものの、負債総額、倒産件数ともに前月を下回りまし
た。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 総じて堅調に推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.6％増の
554億円となりました。
衣料品は春物・初夏物の売上が伸び悩んだもの

の、主力の飲食料品が前年を上回っており、消費は総
じて堅調に推移しています。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動は、輸送機械、一般機械の増産により、緩やかな持ち直し動きが見られます。住宅建設は、消費税増

税を意識した着工により４ヵ月連続で前年を上回りました。大型小売店販売額も主力の飲食料品が前年を上回
る等、堅調に推移しています。
福岡県の景気は、好調な住宅建設や公共工事に加えて、生産も増加する等、回復の動きが広がりを見せてお

り、持ち直しの動きが続いています。
（松永 圭史）

1.生産活動 緩やかな持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は94.1と前月比5.3％上昇しました。
主要業種では、普通自動車等の生産が増加した輸

送機械や、半導体製造装置等が増産となった一般機
械が上昇する等、生産は緩やかな持ち直しの動きが
見られます。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所
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3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、3,526戸と前年同月
比29.3％増加し、４ヵ月連続で前年を上回りました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により全ての

項目で前年を上回り、好調に推移しています。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 好調に推移している
５月の公共工事保証請負状況は、件数は545件で
前年同月比22.5％増加し、金額は260億円で前年同
月比38.1％増加しました。
発注者別では、高速道路関連の大型案件があった

「独立行政法人等」や、ダム関連工事があった「県」が
前年から増加する等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに前月を下回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比47 .6％増の31件、負債総額が同
98.0％増の約42億円となりました。
衣料品輸入販売業で20億円の大型倒産があった

ものの、負債総額、倒産件数ともに前月を下回りまし
た。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 総じて堅調に推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.6％増の
554億円となりました。
衣料品は春物・初夏物の売上が伸び悩んだもの

の、主力の飲食料品が前年を上回っており、消費は総
じて堅調に推移しています。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所

2012
55 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

2013

800

700

600

500

400

300

200

（億円）
5

0

▲5

（％）

前年比

F u k u o k a

倒産件数

負債総額

好調に推移している

前年比

53 FFG MONTHLY SURVEY Vol.62



経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

生産活動は、集積回路の増産により電子部品・デバイスが上昇する等、持ち直しの動きが見られます。
住宅建設は好調を維持している他、大型小売店販売額も主力の衣料品・飲食料品が前年を上回る等、堅調に

推移しています。公共工事は、大型案件の発注があり前年を大幅に上回りました。
熊本県の景気は、好調な住宅建設や公共工事に加えて、生産も増加する等、持ち直しの動きが続いています。

（松永 圭史）

1.生産活動

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比0.3％上昇の98.2となり、２ヵ月
連続で前月を上回りました。
主要業種では、スマートフォン向けの半導体集積回

路が増産となった電子部品・デバイスが上昇する等、
生産は持ち直しの動きが見られます。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比20.1％増
の1,087戸となりました。
「貸家」「持家」「分譲」が増加する等、消費税増税を
意識した駆け込み着工により好調に推移しており、前
月比では４ヵ月連続で増加しました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

５月の公共工事保証請負状況は、件数は325件で
前年同月比52.6％増加し、金額は155億円で同
41.5％増加しました。
発注者別では、トンネル新設工事等の大型案件の

あった「国」が大幅に前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の５件、負債総額が同81.9％
減の約２億円となりました。
１億円以上の倒産は無く、負債総額は５ヶ月連続で
低下しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.大型小売店

５月の大型小売店販売額は、前年同月比1.9％増の
132億円となりました。
主力の衣料品・飲食料品ともに前年を上回ってお

り、消費は総じて堅調に推移しています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

生産活動は、集積回路の増産により電子部品・デバイスが上昇する等、持ち直しの動きが見られます。
住宅建設は好調を維持している他、大型小売店販売額も主力の衣料品・飲食料品が前年を上回る等、堅調に

推移しています。公共工事は、大型案件の発注があり前年を大幅に上回りました。
熊本県の景気は、好調な住宅建設や公共工事に加えて、生産も増加する等、持ち直しの動きが続いています。

（松永 圭史）

1.生産活動

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比0.3％上昇の98.2となり、２ヵ月
連続で前月を上回りました。
主要業種では、スマートフォン向けの半導体集積回

路が増産となった電子部品・デバイスが上昇する等、
生産は持ち直しの動きが見られます。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比20.1％増
の1,087戸となりました。
「貸家」「持家」「分譲」が増加する等、消費税増税を
意識した駆け込み着工により好調に推移しており、前
月比では４ヵ月連続で増加しました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

５月の公共工事保証請負状況は、件数は325件で
前年同月比52.6％増加し、金額は155億円で同
41.5％増加しました。
発注者別では、トンネル新設工事等の大型案件の

あった「国」が大幅に前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の５件、負債総額が同81.9％
減の約２億円となりました。
１億円以上の倒産は無く、負債総額は５ヶ月連続で
低下しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.大型小売店

５月の大型小売店販売額は、前年同月比1.9％増の
132億円となりました。
主力の衣料品・飲食料品ともに前年を上回ってお

り、消費は総じて堅調に推移しています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

生産活動は、集積回路の増産により電子部品・デバイスが上昇する等、持ち直しの動きが見られます。
大型小売店販売額は、昨年末からの大型スーパーの開業効果もあり、堅調に推移しています。住宅建設、及び、公

共工事は、前年を上回りました。
長崎県の景気は、生産に持ち直しの動きが見られる他、住宅建設や公共工事が好調に推移する等、緩やかな持ち

直しの動きが続いています。
（松永 圭史）

1.生産活動 持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は120.1と前月比9.2％上昇しました。
主要業種では、半導体集積回路の生産が増加した

電子部品・デバイスが上昇した他、新造船が増産と
なった輸送機械が上昇する等、生産は持ち直しの動
きが見られます。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業

3.住宅建設 好調に推移している
５月の新設住宅着工戸数は、498戸と前年同月比
5.1％増加しました。
「持家」「分譲」が前年から減少したものの、消費税
増税を意識した駆け込み着工により「貸家」が大幅に
前年を上回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比22.1％増の182件、金額は同15.3％増の90億円
となりました。
発注者別では、大学病院関連工事の発注があった

「独立行政法人等」が前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準で推移
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の４件、負債総額が同67.6％
減の約４億円となりました。
塗料販売業で約3億円の倒産があったものの、負

債総額、件数ともに概ね低水準で推移しています。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.大型小売店 総じて堅調に推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％増の
96億円となりました。
衣料品は伸び悩んだものの、昨年末から大型スー

パーが相次いで開店した効果の継続により、主力の
飲食料品が前年を上回る等、消費は総じて堅調に推
移しています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

生産活動は、集積回路の増産により電子部品・デバイスが上昇する等、持ち直しの動きが見られます。
大型小売店販売額は、昨年末からの大型スーパーの開業効果もあり、堅調に推移しています。住宅建設、及び、公

共工事は、前年を上回りました。
長崎県の景気は、生産に持ち直しの動きが見られる他、住宅建設や公共工事が好調に推移する等、緩やかな持ち

直しの動きが続いています。
（松永 圭史）

1.生産活動 持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は120.1と前月比9.2％上昇しました。
主要業種では、半導体集積回路の生産が増加した

電子部品・デバイスが上昇した他、新造船が増産と
なった輸送機械が上昇する等、生産は持ち直しの動
きが見られます。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業

3.住宅建設 好調に推移している
５月の新設住宅着工戸数は、498戸と前年同月比
5.1％増加しました。
「持家」「分譲」が前年から減少したものの、消費税
増税を意識した駆け込み着工により「貸家」が大幅に
前年を上回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比22.1％増の182件、金額は同15.3％増の90億円
となりました。
発注者別では、大学病院関連工事の発注があった

「独立行政法人等」が前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準で推移
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の４件、負債総額が同67.6％
減の約４億円となりました。
塗料販売業で約3億円の倒産があったものの、負

債総額、件数ともに概ね低水準で推移しています。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.大型小売店 総じて堅調に推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％増の
96億円となりました。
衣料品は伸び悩んだものの、昨年末から大型スー

パーが相次いで開店した効果の継続により、主力の
飲食料品が前年を上回る等、消費は総じて堅調に推
移しています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

生産活動は、シリコンウェハーが減産となった電子部品・デバイスが低下する等、一部に弱さが見られます。
住宅建設は、好調に推移しています。大型小売店販売額は、主力の飲食料品が前年を上回る等、緩やかな持ち

直しの動きが見られます。
佐賀県の景気は、総じて緩やかな持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は91.3と前月比1.5％低下しました。
主要業種では、シリコンウェハーが減産となった電

子部品・デバイスが低下した他、金属工作機械の生産
が減少した一般機械が低下する等、生産は一部に弱
さが見られます。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 化学工業（右軸） 食料品工業
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3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、339戸と前年同月比
8.7％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により「持家」

「分譲（戸建）」が増加する等、好調に推移しています。
全体では５ヵ月連続で前年を上回っています。

国土交通省出所
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■佐賀県の新設住宅着工戸数
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前年比

4.公共工事

５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比47.4％増の202件、金額は同2.0％増の88億円と
なりました。
発注者別では、国道関連工事等の発注があった

「国」が前年を大きく上回る等、緩やかな持ち直しの動
きが見られます。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産

６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額が同52.4％
減の約２億円となりました。
金型製造業で１億円以上の倒産があったものの、負

債総額、件数ともに低水準で推移しています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店

５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.4％増の
54億円となりました。
衣料品は前年を下回ったものの、主力の飲食料品

が前年を上回る等、消費は緩やかな持ち直しの動き
が見られます。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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緩やかな持ち直しの動きが見られる
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

生産活動は、シリコンウェハーが減産となった電子部品・デバイスが低下する等、一部に弱さが見られます。
住宅建設は、好調に推移しています。大型小売店販売額は、主力の飲食料品が前年を上回る等、緩やかな持ち

直しの動きが見られます。
佐賀県の景気は、総じて緩やかな持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は91.3と前月比1.5％低下しました。
主要業種では、シリコンウェハーが減産となった電

子部品・デバイスが低下した他、金属工作機械の生産
が減少した一般機械が低下する等、生産は一部に弱
さが見られます。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 化学工業（右軸） 食料品工業
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3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、339戸と前年同月比
8.7％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により「持家」

「分譲（戸建）」が増加する等、好調に推移しています。
全体では５ヵ月連続で前年を上回っています。

国土交通省出所
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■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事

５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比47.4％増の202件、金額は同2.0％増の88億円と
なりました。
発注者別では、国道関連工事等の発注があった

「国」が前年を大きく上回る等、緩やかな持ち直しの動
きが見られます。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産

６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額が同52.4％
減の約２億円となりました。
金型製造業で１億円以上の倒産があったものの、負

債総額、件数ともに低水準で推移しています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店

５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.4％増の
54億円となりました。
衣料品は前年を下回ったものの、主力の飲食料品

が前年を上回る等、消費は緩やかな持ち直しの動き
が見られます。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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緩やかな持ち直しの動きが見られる

一部に弱さが見られる

好調に推移している

緩やかな持ち直しの動きが見られる

負債総額、件数ともに低水準で推移

緩やかな持ち直しの動きが見られる
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の最近の経済動向

大分県の景気

生産活動は、電子部品・デバイスが増産となる等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
住宅建設や、公共工事は前年を大幅に上回りました。
大分県の景気は、消費に弱さが見られますが、生産に緩やかな持ち直しの動きが見られる他、住宅建設、公共

工事が好調となる等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
（松永 圭史）

1.生産活動

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比2.4％上昇の95.1となり、２ヵ月
連続で前月を上回りました。
主要業種では、半導体集積回路が増産となった電

子部品・デバイスが上昇する等、生産は緩やかな持ち
直しの動きが見られます。

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 大分県出所

総合指数 鉄鋼業 電子部品・デバイス工業 情報通信機械工業 化学工業（右軸）

140

120

60

80

100

200

150

0

50

100

2012
3 4124 5 6 7 8 9 10 11 1 2

2013

3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比42.2％増
の623戸となりました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、全て

の項目で前年を上回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所
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■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事

５月の公共工事保証請負状況は、件数は335件で
前年同月比216.0％増加し、金額は136億円で同
91.5％増加しました。
発注者別では、東九州道関連工事（トンネル新設

等）の大型案件があった「国」をはじめ、病院新築工事
等があった「その他」が前年を上回る等、好調に推移
しています。

西日本建設業保証出所
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■大分県の公共工事請負高
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5.企業倒産

６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比20.0％減の４件、負債総額が同15.3％
増の約14億円となりました。
ホテル業で約5億円の倒産が発生し、負債総額は増

加したものの、件数は概ね低水準に抑制されていま
す。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2012 2013

30

20

10

0

（億円） （件数）

5 642 36 7 8 9 10 11 12 1

2.大型小売店

５月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％減の
95億円となりました。
飲食料品は前年並みとなったものの、衣料品が伸

び悩む等、消費は弱含みで推移しています。

■大分県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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緩やかな持ち直しの動きが続いている

緩やかな持ち直しの動きが見られる

好調を維持している

好調に推移している

件数は低水準に抑制されている

弱含みで推移している
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の最近の経済動向

大分県の景気

生産活動は、電子部品・デバイスが増産となる等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
住宅建設や、公共工事は前年を大幅に上回りました。
大分県の景気は、消費に弱さが見られますが、生産に緩やかな持ち直しの動きが見られる他、住宅建設、公共

工事が好調となる等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
（松永 圭史）

1.生産活動

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比2.4％上昇の95.1となり、２ヵ月
連続で前月を上回りました。
主要業種では、半導体集積回路が増産となった電

子部品・デバイスが上昇する等、生産は緩やかな持ち
直しの動きが見られます。

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 大分県出所

総合指数 鉄鋼業 電子部品・デバイス工業 情報通信機械工業 化学工業（右軸）
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3.住宅建設

５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比42.2％増
の623戸となりました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、全て

の項目で前年を上回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所
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■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事

５月の公共工事保証請負状況は、件数は335件で
前年同月比216.0％増加し、金額は136億円で同
91.5％増加しました。
発注者別では、東九州道関連工事（トンネル新設

等）の大型案件があった「国」をはじめ、病院新築工事
等があった「その他」が前年を上回る等、好調に推移
しています。

西日本建設業保証出所
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■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比20.0％減の４件、負債総額が同15.3％
増の約14億円となりました。
ホテル業で約5億円の倒産が発生し、負債総額は増

加したものの、件数は概ね低水準に抑制されていま
す。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店

５月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％減の
95億円となりました。
飲食料品は前年並みとなったものの、衣料品が伸

び悩む等、消費は弱含みで推移しています。

■大分県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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緩やかな持ち直しの動きが続いている

緩やかな持ち直しの動きが見られる

好調を維持している

好調に推移している

件数は低水準に抑制されている

弱含みで推移している
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 緩やかな持ち直しの動きが見られる
生産活動は、食料品が増産となる等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
住宅建設は３ヵ月連続で前年を上回り、公共工事は前年を大幅に上回りました。
宮崎県の景気は、消費に弱さが見られますが、生産、住宅建設、公共工事が増加する等、緩やかな持ち直しの

動きが見られます。
（松永 圭史）

1.生産活動 緩やかな持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.6と前月比1.7％上昇しました。
主要業種では、焼酎等の生産が増加した食料品が

上昇する等、生産は緩やかな持ち直しの動きが見ら
れます。

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 宮崎県出所

総合指数 化学工業 電子部品・デバイス工業 繊維工業 食料品工業

3.住宅建設 好調に推移している
５月の新設住宅着工戸数は、751戸と前年同月比
10.4％増加し、３ヵ月連続で前年を上回りました。
「分譲」は前年を下回ったものの、消費税増税を意
識した駆け込み着工により「持家」「貸家」が前年を上
回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 持ち直しの動きが見られる
５月の公共工事保証請負状況は、件数は370件で
前年同月比81.4％増加し、金額は221億円で同
174.9％増加しました。
発注者別では、ごみ焼却施設建設工事等の大型案

件があった「市町村」をはじめ、全ての発注者で前年を
上回りました。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準で推移
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月と変わらず３件、負債総額が同68.9％減の
約２億円となりました。
建築工事業で１億円以上の倒産があったものの、負

債総額、件数ともに、概ね低水準で推移しています。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.大型小売店 弱含みで推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.9％減の
71億円となりました。
主力の飲食料品は前年を上回ったものの、衣料品

が大きく前年を下回っており、消費は弱含みで推移し
ています。

■宮崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 緩やかな持ち直しの動きが見られる
生産活動は、食料品が増産となる等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
住宅建設は３ヵ月連続で前年を上回り、公共工事は前年を大幅に上回りました。
宮崎県の景気は、消費に弱さが見られますが、生産、住宅建設、公共工事が増加する等、緩やかな持ち直しの

動きが見られます。
（松永 圭史）

1.生産活動 緩やかな持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.6と前月比1.7％上昇しました。
主要業種では、焼酎等の生産が増加した食料品が

上昇する等、生産は緩やかな持ち直しの動きが見ら
れます。

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 宮崎県出所

総合指数 化学工業 電子部品・デバイス工業 繊維工業 食料品工業

3.住宅建設 好調に推移している
５月の新設住宅着工戸数は、751戸と前年同月比
10.4％増加し、３ヵ月連続で前年を上回りました。
「分譲」は前年を下回ったものの、消費税増税を意
識した駆け込み着工により「持家」「貸家」が前年を上
回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 持ち直しの動きが見られる
５月の公共工事保証請負状況は、件数は370件で
前年同月比81.4％増加し、金額は221億円で同
174.9％増加しました。
発注者別では、ごみ焼却施設建設工事等の大型案

件があった「市町村」をはじめ、全ての発注者で前年を
上回りました。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準で推移
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月と変わらず３件、負債総額が同68.9％減の
約２億円となりました。
建築工事業で１億円以上の倒産があったものの、負

債総額、件数ともに、概ね低水準で推移しています。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.大型小売店 弱含みで推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.9％減の
71億円となりました。
主力の飲食料品は前年を上回ったものの、衣料品

が大きく前年を下回っており、消費は弱含みで推移し
ています。

■宮崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 緩やかな持ち直しの動きが見られる
生産活動は、窯業・土石製品が増産となる等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
住宅建設が６ヵ月ぶりに前年を下回った一方、公共工事は好調に推移しています。
鹿児島県の景気は、生産、公共工事が増加する等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動 緩やかな持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.7と前月比6.1％上昇しました。
主要業種では、ファインセラミックス（構造材）等の

生産が増加した窯業・土石製品が上昇した他、食料品
や一般機械が上昇する等、生産は緩やかな持ち直し
の動きが見られます。

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 鹿児島県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 窯業・土石製品工業 食料品工業
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3.住宅建設 好調を維持している
５月の新設住宅着工戸数は、644戸と前年同月比
12.4％減少しました。
前月の着工数増加の反動減により前年を下回りま

したが、消費税増税を意識した駆け込み着工により
「持家」が増加する等、好調を維持しています。

国土交通省出所
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■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 好調に推移している
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比45.9％増の305件で、金額は同45.9％増の153億
円となりました。
発注者別では、ダム設備工事等の大型案件があっ

た「国」が増加する等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額は前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比16.7％増の７件、負債総額が同約2.5倍
の約38億円となりました。
ビール製造業で約25億円の大型倒産が発生し、負
債総額は前年を大幅に上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2012 2013
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2.大型小売店 弱含みで推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.6％増の
132億円となりました。
主力の衣料品が前年を下回る等、消費は弱含みで

推移しています。

■鹿児島県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 緩やかな持ち直しの動きが見られる
生産活動は、窯業・土石製品が増産となる等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
住宅建設が６ヵ月ぶりに前年を下回った一方、公共工事は好調に推移しています。
鹿児島県の景気は、生産、公共工事が増加する等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動 緩やかな持ち直しの動きが見られる
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.7と前月比6.1％上昇しました。
主要業種では、ファインセラミックス（構造材）等の

生産が増加した窯業・土石製品が上昇した他、食料品
や一般機械が上昇する等、生産は緩やかな持ち直し
の動きが見られます。

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 鹿児島県出所
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3.住宅建設 好調を維持している
５月の新設住宅着工戸数は、644戸と前年同月比
12.4％減少しました。
前月の着工数増加の反動減により前年を下回りま

したが、消費税増税を意識した駆け込み着工により
「持家」が増加する等、好調を維持しています。

国土交通省出所

2012 2013
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4.公共工事 好調に推移している
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比45.9％増の305件で、金額は同45.9％増の153億
円となりました。
発注者別では、ダム設備工事等の大型案件があっ

た「国」が増加する等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所

2012 2013

350

300

250

200

150

100

50

0

（億円）
150

100

50

0

▲50

（％）

■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額は前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比16.7％増の７件、負債総額が同約2.5倍
の約38億円となりました。
ビール製造業で約25億円の大型倒産が発生し、負
債総額は前年を大幅に上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 弱含みで推移している
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.6％増の
132億円となりました。
主力の衣料品が前年を下回る等、消費は弱含みで

推移しています。

■鹿児島県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）ｐは速報値、ｒは修正値。鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大型小売店販売額は、店舗調整前の
値。なお、前年比増減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分
所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.8
1.0
1.9
0.8
1.0
1.5
1.1
1.4
1.5
1.3
1.5
1.9
2.2
2.3
2.2
2.3
2.7

40,930
41,350
42,126
41,262
41,112
41,381
41,230
41,226
41,835
41,443
41,533
42,126
41,922
42,027
42,673
42,198
42,230

1.7
3.5
2.4
1.9
1.9
2.2
2.4
2.0
2.6
2.1
1.7
2.4
2.4
2.9
3.2
3.8
4.1

57,671
59,694
61,144
60,637
60,680
60,795
60,270
60,145
60,878
60,236
60,530
61,144
60,967
61,277
62,995
62,927
63,155

▲13.9
▲4.4
▲4.8
▲6.7
7.2

▲16.3
▲5.1
▲5.8
▲7.0
6.0

▲11.9
▲13.7
▲5.2
▲11.7
▲20.0
▲10.5
▲9.0

13,321
12,734
12,124
1,004
1,148
975
1,026
967
931
1,035
964
890
934
916
929
899
1,045

5.1
4.5
4.4
4.5
4.4
4.3
4.3
4.2
4.3
4.2
4.2
4.3
4.2
4.3
4.1
4.1
4.1

0.52
0.65
0.80
0.79
0.80
0.81
0.81
0.81
0.81
0.81
0.82
0.83
0.85
0.85
0.86
0.89
0.90

318,315
308,838
313,874
339,069
304,653
292,937
312,592
310,643
299,821
315,161
300,181
359,482
321,065
298,682
350,957
340,423
307,926

429,967
420,538
425,005
386,381
309,716
581,983
448,673
390,041
345,980
401,061
354,350
755,418
354,287
395,795
363,271
385,584
318,353

1,284,665
1,138,752
1,557,681
119,225
127,158
149,837
149,658
110,778
125,550
102,868
110,660
97,686
125,521
151,270
200,988
120,937
116,460

▲0.2
▲3.0
1.6
4.4
1.2
2.4
1.0
0.5
0.3
0.3
1.7
2.1
3.8
2.0
6.5
0.4
1.1

0.5
▲2.2
1.1
2.9
▲0.1
3.6
▲4.5
2.2
▲0.4
▲0.5
1.0
0.7
▲0.4
▲2.4
▲0.4
▲0.2
2.8

0.1
▲11.4
36.8
111.4
76.8
62.3
53.4
30.9
12.4
2.3
7.8
2.3
5.0
2.6
1.9
1.4
▲8.4

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
10.9
▲18.5
26.4
92.5
63.9
39.8
37.4
8.7

▲10.0
▲10.9
▲3.3
▲3.9
▲13.5
▲13.3
▲16.8
0.4
▲9.0

2,920,499
2,381,121
3,008,634
186,698
210,418
282,351
295,187
204,741
251,748
195,897
213,225
185,999
205,941
261,062
368,730
187,420
191,560

億円 前年比（％）
▲2.1
▲0.9
▲0.0
0.1
▲0.1
▲2.2
▲4.0
▲0.0
▲0.2
▲2.4
1.6
0.7
▲2.9
▲2.9
3.5
▲1.0
0.9

195,791
195,933
195,916
15,664
15,755
15,682
17,123
15,568
14,700
15,672
16,630
21,048
16,872
14,239
16,598
15,508
15,889

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.0
0.4
0.2
▲0.2
▲0.4
▲0.4
▲0.3
▲0.4
▲0.2
▲0.1
▲0.3
▲0.7
▲0.9
▲0.7
▲0.3

100.0
101.5
100.6
101.4
101.0
100.4
99.9
100.1
100.4
100.0
99.9
100.3
100.5
101.0
101.1
101.5
101.5

100.0
99.7
99.7
100.4
100.1
99.6
99.3
99.4
99.6
99.6
99.2
99.3
99.3
99.2
99.4
99.7
99.8

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲0.1
1.5
▲0.9
▲0.7
▲0.9
▲1.5
▲2.3
▲2.0
▲1.5
▲1.1
▲1.1
▲0.7
▲0.4
▲0.1
▲0.5
0.1
0.5

前年比（％）
19.6
16.2
5.2
13.0
4.4
▲7.2
1.2
▲2.5
4.8
14.2
2.4
9.8
5.0
9.1
▲0.3
▲6.9
21.7

前年比（％）
▲7.3
▲4.1
11.4
16.5
15.3
3.3

▲14.7
▲2.7
35.4
48.2
23.2
11.2
1.6
▲2.4
10.7
7.8
11.6

前年比（％）
7.2
0.1
2.0
2.5
8.2
0.1

▲12.5
▲9.1
12.6
13.0
9.2
9.2
8.6
2.3
11.4
17.5
13.5

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

3.1
2.6
5.8
10.3
9.3
▲0.2
▲9.6
▲5.5
15.5
25.2
10.3
10.0
5.0
3.0
7.3
5.8
14.5

813,126
834,215
882,797
73,647
69,638
72,566
75,421
77,500
74,176
84,251
80,145
75,944
69,289
68,969
71,456
77,894
79,751

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

2012. 4
2012 年
2011 年

▲2.2
3.5
1.3

▲13.9
▲3.5
▲0.0
▲7.7
▲6.6
36.1
15.3
9.9
10.8
▲6.9
37.3
37.9
23.0
27.2

76,043
78,693
79,685
6,493
6,000
6,759
6,599
6,877
7,827
7,575
7,029
6,565
5,862
7,672
8,379
7,987
7,632

▲10.6
▲3.4
14.3
5.4
36.7
14.1
26.6
19.2
▲1.9
28.2
6.2
15.6
6.7
▲4.8
▲11.7
28.6
24.8

113,626
109,755
125,423
12,431
8,686
11,390
12,149
11,368
11,775
13,721
8,972
8,243
6,039
6,708
12,338
15,991
10,842

18.0
12.1
3.8
8.0
9.3
▲2.2
2.3
▲5.2
4.2
▲1.5
0.9
1.9
7.1
12.0
5.6
9.5
10.1

24.4
▲2.7
▲2.7
7.9
10.0
▲2.3
▲8.1
▲5.8
▲10.3
▲6.5
▲4.1
▲5.8
6.3
▲2.9
1.1
3.8
10.1

7.0
7.8
▲0.9
2.6
▲7.1
1.4
1.7
▲1.0
▲2.4
▲0.8
3.8
▲1.3
▲7.5
4.2
14.2
▲8.8
10.5

▲5.7
4.3
5.8
12.1
5.3
5.3
6.4
5.3
5.3
5.2
4.9
5.2
3.0
0.4
▲2.7
▲4.0
▲2.7

15.5
▲3.7
1.2
19.3
13.9
0.4
0.3
▲2.7
▲7.9
▲5.1
▲6.0
▲7.8
▲4.2
▲8.6
▲5.9
▲3.0
▲2.1

100.0
97.2
97.8
100.6
98.8
98.0
97.5
96.1
94.0
94.3
93.4
94.7
94.1
94.9
95.0
95.9
97.7

2010 年

5

2013. 1

4

2
3

2012. 4
2012 年
2011 年
2010 年

100.0
104.3
110.4
111.9
110.0
110.2
111.8
112.2
112.2
112.2
111.8
110.4
108.6
107.3
106.6
107.4
107.0

100.0
96.3
97.5
100.1
98.9
97.4
95.5
95.4
93.0
93.3
91.8
95.2
96.3
98.0
97.2
95.8
96.8

15.6
▲2.8
0.6
15.1
7.6
▲0.6
0.1
▲4.1
▲7.6
▲4.7
▲5.5
▲7.6
▲6.0
▲10.1
▲7.2
▲3.4
▲1.1

5
6
7
8
9
10
11
12

5

2013. 1

4

2
3

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

1.4
3.7
4.4
4.8
4.7
4.9
4.4
5.6
5.6
4.5
4.0
4.4
4.3
4.4
3.8
3.5
3.5

140,690
145,885
152,234
147,608
147,161
147,317
147,528
148,098
150,467
149,907
150,417
152,234
151,652
152,365
153,089
152,742
152,304

1.9
2.0
2.8
2.0
1.6
1.9
1.2
1.7
3.6
2.9
2.0
2.8
2.7
3.6
3.3
2.9
3.3

182,364
186,080
191,215
190,947
188,039
189,313
188,068
187,806
190,316
189,492
189,326
191,215
189,644
191,736
194,338
196,511
194,228

▲21.9
4.0
▲2.3
13.8
16.7
▲48.8
2.7

▲13.2
▲15.2
33.3
▲21.6
▲26.9
▲24.2
7.7

▲31.0
▲12.1
5.7

375
390
381
33
35
21
38
33
28
44
29
19
25
28
29
29
37

0.46
0.58
0.70
0.69
0.70
0.72
0.72
0.73
0.71
0.71
0.71
0.72
0.72
0.73
0.74
0.77
0.78

303,663
298,184
312,533
326,724
302,843
335,781
302,607
296,501
270,298
307,298
297,276
346,525
298,003
267,475
315,160
298,476
318,662

389,184
391,156
409,613
374,407
295,048
564,970
409,920
386,120
337,597
396,091
338,318
743,321
344,298
402,626
321,637
364,158
318,753

113,650
91,956
117,560
7,046
8,092
10,686
11,726
8,177
9,966
7,498
8,277
7,410
8,437
10,990
13,917
7,336
7,078

▲0.6
▲1.8
4.8
14.2
5.9
22.7
▲1.2
▲3.1
▲6.9
5.5
12.7
4.8
▲8.1
▲9.5
▲8.6
▲8.6
5.2

▲0.5
0.5
4.7
10.5
0.7
4.3
6.4
2.3
9.2
▲6.1
6.3
5.2
2.8
3.2
▲6.7
▲2.7
8.0

14.1
▲19.1
27.8
115.1
75.7
44.5
47.1
8.9

▲10.6
▲8.2
▲2.0
▲0.6
▲8.6
▲12.9
▲17.4
4.1

▲12.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
53,413
46,901
62,719
4,645
5,135
5,969
6,188
4,492
5,116
3,810
4,550
3,902
5,126
6,235
8,120
4,884
4,562

3.1
▲12.2
33.7
107.3
64.1
68.5
52.9
28.2
12.6
▲9.7
12.3
4.2
▲1.4
0.2
8.4
5.1

▲11.2

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲3.0
4.3
0.1
▲1.2
0.1
▲1.1
▲4.0
1.2
1.2
▲2.0
2.0
▲1.4
▲0.6
▲0.0
4.1
▲1.8
0.6

652,922
689,334
689,812
54,482
55,036
53,555
63,057
55,626
51,729
55,115
58,111
75,711
61,014
50,025
58,277
53,502
55,393

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.2
▲0.1
0.6
0.2
▲0.1
▲0.2
▲0.3
▲0.4
▲0.7
▲0.5
▲0.7
▲0.5
▲1.0
▲1.3
▲1.1
▲0.6

100.0
99.8
99.6
100.3
100.0
99.5
99.6
99.4
99.4
99.3
99.0
98.9
99.4
99.1
99.1
99.3
99.4

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
11.4
▲0.5
10.4
11.4
▲9.6
▲56.0
28.0
4.0

200.3
6.6

▲25.3
65.2
9.7
16.3
▲12.9
7.2
69.6

2,574
2,560
2,825
225
171
177
204
187
310
245
181
420
187
202
316
241
289

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲0.6
▲15.7
11.1
0.1
15.2
26.8
12.8
▲1.4
20.2
45.0
8.7
12.3
▲8.0
45.2
▲3.9
70.7
38.1

17.4
13.9
6.9
14.5
14.4
▲4.3
20.5
▲4.4
▲2.4
16.7
0.4
3.6
7.0
1.3
16.5
5.8
6.6

33.8
0.2
2.0
23.3
12.4
▲5.0
▲3.8
▲5.4
▲3.2
▲3.9
▲6.5
▲7.7
▲7.3
▲13.6
▲2.4
8.2
▲1.6

3,941
3,321
3,691
281
188
313
291
295
386
501
326
291
163
225
467
479
260

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲0.7
46.1
▲5.8
▲4.2
▲4.6
26.6
▲9.0
5.0

▲15.6
▲10.2
▲20.5
0.5

▲11.1
38.0
19.8
57.6
67.1

前年比（％）
6.5
8.6
11.4
0.3
28.6
19.9
▲0.1
19.4
70.2
7.5
15.9
10.4
▲11.0
▲9.8
18.0
39.7
13.9

前年比（％）
14.1
▲0.7
▲0.3
3.3
▲3.5
▲11.2
▲19.1
▲0.7
13.3
6.8
7.5
19.8
1.9
10.1
13.4
17.2
16.9

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

7.4
12.2
3.3
0.7
8.6
11.7
▲8.5
9.7
21.2
1.3
3.8
10.3
▲7.7
6.2
17.4
37.0
29.3

31,156
34,945
36,111
2,592
2,727
3,237
2,899
3,041
3,053
3,275
3,155
3,514
2,756
2,938
3,366
3,550
3,526

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
12.6
112.2
9.9
55.6
▲8.6
7.7
0.4
▲4.3
▲1.1
▲1.6
0.3
3.2
0.1
1.0
▲0.5
▲1.7

127.5
270.6
297.5
312.9
281.7
299.2
276.3
287.4
313.5
293.4
300.2
308.4
291.5
298.5
318.9
307.6

季調値 前年比（％）
18.4
▲0.5
1.3
24.8
8.7
▲3.0
4.5
▲1.2
▲8.3
▲6.1
▲4.9
▲10.1
▲10.2
▲12.7
▲11.0
0.3

92.8
92.4
93.6
96.6
96.6
91.5
98.4
94.3
84.9
87.6
90.7
88.5
87.6
87.7
89.7
94.4

季調値 前年比（％）
37.9
4.4
6.7

116.4
24.9
▲1.0
7.7
0.2

▲13.4
▲11.6
▲11.0
▲17.5
▲16.0
▲18.9
▲18.0
1.2

109.8
114.6
122.3
127.7
128.7
116.2
137.9
131.4
105.2
113.7
112.5
111.2
105.0
109.9
106.7
129.3

季調値 前年比（％）
25.9
8.5
▲7.8
▲1.7
▲11.9
▲15.2
1.2
▲8.1
▲8.6
▲5.2
▲12.8
▲3.6
▲7.0
▲3.3
▲2.6
▲6.0

91.5
99.3
91.6
91.7
87.7
94.0
97.0
91.9
90.4
93.1
87.3
95.6
94.6
85.6
81.5
86.2

季調値 前年比（％）
29.6
9.9

▲13.2
▲11.7
▲13.8
▲12.7
▲14.9
▲21.2
▲16.9
▲13.2
▲0.3
▲19.5
▲18.2
▲12.6
▲12.7
▲13.8

93.0
102.3
88.8
97.4
92.6
94.7
92.9
84.8
85.8
89.9
83.0
73.6
76.5
80.6
77.9
84.0

季調値 前年比（％）
29.4
▲3.1
▲2.4
▲1.4
5.0
6.4
▲7.1
▲7.0
4.6

▲10.7
▲2.3
▲1.7
▲6.7
▲5.0
▲2.2
▲3.4

98.4
95.3
93.0
93.6
99.8
95.7
90.2
90.8
94.6
84.3
85.4
84.7
91.5
93.2
99.3
90.4

季調値 前年比（％）
17.4
▲0.6
0.4
11.6
2.8
0.1
3.4
▲0.3
▲4.8
▲4.0
▲4.2
▲8.6
▲8.0
▲10.4
▲8.3
1.4

93.4
92.9
93.3
93.1
95.0
93.0
97.6
94.8
87.4
88.9
89.3
88.0
89.5
88.5
89.4
94.1

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

5

2013. 1

4

2
3

2012. 4
2012 年
2011 年
2010 年

5

2013. 1

4

2
3

5
6
7
8
9
10
11
12

2012. 4
2012 年
2011 年
2010 年

5

2013. 1

4

2
3

5
6
7
8
9
10
11
12

2012. 4
2012 年
2011年
2010 年

5

2013. 1

4

2
3

5
6
7
8
9
10
11
12

2012. 4
2012 年
2011 年
2010 年

5
6
7
8
9
10
11
12

5
6
7
8
9
10
11
12
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）ｐは速報値、ｒは修正値。鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大型小売店販売額は、店舗調整前の
値。なお、前年比増減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分
所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.8
1.0
1.9
0.8
1.0
1.5
1.1
1.4
1.5
1.3
1.5
1.9
2.2
2.3
2.2
2.3
2.7

40,930
41,350
42,126
41,262
41,112
41,381
41,230
41,226
41,835
41,443
41,533
42,126
41,922
42,027
42,673
42,198
42,230

1.7
3.5
2.4
1.9
1.9
2.2
2.4
2.0
2.6
2.1
1.7
2.4
2.4
2.9
3.2
3.8
4.1

57,671
59,694
61,144
60,637
60,680
60,795
60,270
60,145
60,878
60,236
60,530
61,144
60,967
61,277
62,995
62,927
63,155

▲13.9
▲4.4
▲4.8
▲6.7
7.2

▲16.3
▲5.1
▲5.8
▲7.0
6.0

▲11.9
▲13.7
▲5.2
▲11.7
▲20.0
▲10.5
▲9.0

13,321
12,734
12,124
1,004
1,148
975
1,026
967
931
1,035
964
890
934
916
929
899
1,045

5.1
4.5
4.4
4.5
4.4
4.3
4.3
4.2
4.3
4.2
4.2
4.3
4.2
4.3
4.1
4.1
4.1

0.52
0.65
0.80
0.79
0.80
0.81
0.81
0.81
0.81
0.81
0.82
0.83
0.85
0.85
0.86
0.89
0.90

318,315
308,838
313,874
339,069
304,653
292,937
312,592
310,643
299,821
315,161
300,181
359,482
321,065
298,682
350,957
340,423
307,926

429,967
420,538
425,005
386,381
309,716
581,983
448,673
390,041
345,980
401,061
354,350
755,418
354,287
395,795
363,271
385,584
318,353

1,284,665
1,138,752
1,557,681
119,225
127,158
149,837
149,658
110,778
125,550
102,868
110,660
97,686
125,521
151,270
200,988
120,937
116,460

▲0.2
▲3.0
1.6
4.4
1.2
2.4
1.0
0.5
0.3
0.3
1.7
2.1
3.8
2.0
6.5
0.4
1.1

0.5
▲2.2
1.1
2.9
▲0.1
3.6
▲4.5
2.2
▲0.4
▲0.5
1.0
0.7
▲0.4
▲2.4
▲0.4
▲0.2
2.8

0.1
▲11.4
36.8
111.4
76.8
62.3
53.4
30.9
12.4
2.3
7.8
2.3
5.0
2.6
1.9
1.4
▲8.4

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
10.9
▲18.5
26.4
92.5
63.9
39.8
37.4
8.7

▲10.0
▲10.9
▲3.3
▲3.9
▲13.5
▲13.3
▲16.8
0.4
▲9.0

2,920,499
2,381,121
3,008,634
186,698
210,418
282,351
295,187
204,741
251,748
195,897
213,225
185,999
205,941
261,062
368,730
187,420
191,560

億円 前年比（％）
▲2.1
▲0.9
▲0.0
0.1
▲0.1
▲2.2
▲4.0
▲0.0
▲0.2
▲2.4
1.6
0.7
▲2.9
▲2.9
3.5
▲1.0
0.9

195,791
195,933
195,916
15,664
15,755
15,682
17,123
15,568
14,700
15,672
16,630
21,048
16,872
14,239
16,598
15,508
15,889

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.0
0.4
0.2
▲0.2
▲0.4
▲0.4
▲0.3
▲0.4
▲0.2
▲0.1
▲0.3
▲0.7
▲0.9
▲0.7
▲0.3

100.0
101.5
100.6
101.4
101.0
100.4
99.9
100.1
100.4
100.0
99.9
100.3
100.5
101.0
101.1
101.5
101.5

100.0
99.7
99.7
100.4
100.1
99.6
99.3
99.4
99.6
99.6
99.2
99.3
99.3
99.2
99.4
99.7
99.8

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲0.1
1.5
▲0.9
▲0.7
▲0.9
▲1.5
▲2.3
▲2.0
▲1.5
▲1.1
▲1.1
▲0.7
▲0.4
▲0.1
▲0.5
0.1
0.5

前年比（％）
19.6
16.2
5.2
13.0
4.4
▲7.2
1.2
▲2.5
4.8
14.2
2.4
9.8
5.0
9.1
▲0.3
▲6.9
21.7

前年比（％）
▲7.3
▲4.1
11.4
16.5
15.3
3.3

▲14.7
▲2.7
35.4
48.2
23.2
11.2
1.6
▲2.4
10.7
7.8
11.6

前年比（％）
7.2
0.1
2.0
2.5
8.2
0.1

▲12.5
▲9.1
12.6
13.0
9.2
9.2
8.6
2.3
11.4
17.5
13.5

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

3.1
2.6
5.8
10.3
9.3
▲0.2
▲9.6
▲5.5
15.5
25.2
10.3
10.0
5.0
3.0
7.3
5.8
14.5

813,126
834,215
882,797
73,647
69,638
72,566
75,421
77,500
74,176
84,251
80,145
75,944
69,289
68,969
71,456
77,894
79,751

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

2012. 4
2012 年
2011 年

▲2.2
3.5
1.3

▲13.9
▲3.5
▲0.0
▲7.7
▲6.6
36.1
15.3
9.9
10.8
▲6.9
37.3
37.9
23.0
27.2

76,043
78,693
79,685
6,493
6,000
6,759
6,599
6,877
7,827
7,575
7,029
6,565
5,862
7,672
8,379
7,987
7,632

▲10.6
▲3.4
14.3
5.4
36.7
14.1
26.6
19.2
▲1.9
28.2
6.2
15.6
6.7
▲4.8
▲11.7
28.6
24.8

113,626
109,755
125,423
12,431
8,686
11,390
12,149
11,368
11,775
13,721
8,972
8,243
6,039
6,708
12,338
15,991
10,842

18.0
12.1
3.8
8.0
9.3
▲2.2
2.3
▲5.2
4.2
▲1.5
0.9
1.9
7.1
12.0
5.6
9.5
10.1

24.4
▲2.7
▲2.7
7.9
10.0
▲2.3
▲8.1
▲5.8
▲10.3
▲6.5
▲4.1
▲5.8
6.3
▲2.9
1.1
3.8
10.1

7.0
7.8
▲0.9
2.6
▲7.1
1.4
1.7
▲1.0
▲2.4
▲0.8
3.8
▲1.3
▲7.5
4.2
14.2
▲8.8
10.5

▲5.7
4.3
5.8
12.1
5.3
5.3
6.4
5.3
5.3
5.2
4.9
5.2
3.0
0.4
▲2.7
▲4.0
▲2.7

15.5
▲3.7
1.2
19.3
13.9
0.4
0.3
▲2.7
▲7.9
▲5.1
▲6.0
▲7.8
▲4.2
▲8.6
▲5.9
▲3.0
▲2.1

100.0
97.2
97.8
100.6
98.8
98.0
97.5
96.1
94.0
94.3
93.4
94.7
94.1
94.9
95.0
95.9
97.7

2010 年

5

2013. 1

4

2
3

2012. 4
2012 年
2011 年
2010 年

100.0
104.3
110.4
111.9
110.0
110.2
111.8
112.2
112.2
112.2
111.8
110.4
108.6
107.3
106.6
107.4
107.0

100.0
96.3
97.5
100.1
98.9
97.4
95.5
95.4
93.0
93.3
91.8
95.2
96.3
98.0
97.2
95.8
96.8

15.6
▲2.8
0.6
15.1
7.6
▲0.6
0.1
▲4.1
▲7.6
▲4.7
▲5.5
▲7.6
▲6.0
▲10.1
▲7.2
▲3.4
▲1.1

5
6
7
8
9
10
11
12

5

2013. 1

4

2
3

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

1.4
3.7
4.4
4.8
4.7
4.9
4.4
5.6
5.6
4.5
4.0
4.4
4.3
4.4
3.8
3.5
3.5

140,690
145,885
152,234
147,608
147,161
147,317
147,528
148,098
150,467
149,907
150,417
152,234
151,652
152,365
153,089
152,742
152,304

1.9
2.0
2.8
2.0
1.6
1.9
1.2
1.7
3.6
2.9
2.0
2.8
2.7
3.6
3.3
2.9
3.3

182,364
186,080
191,215
190,947
188,039
189,313
188,068
187,806
190,316
189,492
189,326
191,215
189,644
191,736
194,338
196,511
194,228

▲21.9
4.0
▲2.3
13.8
16.7
▲48.8
2.7

▲13.2
▲15.2
33.3
▲21.6
▲26.9
▲24.2
7.7

▲31.0
▲12.1
5.7

375
390
381
33
35
21
38
33
28
44
29
19
25
28
29
29
37

0.46
0.58
0.70
0.69
0.70
0.72
0.72
0.73
0.71
0.71
0.71
0.72
0.72
0.73
0.74
0.77
0.78

303,663
298,184
312,533
326,724
302,843
335,781
302,607
296,501
270,298
307,298
297,276
346,525
298,003
267,475
315,160
298,476
318,662

389,184
391,156
409,613
374,407
295,048
564,970
409,920
386,120
337,597
396,091
338,318
743,321
344,298
402,626
321,637
364,158
318,753

113,650
91,956
117,560
7,046
8,092
10,686
11,726
8,177
9,966
7,498
8,277
7,410
8,437
10,990
13,917
7,336
7,078

▲0.6
▲1.8
4.8
14.2
5.9
22.7
▲1.2
▲3.1
▲6.9
5.5
12.7
4.8
▲8.1
▲9.5
▲8.6
▲8.6
5.2

▲0.5
0.5
4.7
10.5
0.7
4.3
6.4
2.3
9.2
▲6.1
6.3
5.2
2.8
3.2
▲6.7
▲2.7
8.0

14.1
▲19.1
27.8
115.1
75.7
44.5
47.1
8.9

▲10.6
▲8.2
▲2.0
▲0.6
▲8.6
▲12.9
▲17.4
4.1

▲12.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
53,413
46,901
62,719
4,645
5,135
5,969
6,188
4,492
5,116
3,810
4,550
3,902
5,126
6,235
8,120
4,884
4,562

3.1
▲12.2
33.7
107.3
64.1
68.5
52.9
28.2
12.6
▲9.7
12.3
4.2
▲1.4
0.2
8.4
5.1

▲11.2

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲3.0
4.3
0.1
▲1.2
0.1
▲1.1
▲4.0
1.2
1.2
▲2.0
2.0
▲1.4
▲0.6
▲0.0
4.1
▲1.8
0.6

652,922
689,334
689,812
54,482
55,036
53,555
63,057
55,626
51,729
55,115
58,111
75,711
61,014
50,025
58,277
53,502
55,393

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.2
▲0.1
0.6
0.2
▲0.1
▲0.2
▲0.3
▲0.4
▲0.7
▲0.5
▲0.7
▲0.5
▲1.0
▲1.3
▲1.1
▲0.6

100.0
99.8
99.6
100.3
100.0
99.5
99.6
99.4
99.4
99.3
99.0
98.9
99.4
99.1
99.1
99.3
99.4

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
11.4
▲0.5
10.4
11.4
▲9.6
▲56.0
28.0
4.0

200.3
6.6

▲25.3
65.2
9.7
16.3
▲12.9
7.2
69.6

2,574
2,560
2,825
225
171
177
204
187
310
245
181
420
187
202
316
241
289

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲0.6
▲15.7
11.1
0.1
15.2
26.8
12.8
▲1.4
20.2
45.0
8.7
12.3
▲8.0
45.2
▲3.9
70.7
38.1

17.4
13.9
6.9
14.5
14.4
▲4.3
20.5
▲4.4
▲2.4
16.7
0.4
3.6
7.0
1.3
16.5
5.8
6.6

33.8
0.2
2.0
23.3
12.4
▲5.0
▲3.8
▲5.4
▲3.2
▲3.9
▲6.5
▲7.7
▲7.3
▲13.6
▲2.4
8.2
▲1.6

3,941
3,321
3,691
281
188
313
291
295
386
501
326
291
163
225
467
479
260

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲0.7
46.1
▲5.8
▲4.2
▲4.6
26.6
▲9.0
5.0

▲15.6
▲10.2
▲20.5
0.5

▲11.1
38.0
19.8
57.6
67.1

前年比（％）
6.5
8.6
11.4
0.3
28.6
19.9
▲0.1
19.4
70.2
7.5
15.9
10.4
▲11.0
▲9.8
18.0
39.7
13.9

前年比（％）
14.1
▲0.7
▲0.3
3.3
▲3.5
▲11.2
▲19.1
▲0.7
13.3
6.8
7.5
19.8
1.9
10.1
13.4
17.2
16.9

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

7.4
12.2
3.3
0.7
8.6
11.7
▲8.5
9.7
21.2
1.3
3.8
10.3
▲7.7
6.2
17.4
37.0
29.3

31,156
34,945
36,111
2,592
2,727
3,237
2,899
3,041
3,053
3,275
3,155
3,514
2,756
2,938
3,366
3,550
3,526

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
12.6
112.2
9.9
55.6
▲8.6
7.7
0.4
▲4.3
▲1.1
▲1.6
0.3
3.2
0.1
1.0
▲0.5
▲1.7

127.5
270.6
297.5
312.9
281.7
299.2
276.3
287.4
313.5
293.4
300.2
308.4
291.5
298.5
318.9
307.6

季調値 前年比（％）
18.4
▲0.5
1.3
24.8
8.7
▲3.0
4.5
▲1.2
▲8.3
▲6.1
▲4.9
▲10.1
▲10.2
▲12.7
▲11.0
0.3

92.8
92.4
93.6
96.6
96.6
91.5
98.4
94.3
84.9
87.6
90.7
88.5
87.6
87.7
89.7
94.4

季調値 前年比（％）
37.9
4.4
6.7

116.4
24.9
▲1.0
7.7
0.2

▲13.4
▲11.6
▲11.0
▲17.5
▲16.0
▲18.9
▲18.0
1.2

109.8
114.6
122.3
127.7
128.7
116.2
137.9
131.4
105.2
113.7
112.5
111.2
105.0
109.9
106.7
129.3

季調値 前年比（％）
25.9
8.5
▲7.8
▲1.7
▲11.9
▲15.2
1.2
▲8.1
▲8.6
▲5.2
▲12.8
▲3.6
▲7.0
▲3.3
▲2.6
▲6.0

91.5
99.3
91.6
91.7
87.7
94.0
97.0
91.9
90.4
93.1
87.3
95.6
94.6
85.6
81.5
86.2

季調値 前年比（％）
29.6
9.9

▲13.2
▲11.7
▲13.8
▲12.7
▲14.9
▲21.2
▲16.9
▲13.2
▲0.3
▲19.5
▲18.2
▲12.6
▲12.7
▲13.8

93.0
102.3
88.8
97.4
92.6
94.7
92.9
84.8
85.8
89.9
83.0
73.6
76.5
80.6
77.9
84.0

季調値 前年比（％）
29.4
▲3.1
▲2.4
▲1.4
5.0
6.4
▲7.1
▲7.0
4.6

▲10.7
▲2.3
▲1.7
▲6.7
▲5.0
▲2.2
▲3.4

98.4
95.3
93.0
93.6
99.8
95.7
90.2
90.8
94.6
84.3
85.4
84.7
91.5
93.2
99.3
90.4

季調値 前年比（％）
17.4
▲0.6
0.4
11.6
2.8
0.1
3.4
▲0.3
▲4.8
▲4.0
▲4.2
▲8.6
▲8.0
▲10.4
▲8.3
1.4

93.4
92.9
93.3
93.1
95.0
93.0
97.6
94.8
87.4
88.9
89.3
88.0
89.5
88.5
89.4
94.1

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲0.8
1.0
1.8
0.5
0.3
1.3
0.6
1.2
2.9
1.4
1.6
1.8
1.0
1.3
2.0
2.1
3.2

22,815
23,035
23,456
22,920
22,992
23,096
23,144
23,230
23,521
23,191
23,164
23,456
23,225
23,288
23,961
23,403
23,727

1.1
1.6
1.6
2.3
0.9
1.4
0.6
1.5
1.5
0.8
0.5
1.6
1.4
1.3
1.7
1.2
2.9

42,018
42,677
43,379
43,899
43,070
43,711
43,172
43,230
42,971
42,670
42,851
43,379
43,162
43,209
44,298
44,439
44,334

▲41.0
8.3
▲2.6
66.7
42.9
14.3
▲25.0
▲16.7
50.0
33.3
▲9.1
▲28.6
▲33.3
0.0

▲66.7
0.0

▲70.0

72
78
76
5
10
8
6
5
3
8
10
5
4
4
2
5
3

0.46
0.58
0.64
0.62
0.62
0.62
0.63
0.65
0.65
0.66
0.65
0.65
0.67
0.68
0.70
0.71
0.71

311,550
271,058
275,314
258,260
250,228
228,946
269,174
305,521
314,710
261,589
301,154
335,310
315,207
275,922
300,322
362,766
264,538

448,225
336,448
333,216
297,119
230,982
413,004
335,831
317,537
293,230
298,327
283,582
677,457
340,535
348,963
319,064
381,014
301,634

23,656
18,633
23,255
1,435
1,624
2,166
2,341
1,618
1,934
1,461
1,588
1,388
1,761
2,094
2,914
1,424
1,366

1.0
▲13.0
1.6

▲12.5
▲4.3
▲8.2
▲3.4
26.8
27.9
▲1.4
27.4
25.4
30.2
12.1
3.4
40.5
5.7

15.5
▲24.9
▲1.0
▲5.2
▲20.9
12.5
▲5.7
10.3
3.6
▲7.9
▲3.7
24.9
33.4
8.6
16.1
28.2
30.6

13.1
▲21.2
24.8
114.5
69.5
45.1
35.9
0.5

▲14.6
▲12.4
▲5.1
▲5.7
▲11.3
▲12.2
▲12.5
▲0.8
▲15.9

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,371
18,210
24,759
1,877
1,995
2,376
2,418
1,804
1,949
1,622
1,780
1,688
2,167
2,267
3,165
1,976
1,824

▲1.6
▲14.8
36.0
81.7
66.7
85.3
49.4
23.2
13.7
2.0
10.1
4.8
10.2
3.0
2.7
5.3
▲8.6

百万円 前年比（％）
▲1.0
▲1.9
▲3.7
▲4.9
▲5.3
▲7.2
▲11.6
1.7
▲1.3
▲2.9
2.5
▲1.2
1.3
▲1.2
8.7
▲1.4
1.5

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.5
0.0
0.5
0.0
▲0.2
▲0.1
0.2
▲0.3
▲0.6
▲0.1
▲0.1
▲0.7
▲0.7
▲0.9
▲0.9
▲0.5

100.0
99.5
99.5
100.0
99.7
99.2
99.2
99.4
99.5
99.3
99.2
99.1
99.0
99.0
99.1
99.1
99.3

千人 前年比（％）
▲6.1
▲10.2
▲0.9
26.5
▲0.6
▲8.5
▲4.3
▲2.0
▲15.2
▲0.9
▲0.9
6.5
▲3.8
41.5
10.0
5.2
7.4

2,241
2,013
1,995
164
253
118
140
257
156
214
202
117
103
148
179
172
271

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
▲6.1
35.9
5.5
30.0
▲54.7
▲25.5
102.2
▲26.4
44.5
▲13.6
▲63.9
13.5
▲55.5
29.7
▲71.9
37.7
29.9

560
761
803
49
59
38
59
44
83
60
25
51
33
111
49
68
77

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲9.5
▲10.4
0.7
11.9
▲13.2
▲23.5
▲15.3
31.3
5.9
32.1
5.5

▲23.7
46.4
▲55.6
53.8
28.5
15.3

12.6
18.5
2.4
11.0
27.3
▲18.7
▲13.5
▲17.6
43.7
▲21.5
▲47.6
63.4
▲2.1
▲1.5
▲16.3
63.9
▲16.3

▲3.5
▲12.2
▲14.5
▲45.1
30.7
9.8
20.8
▲33.8
4.5

▲18.6
▲75.1
215.7
63.0
▲77.9
▲21.7
▲7.8
48.6

1,774
1,590
1,601
97
78
92
161
184
169
230
128
109
93
53
259
125
90

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲4.4
11.5
0.9

▲10.5
▲3.4
▲7.9
▲16.2
▲17.5
▲14.3
▲9.2
▲8.1
▲3.1
▲5.4
▲12.9
5.8
1.5
▲7.2

57,267
63,871
64,448
5,490
5,495
4,023
3,803
4,010
4,044
4,727
5,525
6,441
5,109
4,335
5,770
5,571
5,099

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
▲7.1
72.5
▲7.3
▲67.2
85.4
316.7
23.8
▲59.1
▲67.1
▲87.1
195.0
560.0
▲82.8
▲75.7
1,416.7
161.0
▲70.8

前年比（％）
▲16.2
▲8.2
22.5
▲17.9
▲26.2
43.5
3.6
▲0.9
▲1.1
76.0
0.6
▲0.6
▲0.5
11.0
▲57.7
113.5
79.3

前年比（％）
5.9
0.9
14.9
20.8
14.3
6.2
0.4
1.2
33.5
14.6
▲16.2
70.1
3.5

▲29.1
1.8
14.7
▲8.5

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲5.2
0.6
15.3
▲13.8
5.8
37.5
3.4

▲11.8
3.2
4.9
7.2
50.6
▲17.3
▲20.4
▲8.6
59.7
5.1

5,466
5,501
6,344
419
474
601
458
553
488
561
520
491
478
457
573
669
498

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 億円 前年比（％）

2012. 4
2012 年
2011 年

0.9
▲20.9
5.0
▲2.6
▲9.8
12.0
18.6
▲8.7
29.8
18.7
10.6
1.0
▲5.4
▲11.5
6.0
7.7

前年比（％）
11.1

▲21.5
▲16.3
▲31.2
▲32.9
▲22.7
▲22.6
▲24.0
▲7.7
▲12.8
▲7.3
9.4

▲11.4
▲14.6
▲11.4
▲3.9
7.3

2,506
1,982
2,080
162
145
187
190
179
159
179
174
167
153
170
195
174

億円 前年比（％）
▲8.3
0.4

▲17.2
▲5.7
▲10.1
▲10.5
▲19.1
▲29.4
▲10.5
▲42.4
▲32.3
▲15.8
▲9.0
▲29.1
5.3

▲22.1

1,954
1,963
1,626
144
134
156
120
118
145
121
113
135
133
111
145
112

季調値 前年比（％）
▲3.6
5.3
16.1
27.4
39.0
40.5
47.6
55.9
23.9
▲13.0
▲29.3
▲27.7
▲31.6
▲33.0
▲36.0
▲30.9

106.7
112.3
130.4
149.2
138.9
143.6
149.8
163.6
129.7
96.4
85.9
90.3
89.5
93.1
94.7
102.2

季調値 前年比（％）
8.0

▲22.4
▲10.2
22.2
▲3.0
▲32.3
▲31.4
▲32.8
▲11.6
6.4

157.7
40.5
▲5.4
▲45.9
▲45.7
▲35.9

205.6
159.6
143.3
208.8
203.6
166.2
140.6
132.6
115.0
127.7
103.3
124.5
151.2
89.7
81.0
134.6

季調値 前年比（％）
  4.6

0.8
4.5
▲0.2
4.7
4.4
3.2
2.0
▲2.9
12.5
11.7
3.2
4.3
2.1
3.4
8.4

105.7
106.5
111.2
110.0
106.3
108.9
109.5
109.8
110.5
113.4
116.9
115.0
112.1
113.3
120.0
117.8

季調値 前年比（％）
60.4
21.7
▲26.3
▲52.1
▲34.5
▲31.0
▲39.2
▲22.8
▲18.3
▲32.9
▲21.6
▲3.0
▲3.0
6.1
17.6
▲8.0

197.4
240.3
177.1
184.4
186.1
170.2
142.9
183.9
187.2
158.5
183.5
184.6
198.0
194.2
196.8
172.7

季調値 前年比（％）
13.5
▲1.2
▲8.7
▲14.7
▲6.6
▲15.0
▲16.7
▲13.3
▲6.5
▲10.6
▲3.4
▲1.4
▲10.7
▲16.3
▲13.7
▲18.2

142.8
141.1
128.8
147.3
144.4
136.7
125.8
127.2
121.6
108.7
114.8
117.6
139.0
117.7
110.0
120.1

5

2010 年

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.0
2.1
2.7
1.3
1.9
2.0
1.5
2.1
3.7
2.8
2.2
2.7
2.5
2.7
4.0
3.1
3.3

30,272
30,903
31,741
30,577
30,753
30,891
30,880
30,937
31,703
31,196
31,146
31,741
31,356
31,371
32,258
31,533
31,755

2.1
1.4
3.2
1.5
1.7
1.5
1.0
1.6
2.7
2.0
1.9
3.2
2.9
3.3
3.7
2.1
3.5

50,857
51,564
53,225
52,639
52,216
52,666
51,818
51,892
52,382
51,771
51,941
53,225
52,430
52,683
53,526
53,758
54,041

▲10.2
▲3.5
▲10.9
200.0
20.0
42.9
▲53.8
▲27.3
▲11.1
0.0

▲18.2
▲18.2
▲12.5
50.0
▲33.3
▲33.3
16.7

114
110
98
6
6
10
6
8
8
10
9
9
7
9
8
4
7

0.46
0.61
0.68
0.67
0.67
0.67
0.67
0.69
0.69
0.69
0.68
0.69
0.71
0.72
0.75
0.80
0.82

297,101
277,713
314,374
369,091
248,677
306,138
268,348
308,279
266,756
316,053
306,416
329,491
263,996
272,580
283,930
265,558
373,172

377,069
351,844
396,686
348,183
294,530
548,898
359,469
331,083
323,097
430,666
338,072
630,279
339,859
373,370
389,226
341,221
335,650

38,068
29,430
37,962
2,423
2,709
3,552
3,782
2,640
3,093
2,388
2,597
2,335
2,603
3,431
4,525
2,457
2,205

▲4.8
▲6.5
13.2
39.2
▲3.0
13.6
▲1.9
18.3
7.0
15.9
10.9
1.7

▲21.5
▲22.6
▲22.1
▲28.1
50.1

▲4.5
▲6.7
12.7
15.6
14.5
28.8
2.0
1.9
1.5
17.9
3.7
▲3.9
▲4.2
▲14.3
6.5
▲2.0
14.0

15.9
▲22.7
29.0
125.0
94.1
46.9
44.8
2.6

▲10.8
▲10.8
▲4.7
▲0.0
▲10.6
▲11.1
▲20.2
1.4

▲18.6

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,647
22,718
31,789
2,501
2,546
2,945
3,113
2,528
2,535
2,234
2,282
2,044
2,671
3,288
3,871
2,608
2,408

2.5
▲14.7
39.9
128.2
68.1
77.0
56.6
32.2
18.2
15.4
7.2
5.1
8.3
9.6
7.6
4.3
▲5.4

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲2.9
▲2.5
▲0.8
0.6
1.0
0.7
▲3.0
0.1
▲3.2
▲2.6
2.3
▲0.9
▲0.0
▲3.3
2.2
▲1.9
1.9

169,324
166,476
165,154
13,036
12,976
12,754
15,190
13,102
11,920
13,115
13,717
18,682
14,956
11,641
13,950
12,784
13,227

指数 前年比（％）
▲0.3
▲0.5
▲0.4
0.1
0.2
▲0.3
▲0.8
▲0.4
▲0.8
▲1.0
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲1.2
▲1.6
▲1.1
▲0.7

100.0
99.5
99.1
99.8
99.7
99.1
98.9
99.2
99.0
98.9
98.4
98.3
98.2
98.0
98.3
98.7
98.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
60.9
22.8
▲24.8
▲48.4
▲25.8
▲51.5
▲23.7
▲46.2
18.8
▲35.1
9.3
▲9.4
▲4.2
1.1

▲68.1
149.3
99.1

1,128
1,385
1,042
59
59
62
48
89
192
113
71
102
56
69
38
148
118

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲5.3
▲14.9
5.4

▲13.1
▲5.7
0.8
10.8
18.4
3.3
22.0
4.9
11.7
71.1
▲3.2
▲7.7
84.0
41.5

6.7
16.8
1.3
22.0
2.2
4.9

▲16.3
▲18.9
▲4.6
37.9
▲3.1
▲5.6
▲13.6
45.1
▲7.5
▲7.9
8.0

▲3.5
4.5
▲2.3
▲31.9
▲9.2
17.6
▲7.4
15.5
▲15.2
1.0
30.6
42.1
▲12.2
27.5
32.9
45.5
60.8

2,012
1,713
1,806
124
109
113
144
159
191
210
172
152
166
102
211
228
155

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲53.0
112.1
21.1
242.6
59.7
35.8
▲61.0
55.7
28.1
47.5
21.6
▲10.7
14.3
▲39.3
▲23.8
23.2
12.1

前年比（％）
▲13.0
7.6
34.1
154.9
4.3

▲17.3
53.5
▲31.5
103.8
68.6
72.2
28.2
1.2
6.0
▲0.8
▲48.6
22.7

前年比（％）
10.3
4.7
▲3.8
▲10.6
14.7
8.7

▲25.8
▲14.5
13.7
22.9
4.9

▲22.2
25.4
13.5
1.1
23.2
19.6

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲10.2
13.8
14.5
67.1
12.7
▲0.2
▲11.5
▲16.2
34.2
42.3
30.2
▲2.0
13.3
3.3
▲5.1
▲15.5
20.1

8,842
10,063
11,521
1,163
905
1,036
1,050
916
946
965
1,017
1,004
808
869
916
983
1,087

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲13.4
16.5
▲9.2
▲9.1
▲7.7
▲5.6
▲12.7
▲14.0
▲5.6
▲15.3
▲17.8
▲3.6
▲10.9
▲11.1
▲7.3
▲4.3

97.2
113.2
102.8
102.7
106.3
112.8
103.2
102.8
103.4
99.2
97.1
102.7
95.5
89.8
88.6
98.3

季調値 前年比（％）
16.9
1.6
2.4
▲0.1
8.9
▲2.2
▲3.8
▲1.1
1.5
10.8
4.3
▲6.1
▲2.4
▲18.3
▲3.3
0.5

92.6
94.1
96.3
93.5
99.6
89.2
88.3
93.0
93.5
99.8
98.1
96.5
92.2
87.9
98.8
92.6

季調値 前年比（％）
13.8
▲2.3
▲5.5
▲10.6
15.3
▲22.4
▲23.9
5.3
▲4.4
▲5.5
▲8.1
▲15.5
1.3

▲14.8
▲3.8
10.3

81.0
79.1
74.7
69.3
74.0
60.5
57.6
78.8
70.4
75.0
65.4
72.8
82.3
83.2
86.3
75.6

季調値 前年比（％）
85.0
18.2
▲14.5
▲4.4
▲6.2
▲11.8
▲18.1
▲20.3
▲30.4
▲37.8
▲54.4
▲16.3
▲17.9
▲34.3
▲15.7
▲34.1

90.7
107.2
91.6
94.9
117.8
86.7
81.0
81.3
81.3
57.9
77.1
104.9
83.2
86.0
90.1
59.4

季調値 前年比（％）
10.2
▲11.6
21.6
25.8
30.5
15.3
12.5
8.3
25.0
44.8
60.0
25.7
▲0.2
▲26.9
▲4.6
6.5

114.3
101.0
122.8
119.9
117.3
113.5
116.1
111.8
121.6
139.6
147.5
127.9
110.1
89.6
110.3
125.2

季調値 前年比（％）
▲1.7
4.8
0.1
▲6.2
4.7
▲2.6
▲11.3
▲6.1
5.0
4.5
▲0.9
0.4
▲4.7
▲11.3
▲5.3
▲1.8

94.1
98.6
98.7
99.0
105.2
94.4
94.4
94.3
98.7
98.4
100.8
98.9
93.8
93.0
97.6
96.7

季調値 前年比（％）
21.0
▲1.6
1.9
▲0.1
11.4
0.4
▲3.9
▲0.8
▲1.5
10.6
3.2
▲2.8
▲6.0
▲16.8
▲0.8
3.8

97.1
95.6
97.4
95.7
103.5
93.6
91.0
94.2
92.1
101.7
98.6
97.7
92.0
87.0
97.9
98.2

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

6
7
8
9
10
11
12

2013. 1
 2
3
4

120,621
121,789
117,232
9,201
9,479
9,100
10,790
9,901
8,627
9,047
9,844
12,738
10,684
8,615
10,037
9,073
9,618

5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲0.8
1.0
1.8
0.5
0.3
1.3
0.6
1.2
2.9
1.4
1.6
1.8
1.0
1.3
2.0
2.1
3.2

22,815
23,035
23,456
22,920
22,992
23,096
23,144
23,230
23,521
23,191
23,164
23,456
23,225
23,288
23,961
23,403
23,727

1.1
1.6
1.6
2.3
0.9
1.4
0.6
1.5
1.5
0.8
0.5
1.6
1.4
1.3
1.7
1.2
2.9

42,018
42,677
43,379
43,899
43,070
43,711
43,172
43,230
42,971
42,670
42,851
43,379
43,162
43,209
44,298
44,439
44,334

▲41.0
8.3
▲2.6
66.7
42.9
14.3
▲25.0
▲16.7
50.0
33.3
▲9.1
▲28.6
▲33.3
0.0

▲66.7
0.0

▲70.0

72
78
76
5
10
8
6
5
3
8
10
5
4
4
2
5
3

0.46
0.58
0.64
0.62
0.62
0.62
0.63
0.65
0.65
0.66
0.65
0.65
0.67
0.68
0.70
0.71
0.71

311,550
271,058
275,314
258,260
250,228
228,946
269,174
305,521
314,710
261,589
301,154
335,310
315,207
275,922
300,322
362,766
264,538

448,225
336,448
333,216
297,119
230,982
413,004
335,831
317,537
293,230
298,327
283,582
677,457
340,535
348,963
319,064
381,014
301,634

23,656
18,633
23,255
1,435
1,624
2,166
2,341
1,618
1,934
1,461
1,588
1,388
1,761
2,094
2,914
1,424
1,366

1.0
▲13.0
1.6

▲12.5
▲4.3
▲8.2
▲3.4
26.8
27.9
▲1.4
27.4
25.4
30.2
12.1
3.4
40.5
5.7

15.5
▲24.9
▲1.0
▲5.2
▲20.9
12.5
▲5.7
10.3
3.6
▲7.9
▲3.7
24.9
33.4
8.6
16.1
28.2
30.6

13.1
▲21.2
24.8
114.5
69.5
45.1
35.9
0.5

▲14.6
▲12.4
▲5.1
▲5.7
▲11.3
▲12.2
▲12.5
▲0.8
▲15.9

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,371
18,210
24,759
1,877
1,995
2,376
2,418
1,804
1,949
1,622
1,780
1,688
2,167
2,267
3,165
1,976
1,824

▲1.6
▲14.8
36.0
81.7
66.7
85.3
49.4
23.2
13.7
2.0
10.1
4.8
10.2
3.0
2.7
5.3
▲8.6

百万円 前年比（％）
▲1.0
▲1.9
▲3.7
▲4.9
▲5.3
▲7.2
▲11.6
1.7
▲1.3
▲2.9
2.5
▲1.2
1.3
▲1.2
8.7
▲1.4
1.5

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.5
0.0
0.5
0.0
▲0.2
▲0.1
0.2
▲0.3
▲0.6
▲0.1
▲0.1
▲0.7
▲0.7
▲0.9
▲0.9
▲0.5

100.0
99.5
99.5
100.0
99.7
99.2
99.2
99.4
99.5
99.3
99.2
99.1
99.0
99.0
99.1
99.1
99.3

千人 前年比（％）
▲6.1
▲10.2
▲0.9
26.5
▲0.6
▲8.5
▲4.3
▲2.0
▲15.2
▲0.9
▲0.9
6.5
▲3.8
41.5
10.0
5.2
7.4

2,241
2,013
1,995
164
253
118
140
257
156
214
202
117
103
148
179
172
271

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
▲6.1
35.9
5.5
30.0
▲54.7
▲25.5
102.2
▲26.4
44.5
▲13.6
▲63.9
13.5
▲55.5
29.7
▲71.9
37.7
29.9

560
761
803
49
59
38
59
44
83
60
25
51
33
111
49
68
77

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲9.5
▲10.4
0.7
11.9
▲13.2
▲23.5
▲15.3
31.3
5.9
32.1
5.5

▲23.7
46.4
▲55.6
53.8
28.5
15.3

12.6
18.5
2.4
11.0
27.3
▲18.7
▲13.5
▲17.6
43.7
▲21.5
▲47.6
63.4
▲2.1
▲1.5
▲16.3
63.9
▲16.3

▲3.5
▲12.2
▲14.5
▲45.1
30.7
9.8
20.8
▲33.8
4.5

▲18.6
▲75.1
215.7
63.0
▲77.9
▲21.7
▲7.8
48.6

1,774
1,590
1,601
97
78
92
161
184
169
230
128
109
93
53
259
125
90

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲4.4
11.5
0.9

▲10.5
▲3.4
▲7.9
▲16.2
▲17.5
▲14.3
▲9.2
▲8.1
▲3.1
▲5.4
▲12.9
5.8
1.5
▲7.2

57,267
63,871
64,448
5,490
5,495
4,023
3,803
4,010
4,044
4,727
5,525
6,441
5,109
4,335
5,770
5,571
5,099

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
▲7.1
72.5
▲7.3
▲67.2
85.4
316.7
23.8
▲59.1
▲67.1
▲87.1
195.0
560.0
▲82.8
▲75.7
1,416.7
161.0
▲70.8

前年比（％）
▲16.2
▲8.2
22.5
▲17.9
▲26.2
43.5
3.6
▲0.9
▲1.1
76.0
0.6
▲0.6
▲0.5
11.0
▲57.7
113.5
79.3

前年比（％）
5.9
0.9
14.9
20.8
14.3
6.2
0.4
1.2
33.5
14.6
▲16.2
70.1
3.5

▲29.1
1.8
14.7
▲8.5

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲5.2
0.6
15.3
▲13.8
5.8
37.5
3.4

▲11.8
3.2
4.9
7.2
50.6
▲17.3
▲20.4
▲8.6
59.7
5.1

5,466
5,501
6,344
419
474
601
458
553
488
561
520
491
478
457
573
669
498

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 億円 前年比（％）

2012. 4
2012 年
2011 年

0.9
▲20.9
5.0
▲2.6
▲9.8
12.0
18.6
▲8.7
29.8
18.7
10.6
1.0
▲5.4
▲11.5
6.0
7.7

前年比（％）
11.1
▲21.5
▲16.3
▲31.2
▲32.9
▲22.7
▲22.6
▲24.0
▲7.7
▲12.8
▲7.3
9.4

▲11.4
▲14.6
▲11.4
▲3.9
7.3

2,506
1,982
2,080
162
145
187
190
179
159
179
174
167
153
170
195
174

億円 前年比（％）
▲8.3
0.4

▲17.2
▲5.7
▲10.1
▲10.5
▲19.1
▲29.4
▲10.5
▲42.4
▲32.3
▲15.8
▲9.0
▲29.1
5.3

▲22.1

1,954
1,963
1,626
144
134
156
120
118
145
121
113
135
133
111
145
112

季調値 前年比（％）
▲3.6
5.3
16.1
27.4
39.0
40.5
47.6
55.9
23.9
▲13.0
▲29.3
▲27.7
▲31.6
▲33.0
▲36.0
▲30.9

106.7
112.3
130.4
149.2
138.9
143.6
149.8
163.6
129.7
96.4
85.9
90.3
89.5
93.1
94.7
102.2

季調値 前年比（％）
8.0

▲22.4
▲10.2
22.2
▲3.0
▲32.3
▲31.4
▲32.8
▲11.6
6.4

157.7
40.5
▲5.4
▲45.9
▲45.7
▲35.9

205.6
159.6
143.3
208.8
203.6
166.2
140.6
132.6
115.0
127.7
103.3
124.5
151.2
89.7
81.0
134.6

季調値 前年比（％）
  4.6

0.8
4.5
▲0.2
4.7
4.4
3.2
2.0
▲2.9
12.5
11.7
3.2
4.3
2.1
3.4
8.4

105.7
106.5
111.2
110.0
106.3
108.9
109.5
109.8
110.5
113.4
116.9
115.0
112.1
113.3
120.0
117.8

季調値 前年比（％）
60.4
21.7
▲26.3
▲52.1
▲34.5
▲31.0
▲39.2
▲22.8
▲18.3
▲32.9
▲21.6
▲3.0
▲3.0
6.1
17.6
▲8.0

197.4
240.3
177.1
184.4
186.1
170.2
142.9
183.9
187.2
158.5
183.5
184.6
198.0
194.2
196.8
172.7

季調値 前年比（％）
13.5
▲1.2
▲8.7
▲14.7
▲6.6
▲15.0
▲16.7
▲13.3
▲6.5
▲10.6
▲3.4
▲1.4
▲10.7
▲16.3
▲13.7
▲18.2

142.8
141.1
128.8
147.3
144.4
136.7
125.8
127.2
121.6
108.7
114.8
117.6
139.0
117.7
110.0
120.1

5

2010 年

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.0
2.1
2.7
1.3
1.9
2.0
1.5
2.1
3.7
2.8
2.2
2.7
2.5
2.7
4.0
3.1
3.3

30,272
30,903
31,741
30,577
30,753
30,891
30,880
30,937
31,703
31,196
31,146
31,741
31,356
31,371
32,258
31,533
31,755

2.1
1.4
3.2
1.5
1.7
1.5
1.0
1.6
2.7
2.0
1.9
3.2
2.9
3.3
3.7
2.1
3.5

50,857
51,564
53,225
52,639
52,216
52,666
51,818
51,892
52,382
51,771
51,941
53,225
52,430
52,683
53,526
53,758
54,041

▲10.2
▲3.5
▲10.9
200.0
20.0
42.9
▲53.8
▲27.3
▲11.1
0.0

▲18.2
▲18.2
▲12.5
50.0
▲33.3
▲33.3
16.7

114
110
98
6
6
10
6
8
8
10
9
9
7
9
8
4
7

0.46
0.61
0.68
0.67
0.67
0.67
0.67
0.69
0.69
0.69
0.68
0.69
0.71
0.72
0.75
0.80
0.82

297,101
277,713
314,374
369,091
248,677
306,138
268,348
308,279
266,756
316,053
306,416
329,491
263,996
272,580
283,930
265,558
373,172

377,069
351,844
396,686
348,183
294,530
548,898
359,469
331,083
323,097
430,666
338,072
630,279
339,859
373,370
389,226
341,221
335,650

38,068
29,430
37,962
2,423
2,709
3,552
3,782
2,640
3,093
2,388
2,597
2,335
2,603
3,431
4,525
2,457
2,205

▲4.8
▲6.5
13.2
39.2
▲3.0
13.6
▲1.9
18.3
7.0
15.9
10.9
1.7

▲21.5
▲22.6
▲22.1
▲28.1
50.1

▲4.5
▲6.7
12.7
15.6
14.5
28.8
2.0
1.9
1.5
17.9
3.7
▲3.9
▲4.2
▲14.3
6.5
▲2.0
14.0

15.9
▲22.7
29.0
125.0
94.1
46.9
44.8
2.6

▲10.8
▲10.8
▲4.7
▲0.0
▲10.6
▲11.1
▲20.2
1.4

▲18.6

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,647
22,718
31,789
2,501
2,546
2,945
3,113
2,528
2,535
2,234
2,282
2,044
2,671
3,288
3,871
2,608
2,408

2.5
▲14.7
39.9
128.2
68.1
77.0
56.6
32.2
18.2
15.4
7.2
5.1
8.3
9.6
7.6
4.3
▲5.4

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲2.9
▲2.5
▲0.8
0.6
1.0
0.7
▲3.0
0.1
▲3.2
▲2.6
2.3
▲0.9
▲0.0
▲3.3
2.2
▲1.9
1.9

169,324
166,476
165,154
13,036
12,976
12,754
15,190
13,102
11,920
13,115
13,717
18,682
14,956
11,641
13,950
12,784
13,227

指数 前年比（％）
▲0.3
▲0.5
▲0.4
0.1
0.2
▲0.3
▲0.8
▲0.4
▲0.8
▲1.0
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲1.2
▲1.6
▲1.1
▲0.7

100.0
99.5
99.1
99.8
99.7
99.1
98.9
99.2
99.0
98.9
98.4
98.3
98.2
98.0
98.3
98.7
98.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
60.9
22.8
▲24.8
▲48.4
▲25.8
▲51.5
▲23.7
▲46.2
18.8
▲35.1
9.3
▲9.4
▲4.2
1.1

▲68.1
149.3
99.1

1,128
1,385
1,042
59
59
62
48
89
192
113
71
102
56
69
38
148
118

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲5.3
▲14.9
5.4

▲13.1
▲5.7
0.8
10.8
18.4
3.3
22.0
4.9
11.7
71.1
▲3.2
▲7.7
84.0
41.5

6.7
16.8
1.3
22.0
2.2
4.9

▲16.3
▲18.9
▲4.6
37.9
▲3.1
▲5.6
▲13.6
45.1
▲7.5
▲7.9
8.0

▲3.5
4.5
▲2.3
▲31.9
▲9.2
17.6
▲7.4
15.5
▲15.2
1.0
30.6
42.1
▲12.2
27.5
32.9
45.5
60.8

2,012
1,713
1,806
124
109
113
144
159
191
210
172
152
166
102
211
228
155

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲53.0
112.1
21.1
242.6
59.7
35.8
▲61.0
55.7
28.1
47.5
21.6
▲10.7
14.3
▲39.3
▲23.8
23.2
12.1

前年比（％）
▲13.0
7.6
34.1
154.9
4.3

▲17.3
53.5
▲31.5
103.8
68.6
72.2
28.2
1.2
6.0
▲0.8
▲48.6
22.7

前年比（％）
10.3
4.7
▲3.8
▲10.6
14.7
8.7

▲25.8
▲14.5
13.7
22.9
4.9

▲22.2
25.4
13.5
1.1
23.2
19.6

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲10.2
13.8
14.5
67.1
12.7
▲0.2
▲11.5
▲16.2
34.2
42.3
30.2
▲2.0
13.3
3.3
▲5.1
▲15.5
20.1

8,842
10,063
11,521
1,163
905
1,036
1,050
916
946
965
1,017
1,004
808
869
916
983
1,087

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲13.4
16.5
▲9.2
▲9.1
▲7.7
▲5.6
▲12.7
▲14.0
▲5.6
▲15.3
▲17.8
▲3.6
▲10.9
▲11.1
▲7.3
▲4.3

97.2
113.2
102.8
102.7
106.3
112.8
103.2
102.8
103.4
99.2
97.1
102.7
95.5
89.8
88.6
98.3

季調値 前年比（％）
16.9
1.6
2.4
▲0.1
8.9
▲2.2
▲3.8
▲1.1
1.5
10.8
4.3
▲6.1
▲2.4
▲18.3
▲3.3
0.5

92.6
94.1
96.3
93.5
99.6
89.2
88.3
93.0
93.5
99.8
98.1
96.5
92.2
87.9
98.8
92.6

季調値 前年比（％）
13.8
▲2.3
▲5.5
▲10.6
15.3
▲22.4
▲23.9
5.3
▲4.4
▲5.5
▲8.1
▲15.5
1.3

▲14.8
▲3.8
10.3

81.0
79.1
74.7
69.3
74.0
60.5
57.6
78.8
70.4
75.0
65.4
72.8
82.3
83.2
86.3
75.6

季調値 前年比（％）
85.0
18.2
▲14.5
▲4.4
▲6.2
▲11.8
▲18.1
▲20.3
▲30.4
▲37.8
▲54.4
▲16.3
▲17.9
▲34.3
▲15.7
▲34.1

90.7
107.2
91.6
94.9
117.8
86.7
81.0
81.3
81.3
57.9
77.1
104.9
83.2
86.0
90.1
59.4

季調値 前年比（％）
10.2
▲11.6
21.6
25.8
30.5
15.3
12.5
8.3
25.0
44.8
60.0
25.7
▲0.2
▲26.9
▲4.6
6.5

114.3
101.0
122.8
119.9
117.3
113.5
116.1
111.8
121.6
139.6
147.5
127.9
110.1
89.6
110.3
125.2

季調値 前年比（％）
▲1.7
4.8
0.1
▲6.2
4.7
▲2.6
▲11.3
▲6.1
5.0
4.5
▲0.9
0.4
▲4.7
▲11.3
▲5.3
▲1.8

94.1
98.6
98.7
99.0
105.2
94.4
94.4
94.3
98.7
98.4
100.8
98.9
93.8
93.0
97.6
96.7

季調値 前年比（％）
21.0
▲1.6
1.9
▲0.1
11.4
0.4
▲3.9
▲0.8
▲1.5
10.6
3.2
▲2.8
▲6.0
▲16.8
▲0.8
3.8

97.1
95.6
97.4
95.7
103.5
93.6
91.0
94.2
92.1
101.7
98.6
97.7
92.0
87.0
97.9
98.2

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

6
7
8
9
10
11
12

2013. 1
 2
3
4

120,621
121,789
117,232
9,201
9,479
9,100
10,790
9,901
8,627
9,047
9,844
12,738
10,684
8,615
10,037
9,073
9,618

5

2012. 4
2012 年
2011 年

5

2010 年

6
7
8
9
10
11
12

2013. 1
 2
3
4
5

2012. 4
2012 年
2011 年

5

2010 年

6
7
8
9
10
11
12

2013. 1
 2
3
4
5

2012. 4
2012 年
2011 年

5

2010 年

6
7
8
9
10
11
12

2013. 1
 2
3
4
5

2012. 4
2012 年
2011 年

5

2010 年

6
7
8
9
10
11
12

2013. 1
 2
3
4
5

2012. 4
2012 年
2011 年

5

2010 年

6
7
8
9
10
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2013. 1
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3
4
5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 情報通信 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲15.6
▲26.9
▲26.0
▲13.6
▲30.3
▲17.9
▲47.0
▲46.3
▲55.2
▲48.3
174.7
12.7
▲48.6
▲56.7
▲57.4
▲44.2

81.6
59.7
44.2
29.3
25.4
59.0
50.9
47.5
31.2
29.4
40.7
60.0
37.0
23.4
23.8
16.3

31.9
2.1
3.4
6.3
15.3
4.5
15.7
13.6
5.6
▲0.8
3.2
7.1
1.6
▲7.3
2.5
▲0.5

98.5
96.1
97.1
95.6
89.6
96.8
101.3
98.6
93.5
92.0
94.0
101.9
96.2
90.6
92.9
95.1

7.5
▲2.5
1.1
3.0
▲0.8
▲0.4
0.5
▲1.2
▲1.9
▲3.7
2.6
2.9
▲3.5
▲7.4
▲12.2
▲0.1

111.7
114.1
117.9
137.5
119.0
117.7
127.6
120.2
104.8
115.5
117.4
121.2
118.3
95.1
118.6
138.4

88.7
86.6
94.5
94.1
101.1
100.1
93.8
101.1
90.2
81.8
80.3
91.4
93.4
97.3
68.3
93.3

18.5
▲2.4
9.1
3.4
20.5
23.2
7.4
13.0
5.1
▲0.8
▲7.8
0.8

▲11.5
▲1.3
▲36.5
▲1.7

89.9
97.9
84.5
50.0
50.9
79.9
97.4
91.8
95.7
94.6
88.7
90.3
92.2
93.1
122.0
109.8

▲0.6
9.0

▲13.7
▲51.7
▲44.6
▲17.2
0.1
1.5
12.4
▲2.7
▲5.5
0.0
0.6
▲4.0
73.4
119.1

103.9
101.4
101.5
99.4
92.4
99.9
110.1
102.0
96.2
95.4
95.5
105.5
97.9
99.2
96.3
100.1

9.8
▲2.4
0.1
1.5
▲1.4
▲3.6
2.9
▲6.4
▲7.4
▲6.0
4.6
▲0.9
▲6.2
▲8.9
▲13.4
1.6

96.8
100.7
92.4
92.0
85.8
97.0
94.5
92.7
95.0
90.5
93.8
93.6
95.3
86.7
95.5
98.8

5.3
4.0
▲8.2
▲12.5
▲16.5
▲3.4
▲8.8
▲6.9
▲4.8
▲9.7
▲3.7
▲2.4
▲2.5
▲1.0
6.8
7.4

18.4
13.5
▲10.8
20.8
4.3
▲3.5
3.4

▲21.0
▲22.2
▲25.0
▲4.2
▲26.1
16.4
17.0
4.4
8.9
42.8

37.5
24.5
▲5.2
0.7
10.5
▲25.8
▲14.7
▲11.6
6.4

▲26.8
7.0
7.8
20.2
41.2
1.8
25.9
25.2

1,536
1,288
1,396
149
71
87
90
108
179
153
88
161
101
108
172
259
136

7.8
▲16.1
8.3

▲26.8
76.0
29.6
10.3
▲0.6
▲20.7
7.8
28.8
94.0
41.8
44.3
5.1
73.2
91.6

742
958
635
60
51
60
53
55
58
59
81
61
44
51
38
184
61

43.9
29.2
▲33.8
48.2
▲78.1
▲48.6
▲47.4
14.6
20.0
▲24.0
▲26.8
19.4
22.1
51.7
39.9
208.3
18.6

5,758
5,691
6,670
698
438
495
594
570
763
576
632
625
734
452
436
599
623

▲1.4
▲1.2
17.2
69.8
▲33.2
▲22.5
41.1
▲18.3
40.8
31.2
73.6
31.3
58.5
▲10.8
41.1
▲14.2
42.2

12.2
1.9
1.4
18.9
▲10.5
▲15.8
▲6.8
10.2
21.7
▲6.6
30.7
▲2.0
13.9
0.0
17.6
▲3.7
11.7

▲21.4
▲12.3
19.6
11.6
▲36.7
▲2.6
51.7
▲22.7
▲11.5
138.8
37.1
91.0
42.5
▲27.2
185.4
41.0
87.2

67.5
30.3
65.1

1,184.2
▲66.3
▲77.1
828.6
▲70.1
247.8
▲13.2
1,354.5
25.6
576.9
9.1

▲35.6
▲68.4
33.3

100.0
99.7
99.9
100.5
100.5
99.7
99.4
99.9
99.9
99.9
99.3
99.3
99.2
99.2
99.4
99.7
99.6

▲1.4
▲0.3
0.2
0.8
0.6
0.1
▲0.3
0.1
0.1
▲0.1
▲0.2
▲0.1
▲0.7
▲1.0
▲1.1
▲0.8
▲0.9

123,366
124,448
123,046
9,483
9,754
9,113
11,420
10,096
8,814
9,850
10,245
13,488
10,756
8,998
10,262
9,112
9,541

▲0.0
0.9
▲1.1
▲1.4
▲0.5
▲1.7
▲3.0
▲1.2
▲1.3
▲3.3
1.4
▲4.7
▲3.3
▲4.8
0.5
▲3.9
▲2.2

25,763
20,956
25,785
1,655
1,799
2,388
2,693
1,763
2,172
1,598
1,785
1,562
1,941
2,372
3,083
1,595
1,630

13.2
▲18.7
23.0
95.6
61.8
30.6
46.6
17.5
▲13.2
▲14.4
▲8.1
▲5.1
▲7.4
▲9.6
▲15.6
▲3.6
▲9.4

18,048
15,760
21,346
1,630
1,803
2,012
2,133
1,549
1,643
1,300
1,520
1,454
1,681
2,065
2,737
1,584
1,552

0.3
▲12.7
35.4
98.5
91.6
78.8
45.4
28.9
2.6
1.6
4.9
5.4
▲3.1
1.9
7.7
▲2.8
▲13.9

425,081
446,998
464,878
405,474
346,758
685,671
475,253
410,537
390,266
417,113
406,511
825,735
374,808
400,762
376,841
369,929
335,041

▲4.2
5.2
4.0
8.1
16.0
21.0
2.2
9.3
16.2
0.9
10.1
▲12.8
▲2.5
▲7.3
▲5.4
▲8.8
▲3.4

294,219
320,368
341,720
376,942
337,998
279,091
322,043
377,515
370,918
347,208
347,186
373,965
325,979
301,221
356,159
343,334
325,465

▲2.8
8.9
6.7
18.4
11.7
0.9
3.2
17.3
9.1
4.6
18.5
▲7.4
6.2

▲18.2
21.9
▲8.9
▲3.7

0.54
0.66
0.73
0.71
0.73
0.74
0.74
0.75
0.75
0.75
0.75
0.75
0.75
0.74
0.74
0.77
0.78

71
66
67
9
8
5
4
5
4
6
3
5
4
7
2
6
9

▲26.8
▲7.0
1.5

350.0
33.3
▲28.6
100.0
25.0
▲63.6
0.0

▲50.0
▲16.7
▲42.9
40.0
▲66.7
▲33.3
12.5

32,839
33,559
33,721
33,671
33,512
33,943
33,585
33,512
33,575
33,369
33,466
33,721
33,422
33,596
34,140
34,362
34,131

2.5
2.2
0.5
0.6
▲0.1
0.3
0.2
0.1
1.7
0.3
0.5
0.5
0.1
0.4
1.6
2.1
1.8

21,176
21,078
21,245
20,861
21,004
20,972
21,015
20,955
21,328
21,030
20,936
21,245
21,151
21,186
21,358
21,183
21,185

0.7
▲0.5
0.8
▲0.7
0.1
0.6
0.2
0.6
2.4
1.3
0.3
0.8
1.4
1.4
1.7
1.5
0.9

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

41.9
▲12.3
▲14.5
▲4.7
▲8.7
▲11.7
▲10.2
▲18.9
▲19.1
▲26.2
▲18.0
▲0.9
0.4

▲20.2
▲12.2
▲29.1

112.3
98.4
84.2
100.1
101.0
86.9
84.1
75.0
74.1
68.2
73.8
88.4
85.9
68.5
81.7
71.3

12.9
9.4

▲15.3
▲23.9
▲19.4
▲34.5
10.9
▲4.2
▲5.2
▲15.5
▲34.0
14.8
▲17.4
▲21.8
3.1

▲34.9

100.2
100.3
94.0
99.6
97.8
91.5
89.5
91.6
88.9
92.9
92.1
93.6
94.5
96.6
92.7
91.3

18.0
0.0
▲6.3
▲6.2
▲4.5
▲10.1
▲8.4
▲6.0
▲8.4
▲5.3
▲8.7
▲3.5
▲2.0
▲3.8
▲4.2
▲7.5

49.4
54.1
45.8
56.0
45.5
34.7
50.8
48.9
39.8
45.4
39.8
53.3
35.0
45.2
41.4
36.9

114.3
133.2
130.4
152.1
152.1
125.9
98.1
113.5
120.9
139.5
154.6
124.5
125.1
126.8
117.5
120.5

▲5.1
16.6
▲2.1
▲5.8
7.7
▲4.9
▲28.2
▲19.4
▲18.3
8.3
10.1
▲10.1
8.7
▲0.8
▲19.2
▲17.6

93.7
98.1
97.8
98.6
96.7
95.3
98.6
95.8
99.1
95.9
94.7
94.2
97.0
95.8
95.4
95.2

1.1
4.7
▲0.3
3.2
1.8
▲3.8
▲1.5
▲1.8
1.8
▲2.6
▲8.0
▲5.3
▲5.5
▲7.8
▲4.5
▲2.4

92.9
92.7
88.0
92.7
91.7
86.1
85.8
86.6
82.2
87.1
85.1
88.3
88.1
90.8
87.7
88.6

14.3
▲0.3
▲5.1
▲4.6
▲2.7
▲8.0
▲6.0
▲4.5
▲7.7
▲4.2
▲7.2
▲2.0
▲1.5
▲1.1
▲3.6
▲3.4

92.6
95.8
95.9
103.0
100.2
98.5
96.0
93.4
97.1
91.6
94.1
95.9
95.3
89.5
93.9
94.4

0.5
3.5
0.1
6.9
3.9
1.6
2.4
▲3.2
0.5
▲5.8
▲4.6
▲0.7
▲0.1
▲2.7
▲2.2
▲8.2

12.9
▲39.4
15.6
18.0
1.9

131.3
▲94.0
▲9.2
117.6
▲5.6
▲13.4
59.0
▲26.1
1,829.1
863.1
▲91.1
▲32.8

21.2
▲12.1
11.4
▲6.6
38.6
▲21.4
67.0
▲25.3
55.9
36.7
6.0
▲0.9
44.2
▲13.8
▲2.6
▲16.7
▲12.4

1,058
978
1,077
125
86
80
99
87
96
105
80
103
63
43
70
113
88

▲15.3
▲7.5
10.1
▲31.7
16.6
115.4
46.5
28.8
▲2.9
10.4
27.7
75.2
45.7
▲24.8
▲39.4
▲9.7
2.0

647
662
596
75
20
58
73
31
93
63
57
52
62
46
40
61
43

68.7
2.3

▲10.0
▲15.0
▲71.4
136.3
45.1
▲15.7
178.2
76.3
▲44.8
▲5.6
130.7
64.8
115.0
▲18.9
115.6

4,075
4,417
4,524
409
312
345
432
293
361
478
498
449
372
493
372
546
339

▲9.0
8.4
2.4
29.4
11.0
2.7

▲35.1
▲19.1
19.1
45.7
▲5.3
▲13.3
42.5
51.2
3.3
33.5
8.7

3.4
2.9
▲0.8
1.7
7.2
▲4.9
▲8.9
▲19.5
33.9
▲5.7
5.0
3.1
9.3
13.5
15.0
16.5
28.0

▲31.7
10.6
12.3
104.7
17.5
12.1
▲61.3
19.0
44.2
187.8
3.8
4.2
32.1
180.2
12.0
13.8
▲24.6

135.7
60.9
▲20.2
▲1.9
0.0
8.3
30.0
▲68.9
▲56.9
▲21.4
▲62.6
▲73.9
677.8
▲28.6
▲45.8
166.7
92.9

100.0
99.4
99.3
99.8
99.6
99.0
99.0
99.2
99.1
99.1
98.9
98.7
98.8
98.5
98.7
98.9
99.1

▲0.8
▲0.7
▲0.1
0.1
0.3
0.1
▲0.3
▲0.2
▲0.3
▲0.3
▲0.3
▲0.4
▲0.6
▲1.0
▲1.2
▲0.8
▲0.5

69,828
70,066
67,989
5,391
5,357
5,319
5,994
5,866
5,046
5,420
5,717
7,182
6,058
4,957
5,501
5,224
5,379

1.2
0.3
▲3.0
▲4.3
▲3.9
▲1.5
▲5.9
▲2.3
▲2.1
▲2.4
1.2
▲3.3
▲4.2
▲2.8
4.3
▲3.1
0.4

16,289
12,548
15,960
895
1,095
1,444
1,657
1,013
1,381
1,038
1,071
953
1,184
1,476
1,937
948
948

14.7
▲23.0
27.2
88.4
73.0
37.7
54.6
5.5
▲3.6
▲5.7
▲7.4
▲4.2
▲14.0
▲11.4
▲18.3
5.9

▲13.4

12,945
11,414
15,561
1,219
1,272
1,462
1,463
1,122
1,158
1,056
1,135
983
1,251
1,469
1,879
1,199
1,187

▲5.0
▲11.8
36.3
105.6
77.2
68.8
57.5
32.6
2.7
0.3
18.0
▲6.6
0.9
0.5
▲5.6
▲1.6
▲6.7

456,205
429,542
430,581
407,394
331,209
632,514
468,133
398,897
300,565
386,621
332,343
703,010
375,326
422,361
334,443
415,698
286,774

4.1
▲5.8
0.2
1.0
6.8
21.0
2.3
2.9

▲16.7
▲7.1
▲11.0
▲5.6
2.8
▲4.7
▲16.0
2.0

▲13.4

326,601
314,463
322,774
375,604
304,429
289,026
301,925
279,484
269,585
342,069
271,193
396,460
348,346
289,718
391,470
385,153
301,996

▲1.8
▲3.7
2.6
29.0
7.5

▲14.8
▲14.7
▲7.0
▲3.6
▲0.3
▲16.5
1.4
0.2

▲16.0
11.5
2.5
▲0.8

0.49
0.62
0.72
0.71
0.72
0.74
0.73
0.74
0.74
0.74
0.73
0.73
0.78
0.79
0.80
0.77
0.75

47
45
57
2
5
4
5
4
6
6
6
3
2
1
6
6
5

▲21.7
▲4.3
26.7
0.0

▲28.6
33.3
25.0
▲33.3
50.0
50.0
200.0
▲25.0
▲60.0
▲87.5
100.0
200.0
0.0

21,104
21,268
21,627
21,638
21,512
21,861
21,548
21,488
21,407
21,212
21,278
21,627
21,459
21,455
22,270
22,019
22,105

1.7
0.8
1.7
0.3
0.5
1.4
0.5
1.4
1.7
0.8
0.9
1.7
1.9
1.4
2.3
1.8
2.8

11,214
11,217
11,261
11,108
11,133
11,180
11,155
11,143
11,324
11,145
11,135
11,261
11,172
11,180
11,431
11,190
11,305

▲0.2
0.0
0.4
▲1.3
▲0.5
0.5
▲0.6
▲0.1
1.8
0.2
0.1
0.4
0.4
0.3
1.4
0.7
1.5

経済指標 大分 Oita

2012 年
2011 年
2010 年

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 情報通信 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲15.6
▲26.9
▲26.0
▲13.6
▲30.3
▲17.9
▲47.0
▲46.3
▲55.2
▲48.3
174.7
12.7
▲48.6
▲56.7
▲57.4
▲44.2

81.6
59.7
44.2
29.3
25.4
59.0
50.9
47.5
31.2
29.4
40.7
60.0
37.0
23.4
23.8
16.3

31.9
2.1
3.4
6.3
15.3
4.5
15.7
13.6
5.6
▲0.8
3.2
7.1
1.6
▲7.3
2.5
▲0.5

98.5
96.1
97.1
95.6
89.6
96.8
101.3
98.6
93.5
92.0
94.0
101.9
96.2
90.6
92.9
95.1

7.5
▲2.5
1.1
3.0
▲0.8
▲0.4
0.5
▲1.2
▲1.9
▲3.7
2.6
2.9
▲3.5
▲7.4
▲12.2
▲0.1

111.7
114.1
117.9
137.5
119.0
117.7
127.6
120.2
104.8
115.5
117.4
121.2
118.3
95.1
118.6
138.4

88.7
86.6
94.5
94.1
101.1
100.1
93.8
101.1
90.2
81.8
80.3
91.4
93.4
97.3
68.3
93.3

18.5
▲2.4
9.1
3.4
20.5
23.2
7.4
13.0
5.1
▲0.8
▲7.8
0.8

▲11.5
▲1.3
▲36.5
▲1.7

89.9
97.9
84.5
50.0
50.9
79.9
97.4
91.8
95.7
94.6
88.7
90.3
92.2
93.1
122.0
109.8

▲0.6
9.0

▲13.7
▲51.7
▲44.6
▲17.2
0.1
1.5
12.4
▲2.7
▲5.5
0.0
0.6
▲4.0
73.4
119.1

103.9
101.4
101.5
99.4
92.4
99.9
110.1
102.0
96.2
95.4
95.5
105.5
97.9
99.2
96.3
100.1

9.8
▲2.4
0.1
1.5
▲1.4
▲3.6
2.9
▲6.4
▲7.4
▲6.0
4.6
▲0.9
▲6.2
▲8.9
▲13.4
1.6

96.8
100.7
92.4
92.0
85.8
97.0
94.5
92.7
95.0
90.5
93.8
93.6
95.3
86.7
95.5
98.8

5.3
4.0
▲8.2
▲12.5
▲16.5
▲3.4
▲8.8
▲6.9
▲4.8
▲9.7
▲3.7
▲2.4
▲2.5
▲1.0
6.8
7.4

18.4
13.5
▲10.8
20.8
4.3
▲3.5
3.4

▲21.0
▲22.2
▲25.0
▲4.2
▲26.1
16.4
17.0
4.4
8.9
42.8

37.5
24.5
▲5.2
0.7
10.5
▲25.8
▲14.7
▲11.6
6.4

▲26.8
7.0
7.8
20.2
41.2
1.8
25.9
25.2

1,536
1,288
1,396
149
71
87
90
108
179
153
88
161
101
108
172
259
136

7.8
▲16.1
8.3

▲26.8
76.0
29.6
10.3
▲0.6
▲20.7
7.8
28.8
94.0
41.8
44.3
5.1
73.2
91.6

742
958
635
60
51
60
53
55
58
59
81
61
44
51
38
184
61

43.9
29.2
▲33.8
48.2
▲78.1
▲48.6
▲47.4
14.6
20.0
▲24.0
▲26.8
19.4
22.1
51.7
39.9
208.3
18.6

5,758
5,691
6,670
698
438
495
594
570
763
576
632
625
734
452
436
599
623

▲1.4
▲1.2
17.2
69.8
▲33.2
▲22.5
41.1
▲18.3
40.8
31.2
73.6
31.3
58.5
▲10.8
41.1
▲14.2
42.2

12.2
1.9
1.4
18.9
▲10.5
▲15.8
▲6.8
10.2
21.7
▲6.6
30.7
▲2.0
13.9
0.0
17.6
▲3.7
11.7

▲21.4
▲12.3
19.6
11.6
▲36.7
▲2.6
51.7
▲22.7
▲11.5
138.8
37.1
91.0
42.5
▲27.2
185.4
41.0
87.2

67.5
30.3
65.1

1,184.2
▲66.3
▲77.1
828.6
▲70.1
247.8
▲13.2
1,354.5
25.6
576.9
9.1

▲35.6
▲68.4
33.3

100.0
99.7
99.9
100.5
100.5
99.7
99.4
99.9
99.9
99.9
99.3
99.3
99.2
99.2
99.4
99.7
99.6

▲1.4
▲0.3
0.2
0.8
0.6
0.1
▲0.3
0.1
0.1
▲0.1
▲0.2
▲0.1
▲0.7
▲1.0
▲1.1
▲0.8
▲0.9

123,366
124,448
123,046
9,483
9,754
9,113
11,420
10,096
8,814
9,850
10,245
13,488
10,756
8,998
10,262
9,112
9,541

▲0.0
0.9
▲1.1
▲1.4
▲0.5
▲1.7
▲3.0
▲1.2
▲1.3
▲3.3
1.4
▲4.7
▲3.3
▲4.8
0.5
▲3.9
▲2.2

25,763
20,956
25,785
1,655
1,799
2,388
2,693
1,763
2,172
1,598
1,785
1,562
1,941
2,372
3,083
1,595
1,630

13.2
▲18.7
23.0
95.6
61.8
30.6
46.6
17.5
▲13.2
▲14.4
▲8.1
▲5.1
▲7.4
▲9.6
▲15.6
▲3.6
▲9.4

18,048
15,760
21,346
1,630
1,803
2,012
2,133
1,549
1,643
1,300
1,520
1,454
1,681
2,065
2,737
1,584
1,552

0.3
▲12.7
35.4
98.5
91.6
78.8
45.4
28.9
2.6
1.6
4.9
5.4
▲3.1
1.9
7.7
▲2.8
▲13.9

425,081
446,998
464,878
405,474
346,758
685,671
475,253
410,537
390,266
417,113
406,511
825,735
374,808
400,762
376,841
369,929
335,041

▲4.2
5.2
4.0
8.1
16.0
21.0
2.2
9.3
16.2
0.9
10.1
▲12.8
▲2.5
▲7.3
▲5.4
▲8.8
▲3.4

294,219
320,368
341,720
376,942
337,998
279,091
322,043
377,515
370,918
347,208
347,186
373,965
325,979
301,221
356,159
343,334
325,465

▲2.8
8.9
6.7
18.4
11.7
0.9
3.2
17.3
9.1
4.6
18.5
▲7.4
6.2

▲18.2
21.9
▲8.9
▲3.7

0.54
0.66
0.73
0.71
0.73
0.74
0.74
0.75
0.75
0.75
0.75
0.75
0.75
0.74
0.74
0.77
0.78

71
66
67
9
8
5
4
5
4
6
3
5
4
7
2
6
9

▲26.8
▲7.0
1.5

350.0
33.3
▲28.6
100.0
25.0
▲63.6
0.0

▲50.0
▲16.7
▲42.9
40.0
▲66.7
▲33.3
12.5

32,839
33,559
33,721
33,671
33,512
33,943
33,585
33,512
33,575
33,369
33,466
33,721
33,422
33,596
34,140
34,362
34,131

2.5
2.2
0.5
0.6
▲0.1
0.3
0.2
0.1
1.7
0.3
0.5
0.5
0.1
0.4
1.6
2.1
1.8

21,176
21,078
21,245
20,861
21,004
20,972
21,015
20,955
21,328
21,030
20,936
21,245
21,151
21,186
21,358
21,183
21,185

0.7
▲0.5
0.8
▲0.7
0.1
0.6
0.2
0.6
2.4
1.3
0.3
0.8
1.4
1.4
1.7
1.5
0.9

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

41.9
▲12.3
▲14.5
▲4.7
▲8.7
▲11.7
▲10.2
▲18.9
▲19.1
▲26.2
▲18.0
▲0.9
0.4

▲20.2
▲12.2
▲29.1

112.3
98.4
84.2
100.1
101.0
86.9
84.1
75.0
74.1
68.2
73.8
88.4
85.9
68.5
81.7
71.3

12.9
9.4

▲15.3
▲23.9
▲19.4
▲34.5
10.9
▲4.2
▲5.2
▲15.5
▲34.0
14.8
▲17.4
▲21.8
3.1

▲34.9

100.2
100.3
94.0
99.6
97.8
91.5
89.5
91.6
88.9
92.9
92.1
93.6
94.5
96.6
92.7
91.3

18.0
0.0
▲6.3
▲6.2
▲4.5
▲10.1
▲8.4
▲6.0
▲8.4
▲5.3
▲8.7
▲3.5
▲2.0
▲3.8
▲4.2
▲7.5

49.4
54.1
45.8
56.0
45.5
34.7
50.8
48.9
39.8
45.4
39.8
53.3
35.0
45.2
41.4
36.9

114.3
133.2
130.4
152.1
152.1
125.9
98.1
113.5
120.9
139.5
154.6
124.5
125.1
126.8
117.5
120.5

▲5.1
16.6
▲2.1
▲5.8
7.7
▲4.9
▲28.2
▲19.4
▲18.3
8.3
10.1
▲10.1
8.7
▲0.8
▲19.2
▲17.6

93.7
98.1
97.8
98.6
96.7
95.3
98.6
95.8
99.1
95.9
94.7
94.2
97.0
95.8
95.4
95.2

1.1
4.7
▲0.3
3.2
1.8
▲3.8
▲1.5
▲1.8
1.8
▲2.6
▲8.0
▲5.3
▲5.5
▲7.8
▲4.5
▲2.4

92.9
92.7
88.0
92.7
91.7
86.1
85.8
86.6
82.2
87.1
85.1
88.3
88.1
90.8
87.7
88.6

14.3
▲0.3
▲5.1
▲4.6
▲2.7
▲8.0
▲6.0
▲4.5
▲7.7
▲4.2
▲7.2
▲2.0
▲1.5
▲1.1
▲3.6
▲3.4

92.6
95.8
95.9
103.0
100.2
98.5
96.0
93.4
97.1
91.6
94.1
95.9
95.3
89.5
93.9
94.4

0.5
3.5
0.1
6.9
3.9
1.6
2.4
▲3.2
0.5
▲5.8
▲4.6
▲0.7
▲0.1
▲2.7
▲2.2
▲8.2

12.9
▲39.4
15.6
18.0
1.9

131.3
▲94.0
▲9.2
117.6
▲5.6
▲13.4
59.0
▲26.1
1,829.1
863.1
▲91.1
▲32.8

21.2
▲12.1
11.4
▲6.6
38.6
▲21.4
67.0
▲25.3
55.9
36.7
6.0
▲0.9
44.2
▲13.8
▲2.6
▲16.7
▲12.4

1,058
978
1,077
125
86
80
99
87
96
105
80
103
63
43
70
113
88

▲15.3
▲7.5
10.1
▲31.7
16.6
115.4
46.5
28.8
▲2.9
10.4
27.7
75.2
45.7
▲24.8
▲39.4
▲9.7
2.0

647
662
596
75
20
58
73
31
93
63
57
52
62
46
40
61
43

68.7
2.3

▲10.0
▲15.0
▲71.4
136.3
45.1
▲15.7
178.2
76.3
▲44.8
▲5.6
130.7
64.8
115.0
▲18.9
115.6

4,075
4,417
4,524
409
312
345
432
293
361
478
498
449
372
493
372
546
339

▲9.0
8.4
2.4
29.4
11.0
2.7

▲35.1
▲19.1
19.1
45.7
▲5.3
▲13.3
42.5
51.2
3.3
33.5
8.7

3.4
2.9
▲0.8
1.7
7.2
▲4.9
▲8.9
▲19.5
33.9
▲5.7
5.0
3.1
9.3
13.5
15.0
16.5
28.0

▲31.7
10.6
12.3
104.7
17.5
12.1
▲61.3
19.0
44.2
187.8
3.8
4.2
32.1
180.2
12.0
13.8
▲24.6

135.7
60.9
▲20.2
▲1.9
0.0
8.3
30.0
▲68.9
▲56.9
▲21.4
▲62.6
▲73.9
677.8
▲28.6
▲45.8
166.7
92.9

100.0
99.4
99.3
99.8
99.6
99.0
99.0
99.2
99.1
99.1
98.9
98.7
98.8
98.5
98.7
98.9
99.1

▲0.8
▲0.7
▲0.1
0.1
0.3
0.1
▲0.3
▲0.2
▲0.3
▲0.3
▲0.3
▲0.4
▲0.6
▲1.0
▲1.2
▲0.8
▲0.5

69,828
70,066
67,989
5,391
5,357
5,319
5,994
5,866
5,046
5,420
5,717
7,182
6,058
4,957
5,501
5,224
5,379

1.2
0.3
▲3.0
▲4.3
▲3.9
▲1.5
▲5.9
▲2.3
▲2.1
▲2.4
1.2
▲3.3
▲4.2
▲2.8
4.3
▲3.1
0.4

16,289
12,548
15,960
895
1,095
1,444
1,657
1,013
1,381
1,038
1,071
953
1,184
1,476
1,937
948
948

14.7
▲23.0
27.2
88.4
73.0
37.7
54.6
5.5
▲3.6
▲5.7
▲7.4
▲4.2
▲14.0
▲11.4
▲18.3
5.9

▲13.4

12,945
11,414
15,561
1,219
1,272
1,462
1,463
1,122
1,158
1,056
1,135
983
1,251
1,469
1,879
1,199
1,187

▲5.0
▲11.8
36.3
105.6
77.2
68.8
57.5
32.6
2.7
0.3
18.0
▲6.6
0.9
0.5
▲5.6
▲1.6
▲6.7

456,205
429,542
430,581
407,394
331,209
632,514
468,133
398,897
300,565
386,621
332,343
703,010
375,326
422,361
334,443
415,698
286,774

4.1
▲5.8
0.2
1.0
6.8
21.0
2.3
2.9

▲16.7
▲7.1
▲11.0
▲5.6
2.8
▲4.7
▲16.0
2.0

▲13.4

326,601
314,463
322,774
375,604
304,429
289,026
301,925
279,484
269,585
342,069
271,193
396,460
348,346
289,718
391,470
385,153
301,996

▲1.8
▲3.7
2.6
29.0
7.5

▲14.8
▲14.7
▲7.0
▲3.6
▲0.3
▲16.5
1.4
0.2

▲16.0
11.5
2.5
▲0.8

0.49
0.62
0.72
0.71
0.72
0.74
0.73
0.74
0.74
0.74
0.73
0.73
0.78
0.79
0.80
0.77
0.75

47
45
57
2
5
4
5
4
6
6
6
3
2
1
6
6
5

▲21.7
▲4.3
26.7
0.0

▲28.6
33.3
25.0
▲33.3
50.0
50.0
200.0
▲25.0
▲60.0
▲87.5
100.0
200.0
0.0

21,104
21,268
21,627
21,638
21,512
21,861
21,548
21,488
21,407
21,212
21,278
21,627
21,459
21,455
22,270
22,019
22,105

1.7
0.8
1.7
0.3
0.5
1.4
0.5
1.4
1.7
0.8
0.9
1.7
1.9
1.4
2.3
1.8
2.8

11,214
11,217
11,261
11,108
11,133
11,180
11,155
11,143
11,324
11,145
11,135
11,261
11,172
11,180
11,431
11,190
11,305

▲0.2
0.0
0.4
▲1.3
▲0.5
0.5
▲0.6
▲0.1
1.8
0.2
0.1
0.4
0.4
0.3
1.4
0.7
1.5

経済指標 大分 Oita

2012 年
2011 年
2010 年

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5

2012. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

4

2013. 1
 2
3

5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県統計調査課

総合 繊維化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

2012 年
2011 年

季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
2010 年

経済指標宮崎 Miyazaki

16.2
▲1.5
▲9.7
▲14.7
▲5.8
▲13.4
▲3.3
▲7.6
▲3.3
0.5

▲15.7
▲1.1
▲4.1
▲3.4
▲2.8
▲8.5

93.6
92.2
83.3
85.2
92.1
80.2
84.6
83.0
82.3
89.1
71.7
81.1
85.5
83.9
77.5
77.8

91.0
▲27.0
1.1

▲22.2
▲15.2
▲35.4
4.9
17.0
1.0
28.4
21.8
39.7
16.3
▲18.1
▲33.7
20.2

102.8
93.2
94.2
93.5
94.8
85.3
91.5
95.8
89.7
94.5
90.5
92.0
93.7
89.3
94.0
95.6

24.4
▲9.3
1.0
▲2.5
1.8

▲11.7
▲0.1
2.8
▲1.4
8.8
5.9
6.4
0.0
▲9.8
▲15.1
2.5

134.1
97.9
99.0
87.0
87.4
69.7
95.4
107.0
85.6
100.8
96.5
104.8
106.5
88.5
106.4
105.5

87.5
91.0
92.2
94.4
93.4
92.3
91.6
89.8
95.8
93.0
92.4
86.4
93.3
95.5
96.2
92.2

13.4
4.1
1.3
1.2
2.5
▲1.8
4.5
▲4.3
▲6.0
21.9
7.4
▲1.1
4.5
1.9
▲3.1
▲1.1

98.1
93.8
103.3
102.0
106.6
98.0
94.7
110.7
99.1
107.3
105.1
105.4
105.5
105.3
102.0
108.7

▲6.2
▲4.3
10.2
8.2
15.3
▲4.8
▲0.6
20.4
11.2
15.3
14.9
11.7
3.2
▲1.0
0.4
5.6

99.2
94.0
94.3
95.9
94.3
91.6
94.4
93.0
90.5
92.4
91.3
91.6
91.8
92.8
92.9
93.7

14.6
▲5.2
0.3
0.3
3.2
▲6.1
2.1
▲2.3
▲3.7
2.2
3.4
▲0.2
▲1.9
▲6.5
▲11.7
▲1.6

120.9
122.7
119.9
121.0
121.1
119.4
117.9
118.9
120.5
120.5
118.6
119.3
120.5
118.1
119.9
121.3

6.0
1.5
▲2.3
▲1.9
▲1.5
▲2.1
▲4.9
▲4.0
▲2.1
▲1.8
▲2.5
▲0.4
0.3
▲2.3
▲0.7
0.2

16.2
2.4
14.2
▲2.3
9.1
5.8
25.8
16.6
25.3
33.0
19.7
41.3
9.7
21.2
32.1
24.6
28.6

29.5
16.8
▲11.9
▲38.6
▲6.9
▲32.3
▲8.5
4.0

▲35.8
▲1.4
▲33.0
36.2
▲28.9
50.9
7.9
18.1
▲3.9

1,474
1,375
1,366
126
80
127
124
113
121
167
99
90
112
74
131
141
221

▲15.2
▲6.7
▲0.7
▲19.2
78.9
26.1
36.7
21.2
▲13.2
21.1
▲6.7
▲10.4
25.9
17.2
▲21.5
12.4
175.1

659
622
520
36
25
25
47
67
84
51
46
53
20
47
25
117
78

32.0
▲5.6
▲16.4
▲45.3
▲20.7
▲55.0
▲22.1
39.2
98.7
▲6.7
▲5.6
3.8

▲24.2
41.1
0.4

228.7
205.1

5,738
6,076
6,754
569
680
504
592
529
556
687
672
588
586
450
472
673
751

2.4
5.9
11.2
23.4
80.4
▲16.0
▲8.8
1.3
18.6
31.6
19.4
▲21.8
8.5
▲0.2
22.3
18.3
10.4

4.9
9.0
0.1
▲6.0
23.8
▲2.0
▲12.8
▲11.1
25.9
8.5
16.9
▲18.7
19.4
5.7
7.4
12.0
27.3

5.6
1.4
13.8
95.1
72.0
▲38.1
▲34.1
8.4
46.1
78.2
59.1
▲39.2
5.5
54.7
30.3
▲22.6
33.0

▲18.5
12.1
55.1
▲9.3
448.6
54.2
51.6
104.2
▲57.1
14.7
▲52.9
178.6
▲30.5
▲60.7
60.7
353.8
▲38.5

100.0
99.8
99.9
100.7
100.2
99.6
99.5
99.8
100.1
100.0
99.3
99.5
99.9
99.5
99.7
99.8
99.7

▲1.2
▲0.2
0.1
1.1
0.6
0.0
▲0.2
0.2
0.1
0.1
▲0.6
▲0.5
▲0.1
▲0.5
▲0.9
▲0.9
▲0.5

90,594
89,145
88,398
7,200
7,131
6,723
7,833
7,496
6,407
6,979
7,339
9,634
7,942
6,284
7,256
6,938
7,068

▲2.9
▲2.5
▲0.8
▲2.1
0.8
▲1.7
▲1.7
1.6
▲0.1
▲2.5
1.7
▲2.7
▲1.5
▲4.5
3.4
▲3.6
▲0.9

23,603
18,199
23,989
1,604
1,768
2,226
2,532
1,678
1,863
1,530
1,616
1,314
1,720
1,965
2,627
1,532
1,568

14.2
▲22.9
31.8
148.3
102.3
47.3
36.7
14.7
▲13.3
▲16.0
▲5.3
▲8.6
▲15.4
▲17.5
▲23.7
▲4.5
▲11.3

17,073
14,632
20,879
1,690
1,734
1,961
2,017
1,584
1,679
1,416
1,430
1,499
1,695
1,950
2,414
1,589
1,564

▲2.8
▲14.3
42.7
153.4
81.2
83.1
48.7
39.8
27.4
10.8
2.7
10.6
5.5
2.4
2.4
▲6.0
▲9.8

369,981
374,940
326,592
264,416
211,717
487,485
304,744
282,765
282,810
323,584
304,974
648,159
284,278
319,092
296,286
309,452
256,396

13.6
1.3

▲12.9
▲19.7
▲24.6
▲9.8
▲28.3
▲30.4
▲16.8
▲15.3
▲3.7
16.0
3.6
15.1
15.3
17.0
21.1

301,201
287,889
263,379
272,135
260,047
243,554
256,928
229,167
282,555
289,361
297,462
295,685
285,727
232,031
313,221
275,320
263,379

11.2
▲4.4
▲8.5
▲24.2
9.0
▲7.8
▲11.7
▲16.6
5.0
10.5
6.9
▲1.4
17.0
1.1
20.5
1.2
1.3

0.45
0.58
0.69
0.67
0.69
0.71
0.71
0.72
0.71
0.71
0.72
0.73
0.72
0.70
0.72
0.70
0.73

65
57
68
6
6
3
3
7
4
14
4
1
6
1
2
2
3

▲15.6
▲12.3
19.3
▲14.3
20.0
0.0

▲57.1
▲22.2
▲20.0
366.7
100.0
▲80.0
20.0
▲83.3
▲77.8
▲66.7
▲50.0

24,839
25,446
25,954
25,897
25,621
26,015
25,742
25,666
25,738
25,431
25,452
25,954
25,692
25,794
26,470
26,597
26,507

2.6
2.4
2.0
1.8
1.0
1.5
2.2
2.0
2.6
1.6
1.6
2.0
1.7
2.1
3.5
2.7
3.5

17,256
17,771
18,421
17,612
17,620
17,713
17,744
17,765
18,259
17,770
18,071
18,421
18,296
18,345
18,671
18,425
18,501

5.0
3.0
3.7
3.3
3.0
3.0
2.8
3.0
5.0
3.0
3.9
3.7
3.9
3.9
4.2
4.6
5.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
19.6
▲24.5
▲28.9
▲28.5
▲32.3
▲32.2
▲29.8
▲30.7
▲35.0
▲14.0
▲15.8
▲15.4
▲2.0
▲19.8
▲5.6
▲13.8

133.2
100.5
71.4
81.6
72.3
69.2
68.3
67.9
66.4
69.1
68.8
71.5
69.9
67.0
69.6
69.3

▲36.0
55.0
8.0

192.9
▲43.6
▲41.2
▲82.2
▲11.2
▲31.3
▲48.4
▲60.5
▲87.5
▲85.4
▲91.4
▲89.2
▲73.5

112.1
98.3
89.0
91.9
89.8
85.6
85.2
86.8
83.8
90.5
93.0
91.0
90.7
90.2
90.2
95.7

18.7
▲12.3
▲9.5
▲12.3
▲11.7
▲10.7
▲17.2
▲8.9
▲11.0
1.9
2.1
▲2.3
2.9
▲5.0
▲1.1
4.5

30.3
47.0
50.7
87.4
35.8
11.2
20.7
28.8
15.6
35.2
26.3
5.4
30.1
12.4
13.9
28.4

165.9
139.2
129.9
128.8
129.3
126.0
131.9
133.7
132.8
136.4
138.4
162.0
146.3
155.6
160.0
168.6

73.1
▲16.1
▲6.7
▲19.2
▲7.3
▲8.8
0.3
4.4
6.6
22.1
20.4
36.9
47.1
43.6
26.9
33.4

90.3
89.1
93.4
89.9
95.1
94.8
92.4
95.4
91.6
95.2
94.4
95.8
96.2
91.8
93.6
96.9

▲5.1
▲1.3
4.9
▲0.8
8.7
5.1
3.5
3.3
6.2
8.7
5.9
6.5
3.1
▲0.1
4.3
8.7

105.1
94.6
90.2
93.6
92.5
88.3
87.3
88.3
87.9
84.5
89.3
89.5
89.3
89.1
88.9
88.2

10.1
▲10.0
▲4.6
▲5.5
▲3.5
▲5.5
▲8.8
▲5.3
▲6.8
1.5
▲1.4
▲6.0
▲2.2
▲8.9
▲7.7
▲4.7

125.7
155.9
133.7
148.8
140.5
131.6
125.8
121.5
114.3
114.4
122.3
130.0
131.0
141.1
139.4
165.6

12.6
24.1
▲14.2
▲2.8
▲11.1
▲15.5
▲21.3
▲24.6
▲29.2
▲32.6
▲28.7
▲23.0
▲15.3
▲7.0
▲6.3
11.3

3.1
51.4
▲25.7
▲22.8
▲37.1
▲44.6
▲31.4
▲51.0
▲34.1
▲30.8
▲4.3
▲27.5
304.5
410.5
18.4
124.8
124.3

14.0
7.5
▲5.2
▲15.8
▲8.6
▲1.0
▲8.9
▲22.3
3.5

▲25.8
▲9.2
▲18.2
▲19.5
▲1.3
16.6
14.0
18.3

2,176
2,006
2,376
95
105
120
205
283
333
311
185
191
108
146
306
156
153

▲4.5
▲7.8
18.4
▲11.8
108.9
26.0
13.6
16.8
14.7
53.2
21.9
19.5
▲9.6
▲21.1
25.2
65.1
45.9

821
932
1,063
79
71
62
85
47
61
118
179
98
90
95
85
58
57

9.5
13.5
14.0
41.6
29.2
4.4

▲43.3
▲39.6
0.8
7.8

154.5
▲14.2
▲39.3
87.7
33.9
▲26.4
▲18.9

8,669
9,039
9,701
721
735
1,025
818
919
896
745
838
1,035
671
866
779
1,138
644

6.0
4.3
7.3
4.3
32.2
16.7
11.0
4.2
44.7
▲11.0
1.8
11.7
9.3
43.4
3.7
57.8
▲12.4

5.9
6.0
▲3.0
6.4
▲8.1
▲11.8
▲7.2
▲23.7
9.1

▲3.2
5.4
15.3
▲5.2
13.8
23.3
12.0
20.5

2.2
▲7.0
21.8
3.0
77.9
102.0
▲4.8
33.7
63.0
38.6
▲4.3
14.5
27.3
70.3
▲16.2
150.6
▲40.6

26.4
56.0
1.8

▲15.8
196.2
▲59.4
350.0
106.5
302.8
▲81.0
4.8
10.9
25.6
128.6
▲23.5
30.0
▲33.8

100.0
99.7
99.3
99.8
99.7
99.1
99.0
99.0
99.2
99.2
99.0
98.8
98.6
98.3
99.0
99.0
99.2

▲0.2
▲0.3
▲0.4
0.0
0.0
▲0.5
▲0.8
▲0.6
▲0.6
▲0.8
▲0.3
▲0.5
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲0.8
▲0.5

161,771
164,957
162,863
13,119
13,146
11,851
14,957
13,181
11,795
13,417
14,365
19,054
13,283
11,291
13,394
12,803
13,223

▲2.2
2.0
▲1.3
▲2.3
▲1.5
▲3.8
▲3.7
▲1.1
▲0.6
▲1.2
5.0
▲2.1
▲1.4
▲0.9
2.2
▲2.4
0.6

31,990
25,305
32,261
2,084
2,239
2,840
3,544
2,198
2,457
1,960
2,367
2,127
2,310
2,724
3,991
1,984
1,974

18.3
▲20.9
27.5
118.0
83.8
37.4
41.0
0.6

▲18.6
▲13.4
2.6
4.7
▲9.6
▲16.5
▲13.7
▲4.8
▲11.8

21,945
18,618
26,228
2,014
2,210
2,464
2,702
2,029
2,015
1,634
1,812
1,635
2,232
2,466
3,465
1,973
1,968

▲0.4
▲15.2
40.9
134.2
78.5
73.9
61.2
41.0
15.3
1.1
10.5
1.4
5.8
▲1.4
11.6
▲2.0
▲11.0

452,291
457,131
438,338
413,831
313,177
619,425
450,444
388,038
308,854
369,454
353,413
838,395
374,978
421,758
393,883
469,068
321,187

▲1.7
1.1
▲4.1
6.2
▲6.6
18.3
▲20.1
▲1.5
▲20.5
▲14.6
▲9.0
▲9.6
▲4.0
1.1
▲0.9
13.3
2.6

331,761
312,314
331,023
335,699
318,799
316,186
300,515
322,922
323,392
276,471
287,937
368,873
350,498
298,799
340,404
405,509
326,159

▲6.0
▲5.9
6.0
5.6
12.7
14.1
0.3
13.5
15.1
▲17.7
▲2.5
▲7.4
▲18.6
▲3.1
▲10.9
20.8
2.3

0.44
0.55
0.65
0.63
0.65
0.65
0.66
0.67
0.66
0.66
0.65
0.67
0.68
0.68
0.70
0.71
0.71

64
64
72
5
5
6
2
11
7
8
5
7
5
6
4
4
8

▲16.9
0.0
12.5
▲37.5
▲37.5
0.0

▲66.7
266.7
250.0
33.3
▲28.6
16.7
0.0
50.0
▲42.9
▲20.0
60.0

37,747
38,496
39,277
40,153
39,404
39,508
38,785
38,809
38,876
38,809
38,670
39,277
39,046
39,386
39,924
40,419
39,982

1.8
2.0
2.0
3.1
2.6
2.4
1.5
1.9
2.4
1.8
1.9
2.0
2.0
1.7
1.6
0.7
1.5

26,971
27,594
28,174
27,406
27,358
27,388
27,493
27,540
27,621
27,666
27,789
28,174
28,095
28,107
28,208
27,963
28,124

0.5
2.3
2.1
1.7
2.1
1.9
1.8
1.8
2.0
2.2
2.4
2.1
1.9
2.1
2.3
2.0
2.8

経済指標 鹿児島 Kagoshima
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県統計調査課

総合 繊維化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

2012 年
2011 年

季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
2010 年

経済指標宮崎 Miyazaki

16.2
▲1.5
▲9.7
▲14.7
▲5.8
▲13.4
▲3.3
▲7.6
▲3.3
0.5

▲15.7
▲1.1
▲4.1
▲3.4
▲2.8
▲8.5

93.6
92.2
83.3
85.2
92.1
80.2
84.6
83.0
82.3
89.1
71.7
81.1
85.5
83.9
77.5
77.8

91.0
▲27.0
1.1

▲22.2
▲15.2
▲35.4
4.9
17.0
1.0
28.4
21.8
39.7
16.3
▲18.1
▲33.7
20.2

102.8
93.2
94.2
93.5
94.8
85.3
91.5
95.8
89.7
94.5
90.5
92.0
93.7
89.3
94.0
95.6

24.4
▲9.3
1.0
▲2.5
1.8

▲11.7
▲0.1
2.8
▲1.4
8.8
5.9
6.4
0.0
▲9.8
▲15.1
2.5

134.1
97.9
99.0
87.0
87.4
69.7
95.4
107.0
85.6
100.8
96.5
104.8
106.5
88.5
106.4
105.5

87.5
91.0
92.2
94.4
93.4
92.3
91.6
89.8
95.8
93.0
92.4
86.4
93.3
95.5
96.2
92.2

13.4
4.1
1.3
1.2
2.5
▲1.8
4.5
▲4.3
▲6.0
21.9
7.4
▲1.1
4.5
1.9
▲3.1
▲1.1

98.1
93.8
103.3
102.0
106.6
98.0
94.7
110.7
99.1
107.3
105.1
105.4
105.5
105.3
102.0
108.7

▲6.2
▲4.3
10.2
8.2
15.3
▲4.8
▲0.6
20.4
11.2
15.3
14.9
11.7
3.2
▲1.0
0.4
5.6

99.2
94.0
94.3
95.9
94.3
91.6
94.4
93.0
90.5
92.4
91.3
91.6
91.8
92.8
92.9
93.7

14.6
▲5.2
0.3
0.3
3.2
▲6.1
2.1
▲2.3
▲3.7
2.2
3.4
▲0.2
▲1.9
▲6.5
▲11.7
▲1.6

120.9
122.7
119.9
121.0
121.1
119.4
117.9
118.9
120.5
120.5
118.6
119.3
120.5
118.1
119.9
121.3

6.0
1.5
▲2.3
▲1.9
▲1.5
▲2.1
▲4.9
▲4.0
▲2.1
▲1.8
▲2.5
▲0.4
0.3
▲2.3
▲0.7
0.2

16.2
2.4
14.2
▲2.3
9.1
5.8
25.8
16.6
25.3
33.0
19.7
41.3
9.7
21.2
32.1
24.6
28.6

29.5
16.8
▲11.9
▲38.6
▲6.9
▲32.3
▲8.5
4.0

▲35.8
▲1.4
▲33.0
36.2
▲28.9
50.9
7.9
18.1
▲3.9

1,474
1,375
1,366
126
80
127
124
113
121
167
99
90
112
74
131
141
221

▲15.2
▲6.7
▲0.7
▲19.2
78.9
26.1
36.7
21.2
▲13.2
21.1
▲6.7
▲10.4
25.9
17.2
▲21.5
12.4
175.1

659
622
520
36
25
25
47
67
84
51
46
53
20
47
25
117
78

32.0
▲5.6
▲16.4
▲45.3
▲20.7
▲55.0
▲22.1
39.2
98.7
▲6.7
▲5.6
3.8

▲24.2
41.1
0.4

228.7
205.1

5,738
6,076
6,754
569
680
504
592
529
556
687
672
588
586
450
472
673
751

2.4
5.9
11.2
23.4
80.4
▲16.0
▲8.8
1.3
18.6
31.6
19.4
▲21.8
8.5
▲0.2
22.3
18.3
10.4

4.9
9.0
0.1
▲6.0
23.8
▲2.0
▲12.8
▲11.1
25.9
8.5
16.9
▲18.7
19.4
5.7
7.4
12.0
27.3

5.6
1.4
13.8
95.1
72.0
▲38.1
▲34.1
8.4
46.1
78.2
59.1
▲39.2
5.5
54.7
30.3
▲22.6
33.0

▲18.5
12.1
55.1
▲9.3
448.6
54.2
51.6
104.2
▲57.1
14.7
▲52.9
178.6
▲30.5
▲60.7
60.7
353.8
▲38.5

100.0
99.8
99.9
100.7
100.2
99.6
99.5
99.8
100.1
100.0
99.3
99.5
99.9
99.5
99.7
99.8
99.7

▲1.2
▲0.2
0.1
1.1
0.6
0.0
▲0.2
0.2
0.1
0.1
▲0.6
▲0.5
▲0.1
▲0.5
▲0.9
▲0.9
▲0.5

90,594
89,145
88,398
7,200
7,131
6,723
7,833
7,496
6,407
6,979
7,339
9,634
7,942
6,284
7,256
6,938
7,068

▲2.9
▲2.5
▲0.8
▲2.1
0.8
▲1.7
▲1.7
1.6
▲0.1
▲2.5
1.7
▲2.7
▲1.5
▲4.5
3.4
▲3.6
▲0.9

23,603
18,199
23,989
1,604
1,768
2,226
2,532
1,678
1,863
1,530
1,616
1,314
1,720
1,965
2,627
1,532
1,568

14.2
▲22.9
31.8
148.3
102.3
47.3
36.7
14.7
▲13.3
▲16.0
▲5.3
▲8.6
▲15.4
▲17.5
▲23.7
▲4.5
▲11.3

17,073
14,632
20,879
1,690
1,734
1,961
2,017
1,584
1,679
1,416
1,430
1,499
1,695
1,950
2,414
1,589
1,564

▲2.8
▲14.3
42.7
153.4
81.2
83.1
48.7
39.8
27.4
10.8
2.7
10.6
5.5
2.4
2.4
▲6.0
▲9.8

369,981
374,940
326,592
264,416
211,717
487,485
304,744
282,765
282,810
323,584
304,974
648,159
284,278
319,092
296,286
309,452
256,396

13.6
1.3

▲12.9
▲19.7
▲24.6
▲9.8
▲28.3
▲30.4
▲16.8
▲15.3
▲3.7
16.0
3.6
15.1
15.3
17.0
21.1

301,201
287,889
263,379
272,135
260,047
243,554
256,928
229,167
282,555
289,361
297,462
295,685
285,727
232,031
313,221
275,320
263,379

11.2
▲4.4
▲8.5
▲24.2
9.0
▲7.8
▲11.7
▲16.6
5.0
10.5
6.9
▲1.4
17.0
1.1
20.5
1.2
1.3

0.45
0.58
0.69
0.67
0.69
0.71
0.71
0.72
0.71
0.71
0.72
0.73
0.72
0.70
0.72
0.70
0.73

65
57
68
6
6
3
3
7
4
14
4
1
6
1
2
2
3

▲15.6
▲12.3
19.3
▲14.3
20.0
0.0

▲57.1
▲22.2
▲20.0
366.7
100.0
▲80.0
20.0
▲83.3
▲77.8
▲66.7
▲50.0

24,839
25,446
25,954
25,897
25,621
26,015
25,742
25,666
25,738
25,431
25,452
25,954
25,692
25,794
26,470
26,597
26,507

2.6
2.4
2.0
1.8
1.0
1.5
2.2
2.0
2.6
1.6
1.6
2.0
1.7
2.1
3.5
2.7
3.5

17,256
17,771
18,421
17,612
17,620
17,713
17,744
17,765
18,259
17,770
18,071
18,421
18,296
18,345
18,671
18,425
18,501

5.0
3.0
3.7
3.3
3.0
3.0
2.8
3.0
5.0
3.0
3.9
3.7
3.9
3.9
4.2
4.6
5.0

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
19.6
▲24.5
▲28.9
▲28.5
▲32.3
▲32.2
▲29.8
▲30.7
▲35.0
▲14.0
▲15.8
▲15.4
▲2.0
▲19.8
▲5.6
▲13.8

133.2
100.5
71.4
81.6
72.3
69.2
68.3
67.9
66.4
69.1
68.8
71.5
69.9
67.0
69.6
69.3

▲36.0
55.0
8.0

192.9
▲43.6
▲41.2
▲82.2
▲11.2
▲31.3
▲48.4
▲60.5
▲87.5
▲85.4
▲91.4
▲89.2
▲73.5

112.1
98.3
89.0
91.9
89.8
85.6
85.2
86.8
83.8
90.5
93.0
91.0
90.7
90.2
90.2
95.7

18.7
▲12.3
▲9.5
▲12.3
▲11.7
▲10.7
▲17.2
▲8.9
▲11.0
1.9
2.1
▲2.3
2.9
▲5.0
▲1.1
4.5

30.3
47.0
50.7
87.4
35.8
11.2
20.7
28.8
15.6
35.2
26.3
5.4
30.1
12.4
13.9
28.4

165.9
139.2
129.9
128.8
129.3
126.0
131.9
133.7
132.8
136.4
138.4
162.0
146.3
155.6
160.0
168.6

73.1
▲16.1
▲6.7
▲19.2
▲7.3
▲8.8
0.3
4.4
6.6
22.1
20.4
36.9
47.1
43.6
26.9
33.4

90.3
89.1
93.4
89.9
95.1
94.8
92.4
95.4
91.6
95.2
94.4
95.8
96.2
91.8
93.6
96.9

▲5.1
▲1.3
4.9
▲0.8
8.7
5.1
3.5
3.3
6.2
8.7
5.9
6.5
3.1
▲0.1
4.3
8.7

105.1
94.6
90.2
93.6
92.5
88.3
87.3
88.3
87.9
84.5
89.3
89.5
89.3
89.1
88.9
88.2

10.1
▲10.0
▲4.6
▲5.5
▲3.5
▲5.5
▲8.8
▲5.3
▲6.8
1.5
▲1.4
▲6.0
▲2.2
▲8.9
▲7.7
▲4.7

125.7
155.9
133.7
148.8
140.5
131.6
125.8
121.5
114.3
114.4
122.3
130.0
131.0
141.1
139.4
165.6

12.6
24.1
▲14.2
▲2.8
▲11.1
▲15.5
▲21.3
▲24.6
▲29.2
▲32.6
▲28.7
▲23.0
▲15.3
▲7.0
▲6.3
11.3

3.1
51.4
▲25.7
▲22.8
▲37.1
▲44.6
▲31.4
▲51.0
▲34.1
▲30.8
▲4.3
▲27.5
304.5
410.5
18.4
124.8
124.3

14.0
7.5
▲5.2
▲15.8
▲8.6
▲1.0
▲8.9
▲22.3
3.5

▲25.8
▲9.2
▲18.2
▲19.5
▲1.3
16.6
14.0
18.3

2,176
2,006
2,376
95
105
120
205
283
333
311
185
191
108
146
306
156
153

▲4.5
▲7.8
18.4
▲11.8
108.9
26.0
13.6
16.8
14.7
53.2
21.9
19.5
▲9.6
▲21.1
25.2
65.1
45.9

821
932
1,063
79
71
62
85
47
61
118
179
98
90
95
85
58
57

9.5
13.5
14.0
41.6
29.2
4.4

▲43.3
▲39.6
0.8
7.8

154.5
▲14.2
▲39.3
87.7
33.9
▲26.4
▲18.9

8,669
9,039
9,701
721
735
1,025
818
919
896
745
838
1,035
671
866
779
1,138
644

6.0
4.3
7.3
4.3
32.2
16.7
11.0
4.2
44.7
▲11.0
1.8
11.7
9.3
43.4
3.7
57.8
▲12.4

5.9
6.0
▲3.0
6.4
▲8.1
▲11.8
▲7.2
▲23.7
9.1
▲3.2
5.4
15.3
▲5.2
13.8
23.3
12.0
20.5

2.2
▲7.0
21.8
3.0
77.9
102.0
▲4.8
33.7
63.0
38.6
▲4.3
14.5
27.3
70.3
▲16.2
150.6
▲40.6

26.4
56.0
1.8

▲15.8
196.2
▲59.4
350.0
106.5
302.8
▲81.0
4.8
10.9
25.6
128.6
▲23.5
30.0
▲33.8

100.0
99.7
99.3
99.8
99.7
99.1
99.0
99.0
99.2
99.2
99.0
98.8
98.6
98.3
99.0
99.0
99.2

▲0.2
▲0.3
▲0.4
0.0
0.0
▲0.5
▲0.8
▲0.6
▲0.6
▲0.8
▲0.3
▲0.5
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲0.8
▲0.5

161,771
164,957
162,863
13,119
13,146
11,851
14,957
13,181
11,795
13,417
14,365
19,054
13,283
11,291
13,394
12,803
13,223

▲2.2
2.0
▲1.3
▲2.3
▲1.5
▲3.8
▲3.7
▲1.1
▲0.6
▲1.2
5.0
▲2.1
▲1.4
▲0.9
2.2
▲2.4
0.6

31,990
25,305
32,261
2,084
2,239
2,840
3,544
2,198
2,457
1,960
2,367
2,127
2,310
2,724
3,991
1,984
1,974

18.3
▲20.9
27.5
118.0
83.8
37.4
41.0
0.6

▲18.6
▲13.4
2.6
4.7
▲9.6
▲16.5
▲13.7
▲4.8
▲11.8

21,945
18,618
26,228
2,014
2,210
2,464
2,702
2,029
2,015
1,634
1,812
1,635
2,232
2,466
3,465
1,973
1,968

▲0.4
▲15.2
40.9
134.2
78.5
73.9
61.2
41.0
15.3
1.1
10.5
1.4
5.8
▲1.4
11.6
▲2.0
▲11.0

452,291
457,131
438,338
413,831
313,177
619,425
450,444
388,038
308,854
369,454
353,413
838,395
374,978
421,758
393,883
469,068
321,187

▲1.7
1.1
▲4.1
6.2
▲6.6
18.3
▲20.1
▲1.5
▲20.5
▲14.6
▲9.0
▲9.6
▲4.0
1.1
▲0.9
13.3
2.6

331,761
312,314
331,023
335,699
318,799
316,186
300,515
322,922
323,392
276,471
287,937
368,873
350,498
298,799
340,404
405,509
326,159

▲6.0
▲5.9
6.0
5.6
12.7
14.1
0.3
13.5
15.1
▲17.7
▲2.5
▲7.4
▲18.6
▲3.1
▲10.9
20.8
2.3

0.44
0.55
0.65
0.63
0.65
0.65
0.66
0.67
0.66
0.66
0.65
0.67
0.68
0.68
0.70
0.71
0.71

64
64
72
5
5
6
2
11
7
8
5
7
5
6
4
4
8

▲16.9
0.0
12.5
▲37.5
▲37.5
0.0

▲66.7
266.7
250.0
33.3
▲28.6
16.7
0.0
50.0
▲42.9
▲20.0
60.0

37,747
38,496
39,277
40,153
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経済指標 鹿児島 Kagoshima
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大濠公園の花火大会　黒田長政が福岡城築城の際、博多湾の入江を埋立て外濠としました。昭和初期から数回にわたり現在の公園に整備されました

稀代の名参謀、最後の使命。
父は子に何を残せるか

寄稿

トップに聞く！
河邉　哲司 氏　株式会社 久原本家食品　代表取締役社長
要名本　義博 氏　有限会社 八代ドライビングスクール　代表取締役社長
吉川　茂 氏　株式会社 𠮷川金属商事　代表取締役社長

福岡を創った男・黒田官兵衛

FFG調査月報62号 2013年 ７ 月 30日／㈱FFGビジネスコンサルティング
　　　　　　　　   福岡市中央区大手門１丁目８番３号　TEL 092（723）2576　http://www.fukuoka-fg.com/
                 印刷／久野印刷㈱
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